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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　死は、誰だれにも等しく訪おとずれる。

　断続的だった電子音が、平板なものへと変わった。

　医師たちの、看護婦たちの動きが慌あわただしさを増し、滅めつ菌きん用ビニルテントの外では、男たちが動どう揺ようの気配を濃こくする。

　指示が飛び交かい薬やく剤ざいが投とう与よされ電気刺し激げきが送られて。

　しかしどれほど医学が進んだところで、一いつ旦たん生まれ出た命に不ふ滅めつを与あたえることなどできはしない。

　その原因が老ろう衰すいとなれば、なおのこと。

　結局。

　医い療りよう機器の小さな画面を横切る光の直線が、再び波打つことはなかった。

　大往生。平へい穏おんな死、といっていいだろう。

　だが。

　死者にとって等しく平穏な死が、残された者たちにとっても等しく平穏であるとは限らなかった。







　一　其は陽炎かげろうに揺ゆらめく大地







　クロムウェル・コネクション。

　名だたる闇やみ組織の中でも、やりくちを選ばぬその凶きよう暴ぼうさにおいて、一目も二目も置かれている連中である。

　今回の相手はその組織。とはいえ、末まつ端たんとともに面子メンツを潰つぶしてやれば、いずれ上も動くだろう。

　またまた面めん倒どうな仕事──

　……の、はずだった。

　が。

「よぉよぉ兄ちゃん、金持ってんだろ」

「ちょっと融ゆう通ずうしてくれよぉ」

「言っとくが逆らわねえ方がいいぜ。何しろ俺らのバックにゃあ、あのクロムウェル・コネクションがついてんだからよぉ」

　薄うす暗ぐらい路地の奥。

　通りすがりの中学生をカツアゲしていたごろつきたち、その三人目が言った瞬しゆん間かん。

「噓うそつけぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　ズごどブゴすっ！

　声にドップラー効果を起こさせかねない勢いで、路地裏に飛び込んできた人ひと影かげは、問答無用でごろつきたちをはり倒たおした。

　一体何が起こったのか理解できぬまま、学生は、現れた人影に目を向けた。

　薄暗い路地の中、表通りにある街灯の光を受けて、伸のばした金色の髪かみがかがやく。

　歳としの頃ころは十七、八といったところだろうか。

　どこか幼さを残しながらも整った顔立ちは、美人と呼ぶには充じゆう分ぶんだったが、ゆえにこそ、怒いかりに満ちたその表情には鬼き気き迫せまるものがあった。

　別の場所で別の出会いをしていれば、また印象も違ちがっただろうが──黒いスーツに今の戦せん闘とう力。とてもではないが、まともな相手とは思えなかった。

　全員の視線が自分から外れているのをチャンスととらえ、学生は、こそこそその場を離はなれていった。

　彼女はそれに気づいてはいたが、別に引き留める理由はない。かまわず、怒りのこもった視線を足あし下もとの三人に注そそいでいた。

「……な……何しやが……ゴフッ……」

　地に伏ふし、殴なぐられた腹をおさえたまま、中の一人が少女を見上げて呻うめき声を上げた。他の二人は一発で意識を失ったままである。

「……知らねえのか……俺たちの……バックには……クロムウェル・コネクションが……」

　恐きよう怖ふの代名詞ですらある組織の名を出され、少女は片方の眉まゆをぴくりと動かすと、

「あなたがトーマス＝フランキーね」

「……な……なんで知って……!?」

「調べたのよ。

　あなたが引っ越こし前に住んでた家の裏手──後ろバツクに、クロムウェル・コネクションが昔に使ってたビルがあることも……

　まあ確かに、バックにクロムウェル、って言い方もできるかもしれないわね。百歩どころか一万光年ほど譲ゆずれば」

　言う少女の口もとが、眉がぴくぴく動いている。

　怒りで。

「……組織の名をかたってセコい馬ば鹿かをやって……で。どこかの馬鹿がそれを真に受けて、馬鹿な事トラ件ブル処シユ理ー業ターの会社に依い頼らいして……

　何も知らない現場担当が調査してみると、とんでもない馬鹿話。

　で？　この始末、どうつけてくれんの？」

「ええっ！　あんた……プロのトラブルシューターかよっ！」

　腹を打たれた苦しみさえも一瞬忘れ、トーマスと呼ばれた彼は声を上げた。

　トラブルシューター。それは、時代が生んだ徒あだ花ばなのような職業だった。

　人類が光の速度を超こえる方法を手に入れ、宇宙に進出してからおよそ百年。人々はあまたの惑わく星せいを開発、入植していった。

　やがてそれらの星たちのいくつもが独立し、多数の惑星国家が生まれた。

　だが、人の生存圏けんが拡大を続けるこんな時代だからこそ、トラブルの種はいくらでもわいて出た。

　増え続ける人に比してすら、宇宙は広い。どこまでを誰だれが管理するのか。それ以外の場所についての所有権は？　治安の維い持じ責任は？

　開かい拓たくと開発。宇宙進出のペースに、法や治安体制の整備が追いつかず、あちこちに虫食いのような法の抜ぬけ道ができあがる。

　当然そこには人生裏うら街かい道どうな人々が集まることとなり、さまざまな問題を引き起こす。

　それに対たい抗こうすべく、民間から、トラブルシューターという職業が生まれたのは、自然のなりゆきでもあった。

　成り立ちが成り立ちだけに、彼らがかかわる事件には荒あら事ごとが多く、そのせいか、世間一いつ般ぱんからは、『分別のあるヤクザ』といった目で見られているのが現状。

　それが出向いて来たというのである。組織の名を騙かたっただけの、ごろつきたちを退治するために。

　おそらくは、はるばる広い宇宙を渡わたって。

　驚おどろいて──彼は思わず、口にしなくていいことを口走る。

「そりゃあなんつうか……凄すげぇ馬鹿だな」

「殺ス。」

　少女の瞳ひとみに殺気の炎ほのおが燃えた。

　片足を振ふり上げ、ためらいもなく、男の頭に向かって振り下ろ──

「サミィ」

　呼びかけに、少女の足が軌き道どうを変えた。

　男の耳をこすり灼やき、コンクリの路地に重い響ひびきを上げる。

　その破は壊かい力を想像し、ごろつきは硬こう直ちよくした。

　少女──サミィは振り返る。声のした方。自分がやって来たのと同じ、路地の入り口を。

　そこには男が立っていた。

　同じ黒のスーツに身を包み、長く伸ばした銀の髪。端たん整せいなその顔立ちもさることながら、特筆すべきは左右で色の異なる瞳。

「やりすぎるな」

「わかってるわよ。イーザー」

　言われてサミィは口調を軽くし、

「ちょっと粉ふん砕さいするだけだから」

「何をっ!?」

　思わずツッコミを入れるごろつき。

「そうか。ならいい」

「よくねえっ！　止めてくれあんたもっ！」

　うなずくイーザーにふたたびツッコミ。

　それを無視して、サミィはイーザーの方に視線を向けたまま、

「けど、『死なない程度』と『死ぬ寸前』と『死ぬまで』の力加減って、けっこぉ難しいから……ほら、丈じよう夫ぶさって人によって違ちがうし」

「それは試行錯さく誤ごして学ぶしかない」

　物ぶつ騒そうな会話が交かわされるうちにも、倒たおれた男は右手をそろそろと動かして、ジャケットの内うち懐ぶところへと伸のばし入れ──

　そこを。

　どん

「ぐえっ！」

　視線も向けず、サミィの片足が胸ごと腕うでを踏ふみつける。

　彼女はやはりイーザーの方を向いたまま、口の端はしだけをにやりと笑えみの形にゆがめ、

「出そうとしたのがナイフか銃じゆうだったら……わかってる？」

「さ……財さい布ふでス。これでカンベンしてください」

「まあ、あんたたちも運がよかったわね。

　相手がもし本当に組織の人間だったら、消されてたわよ。

　あたしたちだったからこそ、これくらいで勘かん弁べんしてもらえるんだから。

　あ。あと、財布の中味は大事にとっときなさい。

　これからの分の治ち療りよう費がいるでしょ？」

「……こ……これから……？」

　男の顔が引きつった。

　──かくてこの日を境さかいに。

　数週間の療りよう養よう期間を経て、三人の男は更こう生せいへの道をたどるのだった。




「……ってどぉぉぉぉいうことよあれはっ！」

　画面に向かって声を上げ、サミィはコントロール・パネルの端に、がんっ！　と拳こぶしを叩たたきつけた。

　なかなか派手な音がしたが、手加減が幸いしてか、前に一度やらかした時のように、パネルがへこんだりはしなかった。

　漆しつ黒こくの虚きよ無む──宇宙に漂ただよう巨きよ大だいな金属の塊かたまり。全長三一○Ｍに及およぶそれこそが、サミィとイーザーが拠点ベースとしている恒ス星タ間ー宇シ宙ツ船プ、『モーニングスター』だった。

　サミィは今その艦橋ブリツジで、一人の男と通信を交わしていた。

　ごろつき三人をあっさりぶちのめし、車を走らせ宇スペー宙ス・港ポートから連絡艇シヤトルに乗って衛サテラ星イト・港ポートに行き、宇宙船ふねへと戻もどり──

　相手との通信回線を開くなり、サミィはどなりつけたのだ。

　向かう画面の先では、金きん髪ぱつの男が驚いて身を引いていた。

　歳は二十代半ばほど。ハンサムではあるのだが、眼鏡めがねやスーツや立派な椅い子すが、悲しいほどになじんでいない。

　彼こそが、サミィとイーザー、二人の属する、シェリフスター・カンパニーの社長、ティモシー＝マイスターだった。

　そもそもこのシェリフスター・カンパニーは、人類最大規模の巨大企き業ぎよう、クロフト・カンパニーが作り上げた会社である。

　そして、そのクロフト・カンパニーの現社長の息むす子こが、このティモシー。

　立場や肩かた書がきを考えれば、圧あつ倒とう的にえらいひとのはずなのだが、サミィに叫さけばれて椅子にへばりついているその様は、とてもではないがそうは見えない。

『……ど……どぉいうこと……って何が？』

「力の限りガセネタだったのっ！」

『ええっ!?』

「ただのちんぴら三人が、クロムウェル・コネクションの名を騙かたって、つまんないことをやらかしまくって、それを依い頼らい人が大げさに言ってた、ってことっ！」

『噓うそッ！』

「結局、聞き取り調査してネットで調べて……ごろつき三人軽くこづいて帰って来ただけ。移動時間の方がよっぽど長かったわよっ！　補給でもらった武器や装備もまるっきり無意味。

　──報告書、出さなくていいわよね？　こんな事件」

　ティモシーは弱りきった表情で、ぽりぽり頰ほおを搔かきながら、

『……うーん……

　いや実は、クロムウェル・コネクションがその惑星ほしへの進出を狙ねらっている、という確かな情報があったんだ。

　それで、関係あることかとばかり思ったんだけど……』

「……ったく……

　まあ、あたしだって別に組織とケンカがしたかったわけじゃないし、今回は笑える間違いだったからまあいいけど……

　情報が間違ってたから致ち命めい的なことになる、なんてことはザラにあるんだから、気をつけてよね」

『いや、本当にごめん。

　──幸いちょうど、間違いのないところから依頼が来てるから』

　にこやかに言われ、サミィの表情がかすかに曇くもる。

　何か──ロクでもない予感がする。

「間違いのない……ところ……？」

『ああ』

　にっこりうなずいて、ティモシーは言った。

『クロフト・カンパニーから』

「…………………………」

　どうやら不幸にも、サミィの予感は的中したようである。

　彼女は苦い表情で絶句した。




　クロフト・カンパニー。

　宇宙開かい拓たく時代の混乱は、民間にトラブルシューターの発生を促うながしたが、無論各国の政府も、ただ座して眺ながめていたわけではない。

　対策の中心となるのはやはり、軍備の拡大。

　ペンは剣けんより強しと言うが、理想や理念が砲ほう弾だんで吹ふき飛ばされることも、ままある事実。

　例えば入植惑星とその母星とが、独立する、させないでもめたあげく、武力衝しよう突とつを起こすこともある。仮にそこまで行かなくても、相手に対する圧力としての軍備拡張、あるいは相手がいつ攻こう撃げきしてくるかもしれない、という、疑ぎ心しん暗あん鬼きに駆かられての軍備。

　何にせよ、需じゆ要ようはいくらでもあった。

　それに応こたえたのが、太陽系は火星に本社を置くクロフト・カンパニーだった。

　軍事部門を中心に規模を拡大し、いまや人類最大規模の企き業ぎようとなり──近年は、トラブルシューターの会社を立ち上げた。

　すなわち、サミィたちが所属するシェリフスター・カンパニー。

　トラブルシューターの看板を掲かかげてはいるものの、それがクロフトの、新兵器の実験とデモンストレーションを兼かねた会社であることは、もはや公然の秘密だった。

　実際、サミィたちが今までに受けた依頼の中にも、彼らが出向いたというそれだけで、トラブルの原因の方が、噂うわさをおそれて身を引き、解決、などということも何度かあった。

　さらに昨今では、こういった話も裏で囁ささやかれている。

　シェリフスター実働メンバーの大半は、人の形をしているものの、やはりクロフトの遺伝子操作によって作り出された生バイ体オ兵ウエ器ポンなのだと。

　そしてそれは──事実、だった。

　サミィ＝マリオンとイーザー＝マリオン。

　同じ姓せいは、血けつ縁えん・家族を意味するのではなく、同期に作られた試プロ作ト・品タイプであることの証あかし。クロフトの操あやつり人形たる刻印。

　人たる意思と人ならぬ力を持たされた彼ら。逆らうことを許さぬために、クロフトは、彼らにある細工を施ほどこした。

　供きよう与よされるある薬品を一定期間ごとに摂とること。これを欠かせば、やがて彼らは緩かん慢まんな死を迎むかえることになる。サミィはそう聞かされていた。

　単なる脅おどしとは考えにくいし、身をもって真しん偽ぎを確かめてみようとも思わない。確かめようとした時点で、反逆の意志ありと取られるおそれもあるのだから。

　つまり──

　クロフト・カンパニーからの依頼というのは、サミィたちにとって、自らの命を盾たてに取られての絶対命令に等しかった。

　拒きよ否ひ権はない。そういうことである。

「……で……？　依頼の内容って？」

　不ふ機き嫌げんに問うサミィに、ティモシーはあいまいな笑えみを浮うかべ──

　同時に画面が切り替かわる。

　映し出されたのは、まだ若い男の顔。二十代の半ばだろうか。髪かみはブラウン。画像で見る限り、好青年、といった印象ではある。

『ルード＝Ｄ＝ロズウェル。二十五歳。

　しばらく前、彼の祖父、ジョセフ＝Ｒ＝リンドバーグ氏が死去された』

　青年の画像を映したままで、ティモシーの声が流れる。

「……知ってる。その名前。何かのニュースで見た」

　サミィが口をはさんだ。

「ジョセフ＝Ｒ＝リンドバーグ。たしか、クロフト・カンパニーの大株主の一人──」

『そういうこと』

　画面はどこかの大陸地図らしいものと、曲がった矢印を表示する。

『相続者はロズウェル氏だけ。ところが彼は、ちょっと変わり者でね。

　現在、惑わく星せいガレットのハースト大陸を一人旅のまっ最中』

　なるほど。この矢印が現時点での、ルードとやらの進行ルートなのだろう。──といっても、大陸の端はしからほんのちょっと横に進んだ程度だったが。

「つまり、その彼を守れ、と？」

　サミィが問うのと同時に、画面はふたたびティモシーへと切り替わり、

『そうなんだけど、正確に言うと少し違ちがう。

　彼の護衛は、直接にはチーム・シューティング・スターの二人にやってもらう。きみたちには、陰かげからそのバックアップをやってもらいたいんだ』

　言われて、サミィのまなざしが険しくなった。

　シェリフスター・カンパニーに二つある実働チームは、それぞれが拠点ベースとする母船の名を冠かんしている。

　一つが、サミィとイーザーの属するチーム・モーニングスター。

　もう一つが、チーム・シューティングスター。

　こちらに所属するのは、レティシア＝マイスターとメニィ＝マリオンの二名。

　変わったとりあわせではあった。

　レティシア＝マイスター。

　社長、ティモシーの妹であり、言い換かえるならば、クロフトの社長令れい嬢じようでもある。そんな彼女がなぜ実働部隊に身を置いているのか、サミィにはわからない。

　──そして、メニィ＝マリオン。

　名が示す通り、彼女もまた、サミィやイーザー同様に、生バイ体オ兵ウエ器ポンとして生み出された者の一人だった。

　だが。

　普ふ通つうの人間など軽く圧あつ倒とうするはずのメニィを護衛につけながら、さらにそのバックアップとして、サミィとイーザーをつけるということは──

「……かなりめんどうなことになる、ってわけね……？」

『その可能性はある、ってことだろうね。

　曰いわく、何もないかもしれないし、何かあるかもしれない。とりあえず万ばん全ぜんを期してほしい、ってことらしい。

　……まあ確かに、めちゃくちゃな額の遺産を相続する予定の人間が、一人でふらふら歩きまわっている、なんて知れたら、まわりじゅうの悪党が寄ってくるだろうし』

「……なるほど……」

　いずれにしても、たぶん面めん倒どうなことになる。サミィは胸の裡うちでうんざりとつぶやいた。

　対してティモシーはにこやかに、

『じゃあ、この依い頼らいは受ける、ってことで、異存はないよね？』

　──こっちに拒否権なんてないくせに──

「いいわ」

　口中で吐はき捨すてたのとは別の言葉を、サミィは口に出していた。

『オッケー。じゃあ、資料とかはすぐに送るから』

　言って通信は終わり──

　あとには、ブラックアウトした画面を不機嫌に眺ながめるサミィと、その隣となりで、一言も口をはさまず眺めていたイーザーだけが残された。

「……どう思う？」

　と、サミィ。

「どう、とは？」

「面倒なことになりそうだけど」

「いつものことだ」

　イーザーの答えに、サミィは、きょとんっ、と彼を見つめ──小さく苦く笑しようする。

「……ま、たしかにそうだけど」

　言ってシートに身を預ける。

　艦橋ブリツジの外には、果てしない漆しつ黒こくの宇宙空間。

　行く手にも未来にも、何も見えない。

　それでも──

　隣にイーザーがいてくれるのなら、サミィは平気だった。




　白い壁かべ、白い天てん井じよう白い床ゆか。

　肌はだ寒ざむいとまでは言わないが、適温よりは心持ち低めの温度で、完かん璧ぺきに空調された部屋。

　その中にはりつめた、熱にならない熱と、緊きん張ちよう。

　円えん卓たくに並んだ四十名は、顔立ちも年ねん齢れい性別もさまざまだが、彼らの瞳ひとみには例外なく、強い光が在る。

　欲望、野望、理想……いろいろな感情がブレンドされてはいるが、すべてに共通するのは、より前に進もうとする、意志。

　ランドルフ＝マイスターは、この空気が嫌きらいではなかった。

　彼がこれに参加するのは何度目だろう。

　代表取とり締しまり役やく社長として出席した回数。それ以前の出席回数。数えるのも億おつ劫くうなほど出ているはずだが、それでもいまだに、これには飽あきない。

　火星にある、クロフト・カンパニー本社。地下にある会議場には内からカギがかけられ、ドアの外は、何人もの警備員たちが詰つめている。

「ではこれより、クロフト・カンパニー定例役員会議を開始します」

　ランドルフの左隣に座った、持ち回りの議長が宣言する。

　全員の手元には、事前に渡わたした報告書類があるが、今さらそれを読み上げるような無む駄だはしない。この程度の書類に事前の目通しもできていない者には、この席に並ぶ資格はない。そういうことである。

「まずは告知から。

　皆みな様さまもご存じのこととは思いますが、過日、当社大株主の一人、ジョセフ＝Ｒ＝リンドバーグ氏がご逝せい去きよなさいました。九十七歳。老ろう衰すいでした。

　ご冥めい福ふくを祈いのります。

　──氏は当社株のおよそ一・五パーセントを所有なさっていました」

　一・五パーセント。

　数字だけ聞くと、さしたることもなさそうだが、なにしろクロフト・カンパニー──銀河トップクラスの巨きよ大だい企き業ぎようの一・五パーセントである。個人資産としてはケタ外れ。一生遊んで暮らせる額に、おまけでゼロが二つつく。

「相続手続きはまだ完かん了りようしておらず、相続者は、氏の孫に当たる、ルード＝Ｄ＝ロズウェル氏なのですが……

　氏の現状を考慮すると、遺産を受け取ることになれば、株式の多くを売ばい却きやくし、相続税の支し払はらいに充あてることになると思われます。

　つまり──

　このままでは、かなりの株が、市場に出回ることになります」

「その件に関してのことなのですが」

　議長が言葉を切った時を逃のがさず、声を上げたのは、ランドルフから見て三つ右に座した男だった。

　クラウニー＝ブラムハット。

　実年齢は五十近いはずだが、三十代前半と言っても通用するだろう。ブラウンの髪かみで中肉中背、眼鏡めがねをかけた特とく徴ちようのない男だが──なぜか、妙みような存在感を漂ただよわせている。

　この席上に列している以上、言うまでもなくクロフト・カンパニー取締役の一人。見た目通りの平へい凡ぼんな男であるはずもないのだが。

　──来たか──

　ランドルフは胸中で、不快と期待と闘とう志しとが複雑に混じったつぶやきを漏もらした。

　組織というものの規模が大きくなればなるだけ、それが一枚岩であることは難しくなってゆく。

　クロフトほどの規模ともなれば、常に複数の派は閥ばつが、複雑にからまりあいながら勢力争いを続けている。

　現在最大の勢力は、他ほかならぬランドルフの一派ではあるのだが──

　彼、ブラムハットは、それに対たい抗こうする第二勢力を率いる派閥の長だった。

「実は私の調査によると……」

　彼はぐるりと居並ぶ一同を見渡して──

「シェリフスター・カンパニーの実働チームが、そのルード氏に接せつ触しよくした──ということなのですが？」

　その目をテーブルの一番奥──ランドルフのところで止めた。

　……ざわっ……

　対決を予感し、会議場の空気がかすかにざわつく。

「事実ですか？　マイスター社長」

「事実だが？」

　問われて、ランドルフ＝マイスターは、泰たい然ぜんと即そく答とうした。

　ブラムハットは声を沈しずめて、

「なるほど……事実ですか……」

　あいまいに言葉を切る。

　会議室に、しばし満ちる気まずい緊張。

　ランドルフは黙もくしたまま、面おも白しろくもなさそうなまなざしをブラムハットに投げかけているばかり。

　ブラムハットの方が口を開き、

「……実は、一部から、それを問題視する声が出ていましてね」

「一部とは？」

「特定は不可能でした。

　どことも知れぬ、社内の噂うわさ、という奴やつです。しかし私の耳にまで飛び込んで来るとなると、さすがに無視しておくわけにもいかない、と思いましてね。

　つまりなんというか──

　あなたのご令息が社長を任じておられる、あのシェリフスター・カンパニー……

　あれは、キャンペーン業務に名を借りた、あなたの私兵なのではないか。そう囁ささやく声が以前からありましてね。

　そうなると、今回のことも、相続人のルード氏を抱だき込んで、株を取得するための工作なのではないか、と勘かん繰ぐる者も出てくるわけです。

　しかし余計な勘繰りやスキャンダラスな憶おく測そくの方こそ、人の噂にはひろまりやすい。

　そんな噂で、あなたや、会社の名に余計な泥どろを塗ぬることになってはつまらない、と思うのですが？」

　この場にいる全員が、おそらく理解しているだろう。ブラムハットの思おも惑わくを。

　すなわち、シェリフスター・カンパニーの解体。

　あの会社の創立と存続を過あやまちであると理り屈くつづけ、ランドルフ＝マイスターの失点とし、同時に、彼の私兵としか見えない会社組織を解体することにより、ランドルフの実効力そのものを削けずる。

　この場所での戦いは、決して言葉を荒あらげもせず、静かに行われる。

　ブラムハットは、目的とする『シェリフスター・カンパニーの解体』を、自ら直接には口にせず、ランドルフの口から引き出そうとする。

　対するランドルフは、それをかわし、場合によっては相手の言葉を逆手に取って反はん撃げきする。

「──つまりきみは、こう言いたいのかね？」

　しばし思案したふりをしてから、ランドルフは口を開いた。

「自分には、部下たちの根こん拠きよなき不安を払ふつ拭しよくできない。どうしたらいい、と？」

「噂を根絶する方法などというのはありませんよ。歴史がそれを物語っています」

　返すランドルフを、ブラムハットも受け流す。

「不満の出ない機構システムなどありえません。

　人が二人以上いて、二つ以上の立場と価値観が存在した時点で、それは必然です。

　ですから、人の噂は止められませんが……無用な噂の源となるものを排はい除じよすること自体は可能です」

「つまり、源を排除しろ、と？」

「ありかたについて、検討の必要はあるのではないか、ということです」

「役員会の貴重な時間を割さいてまで？」

「私はそう考えます」

　ブラムハットは居合わせる一同をぐるりと見回し、

「一例として、クロフト全体からシェリフスター・カンパニー一社に対する物資供給量は、決して馬ば鹿かにならないものとなっています。

　無論、クロフトグループ全体の屋台骨がどうこうなるような額ではありませんが……それにしても、無視しておいていい額でないことだけは確かです。

　設立当初の理念では、最小限の投資で最大限の広告効果、ということのはずでしたが、果たしてあれが最小限の投資と呼べるのかどうかは疑問です。

　例えば、惑わく星せいメルキアの事件では、百を越こえる自動Ｅ・Ｃ・Ｍ機を、シェリフスターの活動のために、捨て駒ごまとして投入。

　莫ばく大だいな損失額です」

　かつてランドルフは、シェリフスター・カンパニーのチームを、惑星メルキアの自動兵器暴走事件に投入したことがあった。結果として事件をおさめはしたものの、その過程で、クロフトから供きよう与よした兵器をかなり失っている。

　それはこの場の誰だれもが知っている。が。

「するときみは知らんのかね」

　平然と、ランドルフは切り返した。

「あの動乱のあと、惑星ダリングの軍が、あるいは他ほかの惑星国家が、我が社の『商品』をどれだけ買ったか。
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　そして今現在、どれだけの商談が進んでいるのか。

　Ｅ・Ｃ・Ｍ機の損失分はとうにペイできている」

　それは事実だった。

　ランドルフが個人的にコネを持つ惑星ダリング。先の事件の時、解決に乗り出したダリングの軍にも、協力という名目で兵器を貸たい与よし、軍人たちの目の前で、新しん鋭えい兵器のお披ひ露ろ目めをやったのだ。

　おかげで事件解決後に、兵器群はダリング軍に大量購こう入にゆうされ、さらに噂うわさを耳にしたいくつかの惑星国家から注文が入り──

　そうなると、それらの国々とあまり仲の良くない惑星国家も不安を抱いだき、自衛のためと称しようして兵器を注文して来る。

　実際のところ今、兵器の生産ラインがオーバー気味で、一部、他事業部の空あいているラインを使っているほどである。

「もちろん存じてはいますが、それはあくまで結果論です。

　もう少し別の方法があったはずだ、と私は思うのですが」

「人生はすべて結果論だよ。会社運営に関しても、ね。

　シェリフスターが敗北しなかったからこそ、『商品』は売れた。

　たしかにＥ・Ｃ・Ｍ機群は、決して安い先行投資とは言えないが、それに充じゆう分ぶん見合うだけの結果を出すためのもの。

　つまりあれは、立派な投資なのだよ」

「過か剰じよう投資……ではない、と？」

「見解の相そう違いはあるかもしれんが、少なくとも私は、確実性を増すのに必要な投資を、過剰だとは思わんよ。

　実際、もし私でなく、思いきった投資を恐おそれる者が指示をしていたら、今回の商品売上増はなかっただろう？」

　暗に、『お前のやり方では、この収益は存在しなかった』と挑ちよう発はつしたわけだが──

「仮定の話はともかく、少なくともたしかに、見解の相違はありそうですね」

　それをおそらく承知の上で、ブラムハットは表情も変えず、

「私が言いたいのは、こうやって大規模な商談の成立をさせた今、シェリフスター・カンパニーを従来通りの方法で存続・運用してゆく必要があるかどうか、ということです。

　このままではいつか、広こう告こく塔とうとしての存在意義を『思いきった投資』が上回る日が──つまり、採算のとれなくなる日が来るでしょう。

　私はそれを危き惧ぐしているんですよ」

　ここでランドルフを追い込むのは無理と判断したか、ブラムハットは話と戦法をすり替かえる。

　失点と認めさせるのが無理なら、せめて潰つぶして力を削けずっておく。

　いや、そのための布石とするためだけでもよい。

「忠告は嬉うれしいが、無用な危惧だよ。こちらも運用に関しては考えている」

　やはり無む駄だな時間だったな、と暗に言っているのだが──

「その一言がお聞きしたかったのですよ。はっきりとそう言っていただければ、皆みなの余計な不安も払ふつ拭しよくされる」

　ブラムハットは、それを受け流して身を引く。

　戦いは終わり。双そう方ほう引き分け、といったところか。

　議場に一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくが落ちる。議長が書類に視線を落とし──

「しかし人事の件に関しては一考の必要があるのではありませんかな」

　口を開いたのは、別の人物だった。

　席についていてさえ、他の役員たちよりひと回り大おお柄がらなのが目立つ。鋭するどいまなざしと厳しい顔立ち。その威い圧あつ的な低い声が響ひびいただけで、その近くに座った役員たちが、わずかに身を固くした。

　Ｊ＝ベックマン。言うまでもなくクロフト役員の一人であり──そして、ブラムハットの派は閥ばつに属する一人だった。

　クロフト社内では警備部門を仕切り、こわもてで押しは強く、あれこれと口には出せない裏工作もやっていると聞く。

　夜道でばったり出会ったなら話は別だが──この席で相まみえる限り、ランドルフにとっては、さして怖こわい男ではなかった。

　静かにそちらを振り向いて、

「その件に関しては、発ほつ足そく当初の役員会議で承しよう認にんされたはずだが？」

「あの時と今とでは状じよう況きようが違ちがう。

　そもそも、独断で護衛を送るということ自体、何かの思おも惑わくがあってのことと勘かんぐられても仕方ないのではないですかな？」

「では、くだらぬ勘ぐりを恐れて、役員会の開かい催さいまで、相続者を無防備な状態のまま放置しておいてもらわないと困る、と言いたいのかね？　きみは」

「そうではなくて、人事に問題のある組織を独断で送りつけることに問題がある、と言っているのですよ！」

　──もうやめろ──

　ブラムハットがそう視線を送っているが、ベックマンは気づかない。

「もちろん系列の警備会社に頼たのむという手段も検討したのだが、私の直ちよつ轄かつではなかったのでね。

　警備関係はベックマンくん、きみの系列だからね。それこそ動かすには役員会議を通さなければならない。

　だがさきほども言ったように、それまでに相続者の身に危険がふりかかる可能性もあった。

　クロフト社大株主の遺産相続者であるなら、クロフト社として、その身を守る義務はあると考えたのだよ。

　無論、きみが気をきかせて警備会社を動かしていてくれれば、私もシェリフスターを動かさずに済んだのだが」

　つまりは、お前の気のきかなさがこの事態を招いた、と言ったわけである。

「……っ！

　ならすぐに警備の者を手配しますから……」

「必要ない」

　ランドルフは、ベックマンの言葉を遮さえぎると、

「もう護衛はついている。相続者の感情を考こう慮りよすれば、護衛者の切り替えに、害はあっても益はないよ」

「しかし、シェリフスターには人事的な問題が……！」

　なおも食いさがるベックマンに、ランドルフは溜ため息いき混じりに、

「ベックマンくん。

　設立時に言った言葉を、もう一度口にしようか？

　──ならばきみが社長をやってもらえるか？　いつ切り捨てられてもおかしくない小さな会社の、役員会への出席権もない社長だが──と。

　あの時はきみを含ふくめて、全員が首を横に振ふったが、ひょっとして意見が変わったかね？

　もっとも、設立してしまった今となっては、形だけとはいえ別会社としての体てい裁さいを取っている以上、そうやすやすと社長の首をすげかえるようなことはできないが……

　きみがどうしてもと言うのなら、実働部隊に入れるくらいのことはできるだろう。

　やってみるかね？」

「……なっ……！」

　ベックマンの顔色が赤く染まり──だが、その怒いかりが爆ばく発はつする前に。

「マイスター社長も、多少の誤解や中傷は覚かく悟ごの上でなさったのでしょう」

　静かな声を滑すべり込ませたのはブラムハットだった。

「言いだしたのは私ですが、社長の説明には得心がいきました。

　ならば、このままシェリフスターに護衛を任せればいいでしょう。これ以上この件で、会議を長引かせる意味はない」

　自分ではブラムハットの援えん護ご射しや撃げきをしていたつもりなのに、当のブラムハットに止められた。

　驚おどろいて目をやるベックマンに、ブラムハットは再び視線を送る。

　もういい。そこまでにしろ、と。

　敗北を悟さとり、口をつぐむベックマン。

　結局、ベックマンのやりとりは、ブラムハット派にとってマイナスになりこそすれ、プラスにはなり得ない。かえってランドルフに助勢したようなものである。

「──では、元に戻もどって。

　株式流出への対策ですが──」

　戦いの終わりを悟って、議長は口を開いた。




「ベックマンくん」

　議場を出るなり声をかけられ──ベックマンは、柄がらにもなく小さく身をふるわせた。

　振り向くまでもなく、相手が誰だれかはわかっている。しかしだからといって、目を合わせないというわけにもいかない。

　彼が振り向いた先には、護衛二人に囲まれた、ブラムハットの姿があった。

　口もとに小さな笑えみを浮うかべたまま、ベックマンの方に歩み寄る。ベックマンの方にも護衛が二人ほどついているが、相手が何者なのかは承知しているらしく、動こうとはしない。

「……その……」

「まあ、歩きながら話でもしよう」

　口ごもるベックマンをうながして、ブラムハットはゆっくりと歩みを進めた。その横に、半歩遅おくれて続くベックマン。

　白く延びゆく長い廊ろう下かを、四人の護衛をまわりに従え、二人はゆっくりと進む。

　クロフト本社の中ちゆう枢すう部である。もう少し先に行けば話は別だが、このあたりには、一いつ般ぱん社員の姿もない。

「しかし社長も思い切ったことをなさる。独断でシェリフスターを護衛に送り、それがベストの手段だったと主張してのける」

「私は納なつ得とくいきません」

　ブラムハットは、憤ふん慨がいするベックマンの方を見ようともせずに、

「気持ちはわかるよ。

　まあ、もしも彼の派は閥ばつが力をつけすぎたなら、我々対立する派閥の者がどうなるか、わかったものではないからね。

　適当な理由をつけられて、未開発惑わく星せいに一生張りつけにされるかもしれん。

　そう考えると焦あせりもするだろう。

　だがあのやりかたは、あまりうまくなかった」

「……………………」

　ベックマンは、無言で拳こぶしを握にぎりしめる。

「──しかし社長も、本当に思い切ったことをなさる」

　ブラムハットは繰くり返す。

「そう思わないか？

　もしこの状じよう況きようでシェリフスターが何かの失敗をすれば、社長の責任問題だよ」

「──」

　一いつ瞬しゆん、ベックマンの足が止まりかかる。

　それに気づいているのかいないのか、ブラムハットは前を向いたまま、

「まあ、護衛についているのは社長のご令れい嬢じようと、試作生バイ体オ兵ウエ器ポンの一体だという話だから、それこそ『イージス』のような相手でも出てこない限り、万が一、などということはないだろうけれどね」

　──何が言いたい──

　口にしかけた言葉をベックマンはおしとどめる。聞いて答えてくれるはずもなく、聞くまでもなくわかっていることだ。

　イージス、というのが何なのか、ベックマンは、そしておそらくブラムハットも知っている。

　つまりは──

　シェリフスターに大きな失敗をさせることができたなら、あの社長の鼻をあかすことができる。そういうことである。

「……今日のきみのやりとりは、こちらの手痛い失点だったが──」

　肩かた越ごしに、はじめてベックマンに視線を送り、ブラムハットは言う。

「きみがこれからどう役に立ってくれるか……期待しているよ。

　それじゃあ私はこのあたりで」

　言うと護衛を連れ、何事もなかったかのように通路を横にそれ、去ってゆく。

　あとには。

　苦く渋じゆうを胸に刻んだベックマンがとり残された。




　二人は揃そろって、天を見上げていた。

　そこに見えるのは、ダークグレイの布が張られ、小さなライトが取り付けられた──屋根。

「……屋根ね……」

　しみじみと、サミィはつぶやいた。

「……ああ。屋根だ」

　普ふ段だん、感情を露あらわにすることが少ないイーザーの声にすら、感動の響ひびきが混じっていた。

　外では、陽かげ炎ろうが揺ゆれている。

　惑星ガレット。

　植民惑星独立ブームの波に乗り、最近独立した惑星国家だが、やや時期尚しよう早そうの感はあり、人口や町の数などは、他の惑星に比べてはるかに少ない。

　特にこのハースト大陸は、そのほとんどが平原──というより荒こう野やである。

　ごくごくまれに町が点在し、口の悪い者は、宇宙屈くつ指しの田舎いなか大陸、などと呼んでいるとかいないとか。

　そんな大陸のほぼ中央にある、ルビエラの街。

　大都市というほどではないが、この惑星にしては割と規模の大きな街。

　その片かた隅すみに、一台の白い車が停とまっている。

　サミィとイーザー、二人がいるのはその中だった。

　車の外では、日光がすべてをホワイトアウトさせるいきおいで世界を照らし、整えられた街並みが、陽炎の向こうでぐんにゃぐんにゃと歪ゆがみ揺れている。

　熱を嫌きらって外出を控ひかえる者が多いせいか、あたりには人通りもまばらで、たまに見かける通行人も、頭から腕うでから足から、だるだらと汗あせと体力をたれ流していた。

　しかし今、窓を閉とざされた車の中には、エアコンの心ここ地ちよい冷気が満ちている。

「車に屋根があるのって……こんなにステキなことだったんだ……」

　うっとりとサミィはつぶやいた。

　おおげさと言えばおおげさな感心だが──しかしサミィたちにとってはそれも無理からぬことだった。

　もともと彼らに与あたえられていたのはオープンカー。　しかし、装備課の変な趣しゆ味み人のこだわり──オープンカーの折り畳たたみ式天てん井じようは美しくない、という主張というか偏へん見けんのせいで、非常識なことに、屋根がついていなかったのである。

　雨でも降ったら大惨さん事じ。

　──まあもともと入植惑星の大半には、雨などほとんどなく、人工湖の水をリサイクル使用しているのだが──それでもやはり、たまにとはいえ、降る時には降る。

　実際二人は以前、屋根なし車で雨に行き会ったことがあったのだが──あれはなかなか貴重かつもの悲しい経験だった。

　しかし今回、任務の性質上、彼らに配備されたのがこのセダンである。

　窓はすべて、外からは内側が見えないマジックミラー。外の光景も若じやつ干かん薄うす暗ぐらく見えるが、この陽ざしならちょうどいい程度。

　サミィとイーザー、二人の視力なら、かなり離はなれた場所にいる三人の、姿形も見て取れる。

　まっすぐ延びた道のかなり向こうには、無ぶ精しよう髭ひげを伸のばした青年が汗だくになりながら、必死でヒッチハイクの車を探していた。

　長旅のせいで印象がかなり変わってはいるが、間ま違ちがいなく、護衛対象のルード＝Ｄ＝ロズウェルである。

　そこから少し離れて停まったオープンカーには、暑さに耐たえつつ彼を見守る女が二人。

　長い黒くろ髪かみの中、前髪の一ふさだけが、陽の光を浴びて金色のかがやきを見せるレティシア。

　助手席には、黒髪を頭の左右でくくったメニィ。

　表情まではわからないが──この炎えん天てん下かで機き嫌げんのいい顔をしているはずもない。

　ここしばらくつき合ったところ、サミィたちは、ルードの目的を大体察していた。

　どうやら大陸横断旅行をするつもりらしい。

　なら、レティシアたちがルードを車に乗せれば、ずっと話が早いように思うのだが──何かの理由でもあるのか、そういう動きはいまだ見えない。

　こんな旅と監かん視しを続けて、今日でもう何日になったか。今までは何もなかったが、それがこれからの無事を保障してくれるわけでもない。

　とりあえず今は、地道に見守るのみ。

　ルードが車を拾えたなら、多少の動きは生まれるのだが、今のところ、親切なドライバーが通りかかってくれそうな気配はなかった。

　そうして時がうつろううちに。

「──」

　運転席のイーザーが、わずかに身じろいだ。

　異変を感じてサミィがその視線を追えば、そこにはオープンカーに乗ったメニィとレティシア。

　メニィが、レティシアが動どう揺ようの気配を浮うかべ──

　二人の乗った赤いオープンカーがタイヤを鳴らして急発車する！

　ルードのそばに黒いワゴンが滑すべり込み、何人もの男たちが降り立った。そこにレティシアの操あやつる車が突とつ進しんしてゆき──

　皆みなまで見届けず、イーザーは車を出した。

　普ふ通つうの速度で走り出し、襲おそわれているルードたちの方ではなく、横手の路地に。建物の死角に入った途と端たん、一気にアクセルを踏ふみ込んだ。

「どうするの!?」

「こちらからゆく」

　イーザーは答えると、路地を抜ぬけた所でハンドルを切り、一本裏に入った道から、ルードたちがいた方へと向かう。

　レティシアたちが相手を撃げき退たいしてしまえば、サミィたちが手を出す必要はない。平行する通りから近づいて状じよう況きようを見る、ということだろう。

　了りよう解かいして──それでもサミィは念のため、シートをずらし、座席下に隠かくされた銃じゆうを準備した。

　車は通りを駆かけ抜けて、現場に近い路地のあたりで停まり──

　サミィとイーザー、二人は一いつ瞬しゆん言葉を失った。

　路地の向こうに、レティシアたちがいる通りが見て取れる。

　ビルとビルとが左右を塞ふさいだ、狭せまい視界のその先で、メニィと、顔をマスクで隠した全身黒ずくめの男とが戦っていた。

　圧おされているのは──メニィの方だった。

　サミィとイーザーが無言で車を降りた時には、メニィと黒ずくめの姿はビルの死角に消えていた。

　だがすぐにふたたび姿を見せる。

　──大きく飛び退のいたメニィが。

　黒ずくめが追つい撃げきをかける。

　メニィが体勢を整えるより早く踏み込み、拳こぶしをねじり込む。

　ここまで音が聞こえてきそうなほどの一撃。

　メニィの体が折れて吹ふっ飛び、路上に転がった。

　──噓うそでしょ──

　サミィの胸中に、黒いものが湧わき起こる。

　黒ずくめはゆっくりときびすを返した。

　ここからでは死角になっていて見えないが──おそらく、レティシアかルードのいる方を。

　その時。

　イーザーが行動を起こした。

　手にした銃を無造作に構え、狙ねらいをつけるふうもなく、トリガーを引き絞しぼる。

　ビーム光が路地を横切り、黒ずくめの体がかしぐ。

　当たった──と喜ぶのには微び妙みようだった。
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　イーザーがトリガーを引いた瞬間、ちょうど黒ずくめは前に出ようと前ぜん傾けいしたのだ。光が黒ずくめの背をかすめたに過ぎないことを、サミィの目は捕とらえていた。

　黒ずくめはちらりとこちらに視線を送ると、地を蹴けり、死角へと逃にげる。

　それを追い、路地を駆け抜けるサミィとイーザー。

　できれば今のうちに倒たおしておくべき相手である。この一瞬で、サミィはそう理解した。

　通りに飛び出し左右を見み渡わたす。あたりに黒ずくめの姿はない。

　メニィが倒れ、左手にはレティシアとルード。そのまわりには何人か、黒服の男たちがばたばた倒れているが、さきほどの黒ずくめはいない。

　赤いオープンカーが停まり、そばには黒いワゴン。

　そのワゴンが、がくんっ、と大きく揺ゆれた。運転席のドアが開くと、男が一人、路上に転がり落ちて来る。

　間を置かず、タイヤを軋きしませ、ワゴンが発車する。

　詳くわしいことはわからないが、状況からすると、黒ずくめがあれに乗っているのはほぼ確実だった。

　イーザーはふたたび銃を構え、トリガーを引く。

　迸ほとばしる光はワゴンを直撃し──しかしはじけて陽光ひかりに溶とける。

　耐たいビームコーティング。

　むろん普通の車に、そんなものが施ほどこされているはずはない。ロクでもない連中がロクでもない目的に使うための特注車なのだろう。

　イーザーは次の一撃を、車の窓に向けて放つ。黒いフィルターガラスに孔あなが空き──

　だが、停まるどころか、運転が乱れる気配もない。

　彼の銃口がわずかに下がる。狙いはサミィにもわかった。

　タイヤである。

　さすがにそこまで耐ビームコーティングが施してあるとは思えない。

　が──

　結局彼は、トリガーを絞ることはなく銃を下ろした。

　眉まゆをひそめてワゴンに目をやり──サミィはそのわけを理解した。

　地上に恨うらみでもあるかのように照りつける太陽。

　熱気の生み出す陽かげ炎ろうが、去りゆくワゴンの姿をゆらめかせはじめていた。これで正確な射撃が望めるはずもない。

　サミィは小さく息を吐ついた。

　どうやらこの場でのごたごたは、一応ひと段落ついたようだが──

「……う……」

　ようやく動けるようになったか、路上で小さな呻うめきを漏もらし、メニィがゆっくりと身を起こした。

　歩み寄り、イーザーが声をかける。

「無事か」

　……感情はあまりこもっていないが、彼なりに心配してはいるのだろう。たぶん。

　それを機に、我に返ったか──

「メニィ！」

　離はなれて硬こう直ちよくしていたレティシアが、少女の名を呼び駆かけ寄った。半身を起こしたメニィのそばに、半ばひざまずくようにして、不安の声を上げる。

「大だい丈じよう夫ぶ!?　どこか……！

　………………どこか苦しいところはない!?」

「……おなかとか。でもだいじょうぶ」

　無理矢理笑えみを浮うかべつつ、それでもメニィは立ち上がる。足がまだかすかにふらついているが──まあ、あの一発をもらったのでは仕方ない。

「あとで医い療りよう用カプセルで、ちゃんとチェックしましょう」

　言うレティシアの姿を眺ながめつつ──サミィはふと、違い和わ感を抱いだいていた。

　──レティシアって、こんな奴やつだっただろうか──と。

　無論外見は変わっていない。だがサミィのイメージの中にあるレティシアは、もっと冷れい徹てつだったような気がする。

　間ま違ちがってもこんなふうに、メニィの──たかが生バイ体オ兵ウエ器ポンの心配をして、不安げな声を上げるようなタイプではなかったはずだ。

　それが、医療用カプセルでちゃんとチェックしよう、とまで。

「……そりゃあずいぶん……親切なことで」

　とまどいを誤ご魔ま化かすように漏らした言葉が、どうやら耳に入ったらしく、レティシアは、きっ、と挑いどむようにサミィをにらみつけ、

「どういうことよ？　なんであなたたちがここに？」

　その反応に、サミィはさらに面くらい──今さらながら、自分がつい吐はいた言葉が嫌いや味みになっていたことに気づいて、その罪悪感に圧されつつ、

「どう……って……

　ご想像の通り。陰かげからそっちをバックアップしてたのよ」

　やけくそ気味に言い放つ。

「陰から？」

「そういう命令だし。

　……まあ、くわしい事情はあとで話すけど。

　とにかく今は、それより先にやることがあるでしょ？」

　これでは自分の方が嫌な奴である。レティシアと目を合わせていられなくなり、サミィは視線を、ワゴンの運転席から落とされた男の方へと向けた。

　男は、首を妙みような格好にねじ曲げ、灼やけたアスファルトの上で、もはやぴくりとも動かない。

　調べるふりをしてそちらに歩み寄り、

「……あー。こりゃダメね」

　わざとらしくつぶやいてみる。

　詳くわしい状じよう況きようはあとでレティシアにでも聞くつもりだが、おそらくは集団でルードを襲しゆう撃げきして、仲間割れの結果、黒ずくめ一人だけが逃にげた──ということなのだろう。

「こっちにも説明してほしいな」

　口を開いたのはそのルード。

　襲おそってきた黒服のうち一人の腕うでをねじり上げているところを見ると、腕に覚えはあるようだった。

　腕をねじられた黒服は、もはや抵てい抗こうするでもなく、なぜか呆ぼう然ぜんとイーザーを眺めていた。

　──いや。なぜか、というのは正しくないだろう。

　サミィには、その理由が想像できたのだから。

　ルードはサミィたちをぐるりと見回し、

「服を見れば、あんたらがお仲間だ、ってのはわかる。

　けど、あんたらの連れん携けいが取れてないってのはどういうことだ？

　あんたらだけじゃない。

　こいつらだって。車に乗って逃げた男と、仲のいいトモダチ、ってわけじゃあなさそうだ」

　彼は、捕とらえた黒服を目で指す。

　沈ちん黙もくが落ち──

「──確実に言えるのは──」

　口を開いたのはレティシアだった。

「かなりやっかいなことになった、ってことだけよ」

　その点に関しては──サミィにしても同感だった。

　さきほど逃げた黒ずくめ。

　その体格に、彼女は見覚えがあった。

　何より、こちらをちらりとふり向いた時、はっきりと見て取れたのは、左右で異なる瞳ひとみの色。

　イーザーと同じ体格。イーザーと同じ目の色。

　心当たりは十分あった。

　かつてサミィとイーザーは、出会ったことがあったのだ。

　クロフトが造り出した、イーザーの量産クローン、『イージス』と呼ばれた者たちに。

　彼らなら、メニィを圧あつ倒とうすることもできよう。

　むろん、今の男がイージスだという確たる証しよう拠こがあるわけではないが、少なくとも、たまたまイーザーにそっくりな普ふ通つうの人間が、たまたまメニィを圧倒した、と考えるよりは万倍も現実的である。

　だが、イージスが出てきたということは──

　敵は、クロフト内部にいるという可能性もある。

　ならばこれからサミィたちが戦わねばならない相手は、クロフトとイージスたち──そういう可能性もある。

　それがどれほど過か酷こくなものになるか──

　暗あん澹たんたる思いを抱かかえて佇たたずむサミィの耳に、やがて、徐じよ々じよに近づくパトカーのサイレンは耳ざわりに届いてきた……




　フレドリック＝ベルガートには、嫌きらいなものがいくつかあった。

　例えば、生まれだけで大金を手に入れるような奴やつ。

　金持ちの親か親類が死んで、今日から私は大リ金ツ持チちマン。

　そんな話を聞くたびに、貧民街スラムから這はい上がって来た彼はこう思う。

　ざけんな。殺すぞ。俺にもよこせ。

　……いや。昔は実際にそういう奴を殺して金を奪うばったこともあったのだが。

　ともあれ。

　そんな彼にとって、今回の仕事は、おいしいもののはずだった。

　とある企き業ぎようから持ちかけられた取引である。

　莫ばく大だいな遺産の相続権を持った奴を誘ゆう拐かいし、金を取れ。

　人ひと質じちは殺さない、という条件がついていたが、まあ、それはどうとでもなる。

　依い頼らいのあった企業から、一時的に健けん忘ぼう症しようを引き起こす薬の提供を受けていた。人質は、取引が終わって解放されたあと、誘拐犯の顔はおろか、自分が誘拐されていたことさえ忘れているだろう。

　助っ人という名目で、監かん視し役の男を一人、企業から押しつけられたのが、気に入らないといえば気に入らないが……まあ、我が慢まんできぬほどのことでもない。

　なにしろこの仕事が成功すれば、莫大な金が手に入り、おまけに企業とのコネもできあがるのだ。

　相手は、とある大企業の傘さん下かにある会社のうち一つだった。うまくやればこのあとも、おいしい話が転がり込んで来るに違ちがいない。

　彼が頭かしらとなっているこの組織は、今はまだささやかなものでしかないが、これを機に規模を大きくすることも考えてもいいだろう。

　いずれにしろ、すでに賽さいは投げられている。

　目ター標ゲツトがこの街に来た、という情報が入ったのが一時間前。適当な若い連中を五人と、企業からの監視役を、もっぱら荒あら事ごとに使うバンに乗せ、すでに送り出している。

　相手には、女の護衛が二人ついているらしいが、この人数なら問題はないはずだ。

　あとは帰りを待つだけ──

「ベルガートさん」

　名を呼ばれ、彼は意識をそちらに向けた。

　街の片かた隅すみにある、五階建てのビル。決して大きなものではないが、必要以上にしっかりとしたつくり。ここが彼の小さな城だった。

　最上階──ほとんど一階ぶち抜ぬきのここ、モニタールームは、壁かべ一面をモニターが埋うめ、ビルのあちこちにある監視カメラを始終チェックしている。

　当然人員も多数配置されており、決して落ち着いた環かん境きようとは言えなかったが、ベルガートは、この場所が嫌いではなかった。

　ここからはすべてが見える。

　そう思うと、妙みように安心できた。

　ほとんどぶち抜きの、長方形のフロア。エレベーター前とモニターエリアの間に、とってつけたような部屋が一つあり、これが彼の執しつ務む室になっている。だがむしろ彼はそこよりも、このモニタールームに入り浸びたっている時間の方が多かった。

　今も、モニターをチェックしていた男の呼びかけに目をやれば──

　玄げん関かん先さきの監視カメラが、このビルへと向かう男の姿を捕とらえていた。

　長身に短い銀ぎん髪ぱつ。左右で色の違う瞳ひとみ。端たん整せいだが、いつも無表情なその顔は、どこかつくりものめいて見える。

　知った相手である。企業から送りつけられた監視役の男。

　それはまあ、いいのだが──

　一人だけ、というのは一体どういうことか？

　ターゲット誘拐のために、組織の連中五人といっしょに送り出したはずである。それがなぜ、一人だけ帰って来た？

　男は玄げん関かんにたどり着くと、インターホンに向かって言った。

『今帰った』

　スピーカーを通して響ひびく男の声には、何の感情もこもってはいない。いつもの通り。

　モニターチェック係の男はとまどいの視線をベルガートに向けた。

　彼は無言で歩み寄り、マイクに向かって、

「……他ほかのは？」

『それも説明する』

　男は、そうとだけ言った。

　何かがあったのは確かなようである。

　妙なにおいを感じはしたが、まさかインターホン越ごしに、玄関先でヤバい仕事のいきさつを説明させるわけにもいかない。

　ベルガートはチェック係の男に無言でうなずいた。

　男がスイッチを操作し、玄関のドアが開く。銀髪は迷わずそこをくぐった。

　銀髪の姿は耐たい熱ねつ防ぼう弾だんガラスの二重ドアの中へと消え、別の、ロビーを映すモニターの中に姿を現し──

　その手が動いた。

　ロビーには、銀髪の他に数人の男たちがいた。むろん皆みなベルガートの部下たちである。

　画面に光が瞬またたくと、その部下たちが次々と倒たおれ込む。

「──な──？」

　声を漏もらしたのは誰だれだったか。モニタールームが凍こおりつく。

　今、一体何が起こったのか。場数を踏ふんでいるはずのベルガートにすら、一いつ瞬しゆん理解できなかった。

　画面の中の銀髪は、変わらぬ足取りで奥へと向かう。

　ロビーを映すモニターから消え──エレベーター内部のカメラに姿を見せる。

　こちらを──エレベーター内の監かん視しカメラに向かって片手をさし上げる。その手には、艶つやを消した金属が握にぎられていた。

　レーザーガン。

　放たれた光を捕らえる間もなく、モニターがブラックアウトした。

　白と黒と灰色と。無意味なノイズが乱らん舞ぶする画面を目まの当たりにして、ようやくベルガートは我に返った。

「裏切りやがった！　狩かるぞ！」

　彼の宣言とともに、モニタールームは一気にあわただしさを増した。

　モニター係の男が誤作動防止用のアクリルカバーをはね上げて、中の赤いボタンを押し込む。

　ビルの内部に、警報ベルのけたたましい音が鳴なり響く。

　居合わせた面々は壁に駆かけ寄り、隠かくし棚だなから次々と銃じゆう器きや、手しゆ榴りゆう弾だんさえ取り出す。うち数人が迎げい撃げきと伝言のため、非常扉とびらのロックを解いて、階段から下へ。残った者が非常扉をふたたび閉じてロックをかける。

　その間にも、二階ロビーを映したモニターの中では、事情をまだ理解できていない部下たちが、姿を見せた銀髪の攻こう撃げきに次々と倒れてゆく。

「裏切りだ！　相手は銀髪野や郎ろう！　手加減なしでぶち殺せ！　奴やつは今二階だ！」

　モニター係の男が、三階と四階の内部放送をオンにして警けい戒かいを呼びかける。二階に放送しなかったのは、こちらの手の内を相手に知らせぬためのこと。

　……まあ、知られて困るほど気のきいたアナウンスではなかったが。

　二階では、なんとか事態を理解し、応戦する者もいるにはいたが、やはり混乱はぬぐえぬのか、ろくな反撃もできぬまま、銀髪に撃うち倒されてゆく。

「糞くそがっ！」

　ベルガートが吐はき捨すてた。

　裏切りに、そして無能な部下に。

　不意打ちとはいえ、相手はたかが一人。それさえ始末できないのか？

　──いや。もうそろそろ部下たちも、事情は理解したはずだ。となればあとは多勢に無勢。銀髪を仕留めるのも時間の問題──の、はずだ。

　ベルガートは自身に言い聞かせるように内心つぶやいた。

　銀髪は二階を壊かい滅めつさせると、エレベーターの方へと消える。

　モニター係は三階の放送回線をオン。

「三階！　銀髪野郎がエレベーターで行くぞ！」

　言って回線をオフにしたとたん。

　ロビーのモニターを何かがよぎった。

　──？──

　モニター係が眉まゆを寄せた時には、影かげは画面を突つっ切り、消えている。

　エレベーターの反対側──階段の方に向かって。

　その意味に気がついて、あわてて三階の放送回線をオンにした、しかしその時──

　三階エレベーターロビーを映すモニターの中で、殺さつ戮りくははじまった。

　二階から三階へと上がりゆくエレベーター。その、無人の箱に向かって銃を構える部下たちは、いきなり後ろから降り来た光に為なす術すべもなく倒れてゆく。

「何やってやがる！　しっかり指示しろ！」

　ベルガートは、モニター係に怒ど声せいを叩たたきつけた。

　だが今のは、モニター係のせいだけではない。確かに彼はもたつきはしたが──

　銀ぎん髪ぱつの移動スピードが、常識外れに早かったのだ。それがこの結果を招いた。

　モニターの一つを、銀髪の目が正面からにらみつけ──

　画面が消える。

　エレベーターロビーの。廊ろう下かの。階段踊おどり場の。あちこちのカメラが片かた端はしから潰つぶされ、壁に並んだモニターが、一つずつ一つずつ画面をノイズで埋うめてゆく。

　むろん銀髪がやっているのだ。

「四階！　奴が来る！　階段かエレベーターかわからねえ！　絶対潰せ！」

　四階へのアナウンスは、もはや悲鳴に近かった。

　銀髪の姿がしばし、モニターの中から完全に消えた。

　気がつけば。

　五こ階こに残った全員が、食い入るようにモニターを凝ぎよう視ししていた。

　言いようのない不安が部屋には充じゆう満まんしていた。

　銀髪は今どこにいる？　一体何をやっている？

　彼らにはそれがわからない。

　わからないゆえに不安は増ぞう幅ふくしてゆく。

　見える敵ならそれでも対処のしようはある。しかし見えない相手に、一体どう対応しろというのか？

　長く感じた沈ちん黙もくは、実際には刹せつ那なでしかなかったのだろう。

　それを破ったのは、かすかな──かすかなモーター音。

　エレベーターが、動いている。

　モニタールームの全員がそれに気づき、ほとんど同時にそちらに目をやった。

　執しつ務む室があるせいで、エレベーター前とこの場所、そしてその間を、廊下と呼ぶのも半はん端ぱな空間が繫つなぎ、全体として『コ』の字型を作っている。

　ここからは、かろうじてエレベーターが見えた。その階数表示ランプが──動いている。上に向かって。

　銀髪は、ひょっとして、四階を飛ばしてここにやって来るのではないか？

　そんな不安が全員の胸を去来する。

　四人ほどが自然に前に出て、サブマシンガンを手にエレベーターをとり囲む。

　音が、止まった。

　エレベーターの回数表示ランプは──

「四階だ！」

　モニター係の男が叫さけぶ。

　一同が振り向いたモニターの中で、はや四階での戦いは始まっていた。

　階段付近に陣じん取どった部下たちが、またたく間に一いつ掃そうされ、こちらが指示を下す間もなく、エレベーターホールに走った銀髪は、そこの部下たちも撃ち倒たおす。

　ベルガートが毒づく間もない──まるで機械作業にも似たそれは、戦いというより一方的な殲せん滅めつに近かった。

　残るは──この五階のみ。

　銀髪は、四階のカメラを丹たん念ねんに潰して回る。壁かべのモニターが一つ消え、二つ消え……ほどなく壁の大半がノイズの海と化した。

「どうなっている!?」

　エレベーター前の一人が呼びかける。その場所からではモニターは見えないだろう。

　しかし誰だれも答えず──それが、最も雄ゆう弁べんな答えとなっていた。

　──フレドリック＝ベルガートには、嫌きらいなものがいくつかあった。

　無能な部下と有能な敵、裏切り者。

　ここには、その三つが揃そろっていた。

　すべてを見通していたはずのモニターは、もはやその大部分が役立たずと化し、ベルガートを嘲ちよう笑しようしている。これが本当のお前だ。ただの無能だ、と。

　──いや──！

　その考えをうち払はらい、ベルガートは声をはり上げる。

「しっかりしろ！　来るぞ！」

　一いつ喝かつに、全員が我に返る。

「四人はエレベーター前！　残りは部屋の奥！　階段の非常扉とびらは、ロックを確認すれば気にしなくていい！」

　階段に面した非常扉は、多重層の防ぼう弾だん耐たい熱ねつ扉である。レーザー、ビーム、あるいは実弾……いずれにしろ、ハンドガン程度の武器で破れるものではない。無論内側からロックすれば、外側からは開けられない構造になっている。

　ここには外に面した窓もなく、屋上へ続く扉もない。つまり銀髪がここに来るには、エレベーターを使う以外に手段はないのだ。

　銀髪がただ者でないのは認めよう。だが、オカルト映画のモンスターでもない限り、エレベーターのドアが開く瞬しゆん間かん、降り注ぐ銃じゆう弾だんの雨に耐たえられるはずもない。

　ぶち殺したあと、話を持ってきた企き業ぎようには、きっちりオトシマエをつけさせる。絶対にただでは済ませない。

　ベルガートは怒いかりをたぎらせる。

　全員の目が、エレベーターに集まった。

　動きは、ない。

　あふれはじけそうな緊きん張ちようと沈黙が、全身の肌はだをちりちりと焦こがす。ベルガートが久しぶりに感じる、キナ臭くさい修しゆ羅ら場ばの空気──

　その状態が、一体どれくらい続いただろう。

　エレベーターは動かない。

　頭がおかしくなりそうだ。全員の額に、頰ほおに、じっとりとした脂あぶら汗あせがにじみ出す。

　待っているだけの時間は長い。

　だが──今のこれは、そういったたぐいの錯さつ覚かくではない。見ていたわけではないが、アナログ時計の秒針が、幾いく度どか回る程度の時間は経たったはずである。

　それでもいまだ、エレベーターは動かない。

　何人かがちらりちらりと視線を走らせる。あるいは非常扉へ。あるいは壁のモニターへ。

　しかしそこにはやはり何の変化もなく、銀髪がどこで何をしているのかもわからない。

「……まさか……もう逃にげちまったんじゃねえか……？」

　誰かがかすれた声で囁ささやく。希望をわずかにそのうちに秘め。

「……いいや……玄げん関かんはロックしてる。出てったはずはねえ」

　モニター係の答えが、そのささやかな希望をうち砕くだいた。

「なら、何をやってやがる!?」

　別の部下が漏もらす、焦あせりを含ふくんだ声。

「落ちつけ」

　言って、ベルガートは動どう揺ようした。

　自分の声に、やはり動揺の色が混じっていたのに気がついて。

　かまわず続ける。

「銀髪野や郎ろうも、ここに出入りするのにはエレベーターしかないのを知ってやがる。こちらを焦じらせて誘さそい出そうって魂こん胆たんかもしれん」

　そのとたん。

　まるでベルガートの読みをあざ笑うかのように、エレベーターのモーター音がした。

「油断するな」

　昔見たアクション映画を思い出し、ベルガートは部下たちに声をかける。

「エレベーターの箱の上に乗ってやがるかもしれん。死体を確認するまで気を抜ぬくな」

　エレベーター前に陣取った男たちの、銃を握にぎる手に力がこもる。

　ほどなく階数表示のランプが五階を示し──

　その瞬間。

　どン！

　世界が、揺ゆれた。

　わき起こる土つち煙けむりの中、エレベーター前の床ゆかが、その上にいた部下たちともども消えているのを目にして──ベルガートはようやく気がついた。

　今のが、ビルを揺らす爆ばく音おんだったことに。

　銀髪は四階で細工をし、エレベーター前の床を爆破してぶち抜いたのだ。

　轟ごう音おんで痺しびれた鼓こ膜まくに、マシンガンか何かの断続的な発射音が聞こえる。

　残った部下たちのうち数人が、執しつ務む室前に陣取って、土煙の中──崩くずれ落ちた下の方に向かって、散発的で無意味な銃じゆう撃げきをくり返している。

　残りはベルガートのそばで壁かべにはりついていた。

　ほとんど全員がパニック状態にあった。

　──落ちつけ──

　一喝しようと口を開き、土煙を盛大に吸い込んで、ベルガートは激しく咳せき込んだ。身をくの字に折り──

　その耳に、何か、重く小さな音が届いた──ような気がした、その直後。

　爆音が再び空気を揺らす。

　熱風に逆らわず倒たおれ、よろよろと身を起こす。執務室前には爆ばく煙えんが漂ただよっていた。手しゆ榴りゆう弾だんのたぐいを使われたのだと、容易に想像がついた。

　おそらくそのあたりにいた部下たちは全ぜん滅めつだろう。

　だが、思ったその時。

　煙の中で影かげがゆらめいた。

　──生き残った奴やつがいたのか──

　声をかけようとした瞬しゆん間かん。

　煙をつき破り、ベルガートたちの前に現れたのは、生き残った仲間ではなく──銀髪の男だった。

　こちらが反応するより先に。

　銀髪の手にしたマシンガンが鉛なまりの弾丸をふり撒まいた。

　壁ドドがドドはドドじドドけドドモドドニドドタドドードドがドド割ドドれドドガドドラドドスドドがドド散ドドりドド人ドドがドド跳ドドねドド血ドドがドドしドドぶドドきドド火ドド花ドドがドド散ドドりドド。

　自分の肉体が数度跳はねるのを自覚して、ベルガートは床に転がった。

　とろりと熱いものが、床を、自分の体を濡ぬらしてゆく。
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　力が入らず──視界が霞かすむ──

　彼は理解した。自分の敗北を。

　──畜ちく生しよう──

　胸に渦うず巻まく悪態を、声にする力さえ、もはや、ない。

　天てん井じようの蛍けい光こう灯とうが──冷たい光を放つ中──遮さえぎるように視界に割り込んで来たのは──こちらを見下ろす銀髪の男と──

　手にした鋼はがねの鈍にぶい色。

　小さな炸さく裂れつ音。

　それが、フレドリック＝ベルガートが人生で最後に聞いた音だった。




　二度、同じ事を聞かれ、二度、同じ事を答えた。

「あぁもう何回同じこと聞くのよっ！」

　三度目を聞かれて、サミィは思わず机を叩たたいてそう絶ぜつ叫きようしていた。

「……ま……まあまあ。これが最後なんで」

　取調べを担当するまだ若い警官は、半ば腰こしを引きながらも彼女をなだめた。

　──むろんサミィも知ってはいた。

　同じことを何度も何度も聞くのは、尋じん問もんの手法の一つ。噓うそがないかをチェックするためなのだと。

　犯罪者が警察で取調べを受けた時──罪を認める気がないのなら、当然、噓をつくことになる。

　しかし最初に噓をしゃべっているうち、よりうまい噓を思いつき、二度目に聞かれた時にそちらを語ってしまう、ということが多々あるのだ。

　つまりは、噓のパワーアップをやってしまうのだ。

　三度四度とそんなことを繰くり返せば、話の整合性は出てくるが……当然ながら証言に一いつ貫かん性はなくなり、ゆえに怪あやしい、ということになる。

　……だからこんなとこには来たくなかったのよ……

　サミィは胸の裡うちでぼやくが──それはまあ、今さら仕方のない話である。

　あのあと。

　やって来た警官たちの言うままに、一行は、この街にある警察署へ。

　彼女としては正直、襲しゆう撃げき者を追いたい気分だったのだが……他ほかの皆みなはおとなしく警官について行くつもりのようだったし、へたに逆らって、地元の警察から目をつけられるのが得策でないのもわかってはいた。

　わかってはいたのだが──

　こうして同じ話を何度もくり返し、この間にも襲撃者が逃にげていることを考えると、どうにもいらついてくる。

　……とはいえ実際のところ、それほど長く拘こう束そくされていたわけではない。そもそも、さして語るべきこともなかった。

　自分はトラブルシューターである。チームメイトのバックアップ任務中だった。襲撃があったので迎げい撃げき。襲撃者が仲間を殺して逃げた。以上。

　それに若い警官の言によれば、捕つかまった黒服たちは、警官かれらにとっても馴な染じみのある顔──この街にある。小さな組織のメンバーらしい。

　悪人にも法律上人権はあるが、そういう人種が被ひ害がい者しやとなった時、警察の対応する温度はあきらかに違ちがって来る。

　取調官も、サミィたちへの質問は、あくまで状じよう況きようの聞き取りに過ぎない、と、申し訳なさそうに言っていた。

　結局のところ。

　サミィは眉み間けんにシワを寄せながら、三度同じことを答えて、ようやく取調べから解放された。

　靴くつ音おと鳴らして廊ろう下かを歩き、雑然とした署のロビーに。

　どこの世界でもトラブルの種は絶えないものなのか、そこそこ広いロビーには、かなりの人数がいた。

　被害者っぽい者容疑者っぽい者犯人っぽい者制服警官。しかしこの場所で、見た目はほとんど当てにならない。

　紳しん士し然とした犯罪者もいるだろう。犯罪者面づらをした男が、被害者かもしれないし、潜せん入にゆう捜そう査さ官かもしれない。極きよく端たんな話、制服警官にしか見えない者が、連行されて来た偽にせ警官だという可能性すらある。

　ただ確実に言えるのは──

　この場にサミィの知った顔はいない。そのことだけだった。

　どうやら他の皆は、まだ取調べが済んでいないようだった。

　──結局、ここでもまた無む駄だに時間を過ごすはめになった。

　たまたまソファの空きを見つけ、大おお股またに歩み寄ると、どすんっ、と不ふ機き嫌げんに腰を下ろす。

　スプリングのヘタった安物のソファが大げさなきしみを上げた。

　同じソファの端はしに座った娼しよう婦ふらしき女が、ムッとしてサミィをにらみつけ──にらみ返しもされぬ間に、勝手に気け圧おされてそそくさと席を立つ。

　正面には署の受付カウンター。苦情やら被害の届けやら、ひっきりなしに人が行き交かう。奥の壁かべには大きなデジタルの時計がかけられており──

　時が、刻まれてゆく。

　サミィが眺ながめるその先で、デジタルは幾いく度ども幾度も表示を変え、そのたびに、サミィの苛いら立だちは積もっていった。

　自覚せぬまま不機嫌のオーラを垂れ流し、たまたまなのかそうでないのか、いつの間にやらサミィのかけたソファからは、彼女以外の者が消えていた。

　避さけられていることに気づき、それがまた、サミィをさらに不機嫌にする。不機嫌オーラが増ぞう殖しよくし、まわりはますます彼女を避ける。

　そんな不機嫌の複利貯ちよ蓄ちくをやっているうちにも、デジタル時計は表示を変え続け──

　やがて、分ではなく時間の単位が表示を変えた頃ころ。

　視界の隅すみに映ったのは、廊下を出てきた知った顔。

　──レティシア＝マイスター。

　……よりによって彼女……

　サミィの不機嫌オーラが、さらに割り増しでパワーアップする。

　正直──サミィは、このレティシアが苦手だった。

　好きか嫌きらいか二択たくで答えろ、と言われたら、たぶん後者を選ぶだろう。

　目に見えて嫌いやな奴やつだとか、そういうわけではないのだが、互たがいの立場を考えるならば、サミィの感情も無理からぬものではあった。

　クロフト社によって、生バイ体オ兵ウエ器ポンとして生み出されたサミィ。これなら生まれてこなかった方がマシ──とまで言う気はないが、ロクな環かん境きようでないことは確か。

　対するレティシアは、そのクロフト・カンパニー、代表取とり締しまり役やく社長の娘むすめ。

　親会社の社長令れい嬢じようがなんでこんなことをやっているのか。聞いてみたことはないし、聞いたとしても納なつ得とくのいく答えが返ってくるとは思えないが──

　自分たちの監かん視しと観察。そう考えるのが妥だ当とうだろう。

　そんな相手に好感を抱いだけというのは無理な話である。そもそも、どう接すればよいのかもわからない。

　例えば──今のような状況下で。

　とりあえずサミィは、気づいていないふりをする。身をこわばらせて、不機嫌のオーラをまき散らして。

　レティシアはこちらに気づき──ためらうように一いつ瞬しゆん立ち止まってから、わざわざ見よがしにロビーを横切り、サミィの隣となりに腰こしかけた。

　──無言のまま。

　せめて声でもかけてくれれば、会話をするきっかけくらいにはなったものを。

「…………………………」

　仕方なしに沈ちん黙もくを続けるサミィ。

　レティシアの方も口を開こうとはしない。

　デジタル時計の表示が変わる。

　話しておかねばならないことは、いくつもあるはずだ。皆みなが揃そろってから話すべきだと思っているのか、あるいは、自分とは話したくもない、という意思表示か。

　二人で会話がない気まずさはひとしおである。そのぶんストレスは増し、不機嫌オーラは黒さを濃こくし──

「──車で逃にげた黒ずくめの男──」

　それでも。

　視線をサミィには向けぬまま、先に口を開いたのはレティシアだった。

「見た？」

　答えの決まりきった問いかけ。

　むろん見たに決まっている。だからこそ、サミィとイーザーも動いたのだ。

　──いや。ひょっとしてレティシアが言いたいのは、あの黒ずくめの正体について、という意味だろうか？

　確かに顔を隠かくしてはいたが、あの体格にあの動き。そして左右異なる瞳ひとみの色。答えはたった一つしかない。

「イージス、ね」

　サミィは前を向いたまま、ごく当たり前のように言った。

　その途と端たん。

　レティシアははじかれたようにわずかに身を引き、サミィの横顔をまじまじと見つめた。

　まるで、サミィがあれをイージスだと見み抜ぬいたことが、意外だったかのように。

　……しらじらしい……

　胸の奥にとぐろを巻いた、不ふ機き嫌げんの蛇へびが鎌かま首くびをもたげる。

　知らないわけがないだろう。イージスのことを。サミィたちが、以前の仕事でそのイージスたちと出会ったことは、とうに報告書で上げている。

「……イージス？」

　ためらいを含ふくむレティシアのつぶやき。

　とぼけるのも度が過ぎている。

　サミィは真っ向からレティシアをにらみつけ、

「まさか、そんなもの知らない、なんて言わないわよね」

「どういうことよ」

　まだ言うか。馬ば鹿かにするな。

　にらむ瞳に力を込めて、

「とぼけるつもり？」

　レティシアの表情がわずかに──ほんのわずかに変化する。動どう揺ようにか。あるいは別の感情にか。

「あたしは別に何から何まで全部を知っているわけじゃあない。

　何の話よ」

　言う目の色はいたって真しん剣けん。

　──まさか──本当に知らない──？

　そんな疑念がふと頭をかすめ、サミィはわずかに身を引いた。

　レティシアの立場を考えれば、それはまずありえないことだろう。

　彼女は、社長や、クロフトの社長の血けつ縁えん者なのだ。

　家族というのがどういうものなのか、サミィにはよくわからない。

　それでも、今までの事件で接して来た『家族』たちのことを考えれば、その絆きずなが決して浅いものではないということくらいは理解できた。

　ならばレティシアが何も知らずにいる、などということがありうるのか？　何かの理由でとぼけているのでは、と疑いたくなるのが当然である。

　だが一方で、こうも思う。

　組織の上に立つ人間が、部下にすべてを話さない場合はザラにある。と。

　クロフトのような軍事産業ならなおのこと。

　何にしろ確実に言えるのは──考えたところで、答えが見えるわけではない、ということだった。

　無む駄だに悩なやんだところで仕方ない。

　サミィは小さく吐と息いきをついて、余計な力を抜いてから、

「……報告書を読んでないの？　エシードラの衛星ラボでの件」

「報告書は上が読むものよ。

　それともあなたは、あたしの書いた報告書を読んだことがあるの」

　たしかに読んだことはないが……なら、本当に知らないのか？

　結局、やはりサミィにはわからない。

　彼女はしばしまじまじとレティシアを眺ながめ、ちらりとあたりに視線を走らせてから、声を低くして、

「……あの事件で、あたしとイーザーは『イージス』たちに出会った。

　クロフトの生み出した……」

　胸に生まれた、ちくりとした痛みをこらえ、

「イーザーの……量産クローンよ……」

　呻うめいてサミィは目を伏ふせた。

「──」

　静かな、レティシアの吐息が聞こえる。

　何かを考え込むかのようにしばし沈ちん黙もくし、やがてふたたび息を吐はくと、レティシアは言葉を紡つむいだ。

「なら……たぶんあなたたちも知らないはずね。あたしでさえ、聞かされていなかったんだから……

　あの子──メニィが、痛覚を除去されている、ってこと」

　一いつ瞬しゆん。

　何を言われたのか、サミィは理解できなかった。

　メニィ。メニィ＝マリオン。

　レティシアのパートナーであり、サミィやイーザーとともに生み出された、生バイ体オ兵ウエ器ポンのうち一人。

　いつもお気楽脳天気で、レティシアのあとを子犬のようについて回る様が、まるでレティシアに媚こびているように見えて、なんとなく気に入らなかったのだが──

　除去されている？　痛覚を？

　痛みの好きな者はいない。特とく殊しゆな趣しゆ味みのある方々は別として。

　だが痛みは、肉体の危険信号でもあるのだ。

　背を切られても、痛みがなければ、傷に気がつかないかもしれない。いや、痛みを知らぬなら、自らが傷を負うことに、何の恐おそれも抱いだかぬかもしれない。

　それは、傷を恐れぬ心をもたらし、しかし同時に、死の淵ふちの崖がけがどこにあるかを見失わせる結果になる。

　つまりは──

「──痛……覚が、ない……？」

　ほとんど無意識のうちにサミィはつぶやいた。

　メニィは、完全な消しよう耗もう品として作られたのだということだった。

「何よ……それ……」

　いつも脳天気な笑え顔がおと態度。それは、生まれてこのかた痛みを知らぬゆえだというのか？

　危険とか死という言葉の意味もろくに理解できぬまま、トラブルシューターなどという綱つな渡わたりを続けさせられていたのか？

「でも、あなた──」

　本当に今まで気づかなかったの？

　言いかけて、サミィは言葉を飲み込んだ。

　──あたしでさえ聞かされていなかった──

　レティシアはそう言った。

　それが噓うそなら、レティシアの方から今ここでサミィにうち明ける意味はないはずだ。

　逆に本当なら──もし彼女が、本気でメニィのことを心配しているとすれば、サミィが口に出しかけた問いは、レティシアを傷つけるだけの問いとなるだろうから。

　量産されたイーザー。痛覚を除去されたメニィ。

　道具として生み出された自分たちの境きよう遇ぐうは、理解してはいたつもりだが──

　こうあからさまな現実を、次々と突つき付けられると、さすがに平静ではいられない。

「お互たがいに……いろいろ知らされてないことがあるようね……」

　レティシアが口を開いた。

「どうやら……いろいろ情報交こう換かんをする必要がありそうね。

　とりあえず、みんなが揃そろってから──」

　ざわりっ、と。

　ロビーの空気がざわついたのは、その時だった。

　サミィは我に返り、あたりに視線を走らせる。

　警官たちの動きが目に見えてあわただしさを増し、何人もの制服警官が次々と外に駆かけ出してゆく。

「何があったの！」

　レティシアが張り上げた声に、制服警官の一人が、こちらの方に駆け寄ると、

「いい報しらせが二つある。

　あんたたちがリベンジされる心配はなくなった。

　もう一つ。あと一日二日、この街にいてもらうことになりそうだ。いい街だから気に入るはずだ。

　詳くわしくは夕方のニュースでも見な」

　口早に言うと、そのまま他の警官たちとともに飛び出して行った。

　ニュース？

『……………………』

　レティシアとサミィ、二人は顔を見合わせる。

　その胸に去来するのは──

　おそらく、同じ想像だっただろう。







　クラシックの音を楽しみながら、熟成されたブランデーをたしなむ。

　クラウニー＝ブラムハットは、自宅でのこのひとときを至福としていた。

　気取っている、と揶や揄ゆされるのは仕方ない。彼にしても若いうちは、クラシック音楽だのブランデーだのというものは、気取り屋の小道具にしか見えなかった。

　しかし歳月というものは不思議なもので、いつの間にやらそれらを、彼にとって一番のお気に入りに変えていた。

　ブラウン系の色でまとめられた調度類はあたたかな色の照明あかりに照らされ、窓の外、眼下には人工の光が星々のごとくきらめき、夜を彩いろどっている。

　やわらかな革かわ張りの椅い子すに軀からだを沈しずめ、無数の楽器が奏かなでるシンフォニーに身を委ゆだねる。バイオリンの合奏が心ここ地ちよい盛り上がりを見せ──

　無ぶ粋すいに響ひびく電子音が、すべての調和をぶち壊こわした。

　小さくため息をついてから、サイドテーブルの上の受話器を取る。　クロフトの重役、という自分の立場を考えるならば、くつろぎを邪じや魔まされたから出ない、などと駄だ々だをこねるわけにもいかない。

「私だ」

　流れる音の中、彼は受話器に向かってそうとだけ告げた。

『いやぁ。釣ちよう果かはさっぱりですよ』

　聞こえて来たのは、場ば違ちがいに明るい、若い男の声。

　間違い電話にしか聞こえないが、そうではない。ブラムハットは相手の声に心当たりがあった。

　以前彼は、男を一人、秘書として、ベックマンに紹しよう介かいしたことがある。

　名は、ジュスティス＝ブーゲンビル。

　まだ若いが将来は有望。ちゃんと育てば、ベックマン程度の男は越こえる器に育つだろう。あるいは自分を追い抜ぬくかもしれない。

　──だからあえて、ベックマンに預けたのだ。ちゃんと育たないように。

　現在ジュスティスは、ベックマンの下で、汚よごれ仕事の手伝いのようなことをやらされているようだが──ベックマンの動きをブラムハットに報告する、という副業もちゃんとこなしていた。

　釣果は上がらなかった。その言葉が意味するものは、おおむね想像がつく。

「そうか。また釣つりをはじめる時は教えてくれ」

『わかりました。ではこれで』

　言って短い通話は終わる。

　シェリフスターへの妨ぼう害がい工作は、どうやら不ふ首しゆ尾びに終わったようである。

　詳しいいきさつは不明だが、そもそもベックマンなどをあてにしたのが間違っていたのかもしれない。

　荒あら事ごとだけが得意な男と思っていたが、その「得意」すら怪あやしいものである。

　しかしまあ、いざとなれば、切り捨ててしまえばいい相手である。

　今はしばらく様子を見よう。

　静観を決め込んで、ブラムハットは音の波に身を浸ひたした。




　片かた隅すみに『生中継ＬＩＶＥ』と出たＴＶ画面の中では、行き交かう消防士と警察官、そして、いまだ煙けむりを噴ふくビルが映し出されていた。

　全員が取調べから解放され、街で取ったホテルの一室。

　サミィとイーザー、そしてメニィとレティシアの四人は、雁がん首くび揃えて夕刻のローカルニュースに見入っていた。

　画面の端はしを染める空の色に、サミィは見覚えがあった。

『えー。現在、生存者は、発見されていません。現在生存者は発見されていません』

　美人と呼ぶには意見が分かれそうな女性リポーターが、たどたどしい口調で言うと、画面はスタジオに切り替かわる。

　安っぽいセットには、男女二人のキャスター。

『この件についてさきほど警察署長からのコメントが発表されました。どうやら警察は、組織同士の抗こう争そうによるものと見ているようです』

　まだ若い男のキャスターが、興奮のさめぬ口調でまくし立てた。

　もう少し冷静になれと言いたいところだが、まあ、気持はわからないでもない。

　確かこのローカルニュースの放送局があるのがこの街。そして事件が起こったのもまたこの街。地元の組織抗争事件となれば、他人ごとではいられまい。

　対する年ねん輩ぱいの女性キャスターは、動どう揺ようの色など微み塵じんも見せず、

『警察には、充じゆう分ぶんな保安体制を望みたいところですね』

　言ってひと呼吸を置くと、再び画面は切り替わり、ふわふわもこもこした物体を映し出す。

　流れる、女性キャスターの穏おだやかな声。

『──では次のニュースです。カルガモの親子──』

　プツンッ。

　スイッチを切ったリモコンを、テーブルの上にほうり出し、

「──と、いうことよ」

　レティシアは、言って、サミィたちの方を振ふり向いた。

　その後ろ──窓の外にひろがる空は、さきほどニュースで映し出されたのと同じ色をしていた。

「警察の見解が、組織の抗争、という線で固まったら、たぶん明日あたりにも出発はできるようになるでしょうね」

　サミィは気がついた。レティシアの声にかすかないらつきが混じっていることに。

　まあ無理もない。

　たぶんこれは、組織の抗争などではなく、イージスがやったことなのだ。

　自分の痕こん跡せきを消すために。

　ならば敵の正体は──知れている。

　この状じよう況きようで機き嫌げん良くしていろという方が無理な相談だった。

　──護衛対象のルードは、なんとか言いくるめて、ホテルの隣となりの部屋に押し込んであるが、それで安心できるわけでもない。

「問題は、誰だれが『イージス』を操あやつってるか、よ。」

　サミィはちらりとレティシアに視線を送り、言う。

　わかりきった答えを再確認するために。

「といっても……そんなことができるのは、限られてるわけだけど……」

　そしてこの中で、クロフトそのものに対して探さぐりを入れられる立場にあるのは──彼女しかいない。

　レティシアはうなずいて、

「ええ。『誰が』と言えば、クロフト以外の答えは考えられないわ。

　手を組んでいた組織を潰つぶしてまで痕跡を消そうとしているのが、何よりの証しよう拠こよ。

　問題は『なぜ』よ。

　クロフトも一枚岩の組織じゃあない。内部抗争だってあるでしょう。

　たぶんそれが、こっちに飛び火したのよ」

　サミィが予想していたのと同じことを口にする。

　もし彼女が、クロフトの内部事情をサミィたちに知られるのを嫌いやがり、秘密主義を貫つらぬこうとするならば、いろいろと面めん倒どうなことになったはずだが……どうやらその点は安心していいようである。

　サミィは、内心小さく安あん堵どの吐と息いきをついた。

「内部って……それじゃあどうするのよ？」

　彼女の問いに、レティシアはイスに腰こしかけると、サイドテーブルの上で電源が入れっぱなしになっていたハンディ・パソコンを手元に引き寄せ、

「火の粉が来ないようにすればいいのよ」

　言いつつキーボードを叩たたく。

　それがサミィたちに支給されているものと同じなら、秘ひ匿とく回線での恒こう星せい間リアルタイム通信機能が付帯されているはずだった。

　数度のコール音が響ひびいた後──

　画面に映し出されたのは、二十歳を過ぎた金きん髪ぱつの男。

『やあレティ……うわっ？

　なんでみんな揃そろって？』

　叫さけんで椅い子すの背にはりついたのは、彼らの社長にしてレティシアの兄、ティモシー＝マイスター。

「襲しゆう撃げきを受けたわ。

『イージス』が出てきた」

　間を置かず、レティシアがたたみかける。

『い……イージス？』

　画面の向こうで眉まゆをひそめるティモシーに、レティシアはつき放した声で、

「とぼけないで。

　──あたしたちにルードの護衛を依い頼らいした。　それはいいわ。

　けど、サミィとイーザーに、陰かげからあたしたちのバックアップを命じていた。

　これはどう考えても、あたしとメニィだけでは手におえない相手の出現を前提としたものよ」

　やましい図星でも指されたか、はたまた単にプレッシャーに弱いだけか、問われてティモシーは薄うすく汗あせを浮うかべつつ、

『ちょ……ちょっと待ってレティシア。

　つまりそのイージスというのは、量産タイプの呼こ称しようなわけだね？』

「やっぱり知ってるんじゃない」

『話に聞いたことはある、って意味だよ。正式名称は知らなかったけどね。

　……そうか……イージスか……あんまりひねりのない名前……』

「名前はどうでもいいのよ」

　レティシアは、言葉に生えたトゲが見えそうな語調で、

「つまりは、知っていたのね」

　襲撃があることを。

『……可能性はある、とは聞いていたよ』

　とまどいながら、ティモシーは言う。

『これはクロフト社からの護衛依頼なんだ。

　その時に言われたんだよ。

　チーム・モーニングスターをバックアップにつけろ、って。

　何も起きないかもしれないけど、へたをすればひどくキナくさいことになる、って……

　……そうか……量産タイプまで出てきたのか……』

　つぶやくように言うティモシーに、問うレティシア。

「それで──

　その依頼、クロフトのどこから出たの？」

　ティモシーは、しばしじっとレティシアを見つめ──言った。

『わかってるだろう？　言わなくても』

　──一いつ瞬しゆん──

　レティシアが、何かにひるんだかのように見えた。

　彼女は無言で小さく唇くちびるを嚙かみ──ほんのわずかに頭を振ふって気を取り直すと、

「……とにかく……

　ことはクロフトの内部抗こう争そうなんでしょ？

　とばっちりはごめんよ」

『同感だけど、とばっちりを防ぐためには、方法は一つしかないよ。

　これがクロフトの内部抗争だということ……つまり、イージスが動いている、という確かな証しよう拠こを手に入れること』

「……無茶は言わないで」

　レティシアは苦々しくつぶやいた。

　サミィとてそれは同感だった。

　イージスは、自らの痕こん跡せきを消している。現状で証拠を探すのは難しいだろう。

　どうしても、というならば、次の襲撃を待つしかない。

　もちろんそんなのはまっぴらである。

　次にやって来るイージスが、一人だけだとは限らないのだから。

『無茶は……わかってるよ』

　それは重々承知らしく、苦々しく、ティモシーがつぶやく。

『けど、それじゃあ他ほかにどんな方法がある？

　クロフトのお偉えらいさんを集めて、やめてください、って頼たのむのかい？

　それとも、ルードを見捨てて仕事を放ほう棄きする？』

「………………………………」

　からかうようにそう問われ、レティシアは、しばし憮ぶ然ぜんと沈ちん黙もくしてから、

「……わかったわ……

　とりあえずこっちは仕事を続ける。

　けど、クロフト社内の力関係や、誰だれがイージスを動かせる場所にいるのか。

　そのあたりの情報をできるだけ集めて。

　早急に」

『わかった』

　それを別れの言葉にして、レティシアは通信を切った。

「……ちょっ……ちょっと待ってよ」

　あわててサミィは声を上げた。

　いろいろと話をしてはいたが、一連の会話を要約すると、『工く夫ふうしてがんばれ！』である。そんなもの対策でもなんでもない。

　第一──

「大だい丈じよう夫ぶなの？　社長に任せて」

　レティシアの兄を悪く言いたいわけではないが、彼が一体どこまで役に立ってくれるのか、正直、限りなく不安だった。

　だがそれは、レティシアとて同意見のようで──

「大丈夫なわけないじゃない」

　迷わずひとことで断言する。

「護衛は続ける。その間に、こちらはこちらで情報を集める」

　──どうやって──とは、サミィは訊きかなかった。

　クロフトに対するレティシアの情報源は、兄のティモシーだけではないのだ。

　その父親──クロフト・カンパニー代表取とり締しまり役やく社長、ランドルフ＝マイスター。

「任せていいのね」

「……ええ」

　問うサミィの視線を受け止め、レティシアは小さく、だがきっぱりとうなずいた。

　しかし。

　ほんとうにそれでなんとかなるのか？

　サミィの胸にわだかまる不安は、それで消えてくれるほど甘くはなかった──




「で」

　立ち止まって振り返り、サミィは声を荒あらげた。

「何をしてるの？」

　険しい視線を向けた先には、きょとんっ、とこちらを見つめ返すメニィ。

　あのあと──

　レティシアが直接父親と──クロフトの社長と話をすることになり、サミィとイーザー、メニィの三人は席を外し、別の部屋へと移ったのだ。

　レティシアの説明によると、『おおぜいがいる前だといろいろなことを話してくれないかもしれない』とか。それはまあ、そうだろう。

　おとなしく部屋を移りはしたが、やはり話の行く末は気になる。サミィはさきほどから部屋をそわそわうろうろと歩き回り──

　ふと気がつけばその後ろを、メニィがひょこひょことついて歩いていた。

　最初はサミィも無視をしようと思っていたのだが、ついに耐たえきれず、声を上げたというわけである。

　問われてメニィは、にっこり笑って、

「あとについて歩いてる」

　そのまんまな答え。

「……面おも白しろい？」

「うん」

　皮肉のつもりで聞いたのに、満面の笑え顔がおで答えられ──

「…………………………」

　サミィはしばし考えて、

「……じゃあ、こんどはそっちが先に歩いてみて」

「うん」

　答えてぱたぱた歩き出すメニィのあとを、数歩遅おくれてついてゆく。不規則な動きを見せる相手のあとにぴったりついてゆくというのは、これでなかなか──

「──って、そうじゃなくて」

　突とつ然ぜんはたと我に返って、サミィは不ふ機き嫌げんに呻うめく。

「気にならないの？　レティシアのこと」

「気になる……って？」

　きょとんっ、とメニィは問い返す。

「だから。

　心配にならない？　ちゃんと交こう渉しようをやっているのか、とか……」

「だいじょうぶだよ。レティに任せておけば」

　屈くつ託たくのない表情で答えられ──

「……なんで？」

　サミィはつぶやいた。

「なんで信じられるの？　レティシアのことが？」

「なんで信じられないの？」
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「だって！　あのひとはあたしたちとは違ちがうのよ！　何もかも！」

　自然とサミィの声が荒くなる。

「社長の妹で……クロフト社長の娘むすめで……

　……ちゃんとした『人間』なのよっ……！　あたしたちと違って……」

　口中の、苦いものを吐はき出すようにサミィは言う。

「こっちは操あやつられる側、レティシアは操る側の人間なのよ！　今彼女が話しているはずの相手と同じ立場の、ね。

　それで……

　どうしてあなたは信じられるの!?」

「え？　だって……」

　メニィはきょとんっ、として、ごく当たり前のように、

「そばにいるとあったかいよ」

「……………………」

　サミィは眉まゆをひそめて沈ちん黙もくした。

　あたたかい？　あのレティシアのそばが？

「サミィ」

　ソファにじっと座っていたイーザーが静かに問いかける。

「ならお前は信用していないのか？　レティシアを」

「それは……」

　サミィは言葉に詰つまる。

　以前なら、迷わず答えていただろう。信用できるものか、と。

　だが何度かレティシアと仕事をともにするうちに──わからなくなってきた。

　信用すればいいのか。疑ってかかればいいのか。

　ひょっとしたら彼女は、自分が最初に思っていたような人間ではないのではないか。そう思う一方で、やはり彼女の立場というものを考えると、信じ切れない部分もある。

「イーザーは……どうなの？」

　おずおずと問い返すサミィに、イーザーは泰たい然ぜんと即そく答とうする。

「わからん」

「いやあの。」

「何を信じて何を疑うのか。レティシアを全面的に信じていいのかどうか。

　だが少なくとも今回の件に関しては、信じていいはずだ」

「なんで？」

　なんとなくムッとして問うサミィに、イーザーは依い然ぜん淡たん々たんと、

「彼女はイージスと対たい峙じした。猿さる芝しば居いでできることではない。今回の敵は、彼女にとっても敵のはずだ」

「……なるほど。

　つまりやっぱり──今は黙だまって待つしかない。そういうことね」

　つぶやいて、サミィは窓の外に目を向けた。

　暮れかかる空は、濃こい藍あいの色に沈しずみつつあった──




　いつもと変わらぬレティシアの表情が、しかしどこか疲つかれて見えたのは、サミィの気のせいなのだろうか。あるいは明かりの加減だろうか。

　ともあれ──

　三人の部屋にレティシアがやって来たのは、別れて三十分ほどが経たったあとのことだった。

　彼女はまるで身を沈めるかのように、ベッドに深々と腰こしを下ろし、視線をじゅうたんの上へと落とす。

　三人の視線が集まる中、しばし沈黙を続け──

「……クロフト本社でも、今回の一件はすでに把は握あくしているらしいわ……」

　ぽつりと言う。

　報告というよりも、まるで独り言を漏もらしてでもいるかのような口ぶりで。

「二週間後の役員会で、こちらで解決する、って……」

「つまりは……ただ待て、ってこと？」

　眉根を寄せて問うサミィに、レティシアはかすかにうなずいた。

「何よ？　それ──」

　サミィは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

　当然である。そんな答えで納なつ得とくできるはずもない。

「二週間、って、その間にまた相手が動く可能性だってあるじゃない！」

　矢や面おもてに立たされるのは自分たちなのだ。なのに、そんないい加減な話で丸め込まれてしまったのか？

　それともやはり、自分たちには聞かせられないようなやりとりでもあったのか？

「あたしもそう言ったわ」

　うんざりとした調子でレティシアが漏らす。クロフトのやり方、文句を言うサミィ……そのどちらにうんざりしているのかはわからなかったが。

「ルードを連れて、一時宇宙に退たい避ひする手段もある。どうとでもやりようはあるはずだ……それがあっちの答えよ。

　まあルードなら、事情を話せば、そのあたりのことは納得してくれるとは思うけど」

「そりゃあそうかもしれないけど……

　じゃあ結局今度の件は、それでおしまいにする、ってわけ？　クロフトの中でなんだかごたごた片づけて。あたしたちには何のしらせもなくて……」

　──まあサミィたちにしてみても、今までに、警察ざたにはされたくないような解決方法をとったりしたことも何度かあったのだが──

　そんなことをふと思い出したりもしつつ、それでもサミィは、一番重要なことを尋たずねた。

「……それで、本当に片づくの？」

　なんとか時間をかせぐだけで、本当にすべてが解決するのなら、別に文句を言う必要もないのだが──

「……不安は……ない、と言えば噓うそになるわ」

　視線をあげてレティシアは語る。

「向こうでこの件が解決しなかった時、一体どうなるのか……

　クロフトの社長は、自分が握にぎっている証しよう拠こで十分に相手を葬ほうむることができる、ってふうに言ってたわ」

　父親のことを事務的に『クロフトの社長』と呼ぶ。その意図はサミィには理解できない。

「けどその証拠が、相手を追い詰めるのには不十分だった場合……あるいは……」

　ほんのわずか、口をつぐむ。

　ためらうように。言葉を選ぶかのように。

「──あるいは相手が、社長の動きを察知して、何らかの行動に出るかもしれない。

　証拠隠いん滅めつのための行動に……」

　サミィの脳のう裏りにある単語が浮うかぶ。

　こういった世界に身を置く者なら、真っ先に思い描えがく、最も単純で、最も乱暴な手段。

「──暗殺──」

　その言葉を口にしたのは、じっと聞いていたイーザーだった。

　レティシアもうなずいて、

「可能性としては十分に考えられることよ。

　もっとも社長は、それはない、ってタカをくくっていたみたいだけど……

　とにかく、そのどちらかになった場合──」

「事件は、解決しない」

　サミィは吐と息いき混じりに言葉を継ついだ。

　レティシアの父親が、何かをしようとしていることは事実だろう。

　だが、こちらに干かん渉しようさせるつもりはないらしい。一方的に巻き込むだけ巻き込んでおいて。

「でもって今、あたしたちにできることは何もない」

　あるいはレティシアなら、何かができるのかもしれないが──彼女が本当に、自分たちの味方なのかどうかもよくわからない。

「そういうことね……」

　ひどく──疲つかれた気がする。

　結局は、ただ待つしかないということである。

　やはり自分たちは、操あやつられるだけのものでしかないのか。自分たちには何も変えることはできないのか。

　サミィはただ、重く沈ちん黙もくするしかなかった──




　都ま会ちの光は夜から闇やみを奪うばった、というが、この街の夜はまだ暗い。

　まあ、それほど栄えていない開発惑星ほしの地方都市などというのは、おおむねこんなものではあるのだが。

　通りのあちこちにはちゃんと街灯も立ち、夜道を照らしてはいるが、夜間にやっている店や交通量が少ないせいで、空は暗く、星々がよく見える。

　カーテンのすき間から外を望めば、地上の光より空に見える光の方が多いかもしれない。

　サミィは小さく息をつき、カーテンを閉めた。

「心配はまだ無用だ」

　部屋のイスにじっと腰こしかけたままのイーザーが、サミィの背に言葉をかけてくる。

「再襲しゆう撃げきがあるとしても、すぐにというわけではないはずだ」

　どうやらサミィが外を監かん視ししているのだと思ったらしい。

「あ、いや、というか……」

　サミィは言葉を濁にごし、サイドテーブルをはさんでイーザーの向かいに腰を下ろす。

　レティシアとメニィは自室にいるはず。ここにいるのはサミィとイーザー。

　護衛のセオリーとして、ルードの部屋の上下左右に部屋を取り、左右の部屋をそれぞれのチームが使う、という部屋割りである。

　皆みなと顔をつき合わせ、ああだこうだと協議しているうちは、あまり考えもしなかったことが、こうやってひと落ち着きすると、いろいろと思い浮かんで来る。

「……もしもまた……襲撃があったとして……

　対たい抗こうできると思う？　あたしたち」

「対抗？」

　サミィの言葉の微び妙みようなニュアンスに、イーザーは反応する。

　勝てるか、ではない。対抗できるか、である。

　サミィは肩かたを落とし、

「イーザーと同じ顔の相手に向かって、引き金が引けるかどうか……正直、自信がない」

「──そうか──」

　イーザーの短いあいづち。

「イーザーはどうなの？」

「どう、とは？」

　問い返す声にも表情かおにも、何の感情も浮かんではいない。

　襲撃して来たイージスを、彼は仕留め損なった。あれは本当に、タイミングや陽かげ炎ろうのせいだったのだろうか？　相手がイージスだと悟さとり、ためらったのではないか？

　そんなことを、サミィはふと考えたのだ。

　だが、問いかけても仕方ない。もしその通りだとしても、おそらく当人は意識はしていないだろうから。

　サミィは問いを取り消すように、無言で小さく左右に首を振ふった。

　本当に問題なのは、むしろサミィ自身の方だった。

　もしも戦せん闘とう中、曲がり角などでばったりイージスと出会ったなら、即そく座ざに銃じゆうのトリガーを絞しぼることができるか？

　答えは明らか。否いな、である。

　目の前にあるのは見慣れたイーザーの顔。しかし相手はイージス、倒たおすべき敵なのだ──と再認識し、トリガーを引く。

　それに要する時間のうちに、イージスは、余よ裕ゆうで自分を仕留めるだろう。

　もしそれを乗り越こえたとしても──

「……ねえ……イージスって……」

　サミィは視線を窓の方へと向ける。むろん閉まったカーテンが見えるだけなのだが。

　続けてつぶやく。

「やっぱり、心があるんだろうね……あたしたちと同じように」

「……だろうな……」

　答えるイーザーの声に、わずかに重いものが混じっているように感じたのは気のせいだろうか？

　それは、サミィにはわからない。

　窓の外──夜は、深い。




「──ではそちらにデータを送る。ベックマンに渡わたしてやれ。

　無論──匿とく名めいで届いた、ということでな」

　通話を切ると、ブラムハットはデータを転送した。

　送り先はジュスティス＝ブーゲンビル。ベックマンのもとに送り込んでいる秘書である。

　短い作業を終えると、ブラムハットは愛用のヘッドホンをつけ、今しがた送った音声データを再生する。

『レティシアか』

　重い男の声には、当然ながら聞き覚えがあった。

　クロフト社社長、ランドルフ＝マイスター。

『……イージスが現れたわ』

　対するは若い女の声。ランドルフの娘むすめ、名は確かレティシアとか言ったか。今は生バイ体オ兵ウエ器ポンたちの監視役として、シェリフスター・カンパニーで働いている。

　ベックマンがシェリフスターの失点を画策し、イージス・タイプを送りつけた事件に関しての会話である。

　……もっとも、たきつけたのはブラムハットなのだが。

　当然この二人は、秘ひ匿とく回線を使っての会話をしているのだが……世の中に、盗とう聴ちようできない回線などというものは存在しない。その証明が、この音声データである。

　しばし、親おや娘こらしいと言えば親娘らしい、どうでもいい言い合いが続き──

『……私が社内に作り上げたネットワークは、レティシア、お前が想像しているよりもずっと強固なものだ。

　今回、ある役員の暴走を止めることこそできなかったものの、誰だれが、どういう指示・連れん絡らく経路で今回のことをやったのか──すでにこちらは完全に把は握あくし、明確な証しよう拠こも持っている。

　つまり今回の件は、ある意味すでに解決しているのだよ。

　これ以上の詳くわしい説明はできないが──

　いずれにしろ、次の役員会議でけりがつく。

　首しゆ謀ぼう者、共謀者、全員が社から粛しゆく清せいされることになる』

　──けど社長、仮にそうなったとしても、あなたの手は私までは届きませんよ──

　ブラムハットは胸の裡うちでつぶやいた。

　煽あおったのは彼とはいえ、具体的に、これをやれ、と指示をしてはいない。責任をすべてベックマンにかぶせるのはそれほど難しくもないことだった。

　盗聴の録音を送ったのが彼だというところまではつき止められるかもしれないが、『自分も匿名の誰かから送りつけられた』ということにすればいい。

　他の諸もろ々もろに関しても、言い訳はなんとでもつく。

　成功すれば大きな前進。失敗すればベックマンが消える。一人とはいえ、派は閥ばつの頭数が減るのは少々痛いが、ランドルフ流に言うならば、『成果に見合った投資』ということになるのだろう。

　マイスター親娘の会話は続いている。

『……そっちも気をつけてね。相手がこのことを知ったら、そっちに手を出してくる危険もあるから』

『私に？』

『そう。一いつ旦たん暴走をはじめた相手に分別を求めることは難しいわ。どこまでがまともで、どこまでが暴走なのか、自分ではわかっているつもりでも、わからなくなってるのよ』

『まるで私が誘ゆう拐かいか暗殺でもされるような口ぶりだが……それは杞き憂ゆうだな。

　相手にこちらの動きを悟さとられるような迂う闊かつはしていないし、万一相手が私の動きを察知したとしても、さすがに私をどうこうしようと企たくらむほど愚おろかでも、大だい胆たんでもあるまい』

　満足して、ブラムハットは小さく笑えみを浮うかべた。

　それにしても……若い頃ころ、音声をいじっていた趣しゆ味みを、まさかこんな形で役立てることになろうとは。

　ランドルフのセリフにある、暗殺、という単語。

　それに、ぎりぎり人間の可か聴ちよう範はん囲い外がいの重低音をかぶせてみたのだ。

　最近の高性能イヤホンなら、その低音すら再生し、意識をさせずに聞く者の頭ず蓋がいを小さく揺ゆさぶることができるだろう。結果、聞いた者は理由もわからぬまま、重ねた単語の方を意識するようになる。

　実際こうして聞いてみると、暗殺、という単語が、ちゃんと意識に引っかかる。

　さて。これを耳にしたベックマンがどう出るか。

　──うまくやってくれよベックマン。きみのとりえはその短たん慮りよさなのだから──

　ブラムハットは静かに微笑ほほえみ、胸の中でそうつぶやいた。




　外はあいも変わらず強い陽ざしに照りつけられて、煌こう々こうと明かりのついた屋内を薄うす暗ぐらくさえ見せていた。

　ホテルの一階、通りに面した喫きつ茶さ室。閑かん散さんとした店内の、大きな窓からはやや奥まったテーブルに、五人はいた。

　サミィにイーザー、レティシアとメニィ。そしてルード。

　さきほど警察から連絡が入ったのだ。事件は組織同士の抗こう争そうと判断され、一同の足留めは解除された、と。

　ならば問題は、これからどう動くかだが、無論ルードを無視して話を進めるわけにもいかない。

　そこで彼を呼びだし、話をすることになったのである。

「……で？　話っていうのは？」

　テーブルにつくなり、ルードは一同に問いかけた。

　せっかくホテルに泊とまったというのに、依い然ぜん彼の無ぶ精しよう髭ひげは伸のび放題。服は一応洗せん濯たくしたようだが……なら髭も剃そればいいのに、とサミィは思う。

　彼の問いに、口を開いたのはレティシアだった。

「……今回の件……クロフト内部のごたごたが原因らしいのよ。

　それに、あなたやあたしたちがダシに使われた。

　あの襲しゆう撃げき事件は、どうやらそういうことらしいわ」

　前置きもなしにずばりと言い放つ。

　正直、サミィは驚おどろいた。クロフト内部のことを、レティシアがこうもあっさり口に出すとは思ってもいなかったのだ。

「……やれやれ……」

　ルードはあきれたように溜息をつくと、どこか遠くに視線を送る。

　かまわず続けるレティシア。

「あと二週間。

　ある筋からの情報によれば、それで全すべてが解決する……と、いうことよ。

　けど問題が二つ。

　その間に、また襲撃がないとも限らない。

　もう一つ。

　本当に二週間で完全解決するのかどうか。

　向こうで証しよう拠こ集めに動いていた人間が暗殺されて未解決に──なんて可能性もありえなくはないわ。

　あたしたちのやらなくちゃあならないことは──理想を言うなら、襲撃からあなたを守り、同時に、証拠集めをしている人間も守ること」

「無理でしょそれは。いくらなんでも。

　それともまさか、あたしたち四人が別行動をする、なんて言い出すんじゃないでしょうね？」

　さすがにサミィは口を出す。

　ただでさえ有利とは言えない状じよう況きよう下において、さらにこちらの戦力を分散させるのは自殺行こう為いに他ほかならない。

「いいえ」

　レティシアは左右に首を振ふり、ルードに視線を向けると、

「あたしたちと一いつ緒しよに火星に来てほしいの」

　──初耳の案だった。

「……ちょっ……！　ちょっと待ってレティシア！　何考えてるのよ!?」

　思わずサミィは声を上げる。そんなことを考えていたなら、それはそうと、事前に言ってくれればよさそうなものを。

　これではまるで、レティシア一人でことを進めようとしているかのようだ。

　──まるで──？

　サミィの胸を疑念がよぎる。

　ひょっとしてレティシアは、本当に一人でことを進めようとしているのではないか？　と。

　昨日レティシアは、たった一人で父親と話し合った。

　後に彼女は、そのあらましをサミィたちに伝えたが──あれが本当に、交かわされた会話のすべてだったのか？　他にいろいろとやりとりがあって、それをサミィたちには秘密にしているのではないか？

　そして、その隠かくされた事情に従って、さもふと思いついたかのように、こんな提案をしたのではないか？

　──無論、何かを疑いはじめればきりはない。それはサミィにもわかってはいるのだが、だからといって疑念が霧む散さんするわけでもない。

　サミィの抗こう議ぎに、しかしレティシアは平然と、

「護衛する相手二人が別々の場所にいるよりも、一カ所にいてくれた方がいい。それだけのことよ」

「……そりゃあそうだけど……！　その、なんていうか……！」

　何かがどうにも引っかかり、とりあえず意味のない言葉を漏もらし──

「別の可能性が考こう慮りよに入っていない」

　そこに、助け船を出してくれたのはイーザーだった。

「レティシアが今提案した方法が有効なのは、事件の黒幕が、事件を解決しようとする者の存在を知り、暗殺しようという意志を持っている場合に限る。

　だがもし、黒幕が解決者の存在を知らなかった場合、我々が動くことにより、黒幕にその存在を教えることになる。

　そうなれば黒幕は、なりふりかまわず全力で潰つぶしに来るだろう。

　我々と、解決者とを。

　なら我々四人がいたところで無意味。

　いや、むしろこちらの手のうちを晒さらす分、不利になる」

「そうそう。それが言いたかった」

　自分でも間ま抜ぬけだな、とは思いつつ、こくこく首を縦に振るサミィ。

　言葉にされると問題点がはっきりとわかる。

　相手はイージスを動かすことができるのだ。

　むろん、クロフトが所有する全てのイージス、というわけではないだろうが──もし自分たちとランドルフが一カ所に集まったなら、間ま違ちがいなく、可能なだけのイージスを投入してくるだろう。

　そうなればさすがに、自分たち四人がいた程度でどうこうなるものでもないだろう。

「相手がそんな甘い連中だと思う？」

　レティシアが切り返す。

　黒幕は解決者──つまりレティシアの父、ランドルフの動きに気づいているはずだ。彼女はそう言いたいらしい。

　だがそれならば──

「あんたのおとうさんは甘い奴やつなわけ？」

　サミィは即そく座ざに返した。

　直接には知らないが、シェリフスターという会社と自分たちを使って、兵器の実験と広告を同時に行おう、などと考える男である。ただの甘ちゃんであるはずがない。

　ならランドルフが、黒幕の一枚上を行っている公算は十分にある。

　そしてその場合、へたに動けば、全すべてが台無しになってしまうのだ。

　沈ちん黙もくするレティシアに──

「あんたの親父おやじさんなのか？　その、証しよう拠こを集めてる人ってのは？」

「まあね」

　問うルードに、彼女はあいまいにうなずいた。

「なら──

　行って守ってやりな。親父さんを」

　いきなりそんなことを言いはじめる。

「じゃあ、火星に来てくれるの──」

　勢い込んで問うレティシアに、しかし彼は、

「いや。

　こっちのことはいい。俺はこのまま旅を続けるさ」

　後先考えていないかのようなその意見に、さすがにレティシアはやや憮ぶ然ぜんと、

「……そんなわけにはいかないでしょ」

「こっちは大だい丈じよう夫ぶさ」

「何が大丈夫なのよ？」

「大丈夫さ。そろそろあっちに届く頃ころだからな」

　ルードはわけのわからない答えを返す。

　レティシアは眉まゆをひそめ、

「……何の話？」

「俺の住んでたところの役所に、そろそろ届く頃だ、ってことさ。

　前に出した、相続権放ほう棄き手続きの書類が」

　…………………………

『なっ……!?』

　全員が声を上げた。サミィとレティシアはもちろんのこと、メニィや、イーザーさえも。

　もっぱら会社から支給された物資やカードなどで暮らすサミィではあるが、それでも、金というものがヒトに及およぼす影えい響きよう力くらいはわかっているつもりだ。

　これまでかかわってきた事件でも、ニュースで流れている事件にも、さまざまな形で金がからんでいるものは少なくない。

　だというのに──莫ばく大だいな遺産の相続を放棄すると──

　いるのか？　本当にそんなことをする人間が？

「ずっと考えてたんだ」

　一同が呆ぼう然ぜんとするうちにも、ルードは続ける。

「この旅をはじめてすぐ。

　じいさんが死んだ、って聞いた時から。

　そんなアホみたいな額の金、受け取っちまっていいもんか、ってな。

　……なんつうかな、怖こわいんだよ」

「こわい？」

　首をかしげて問うメニィに、ルードは小さな笑えみを浮うかべ、

「ああ。

　そりゃあまあ、金は欲しいさ。ないよりはあった方がいいし、いろいろと便利だし。

　俺も楽な暮らしをしてるってわけじゃあないし、な。

　一年間遊んで暮らせる程度の額ってことなら、たぶん喜んで受け取ったろうさ。

　けどな、こいつぁちょいとデカすぎる。

　友達連れてパーッと飲んでおしまい、って話じゃねえ。

　自分の分ぶんっていうか器うつわっていうか……そういうのに過ぎたもんが、いきなりぽんっ、と入って来る、って思うと……

　なんか、不安になっちまうんだ。

　いつかツケが回って、ろくでもないことになるんじゃないか、ってな」

　そういうものだろうか──

「実際、こんないろいろややこしいことになっちまって……

　──あ。いや、別にあんたらを非難するつもりはないんだが……あー……」

　困ったようにがりがりと頭を搔かいて、

「なんというかまあ、うまく説明はできないけど……

　金って奴に振ふり回されて、知らないうちに俺自身が変わっちまうんじゃないか、って、そんな気がするんだ。

　ろくでなしの風ふう来らい坊ぼうだが、それでも俺は今の俺が嫌きらいじゃない。

　気の合った仲間もいるし、こういう旅もまたやってみたいって思ってる。

　けどもしそんなバカみたいな遺産相続しちまったら……

　今まで通りにやっていけるのか？

　あるじゃねえか。宝クジ当てた奴が、そのせいで人間関係が壊こわれちまった、なんて話。

　──とはいえ正直、金が欲しくないわけじゃない。

　いろいろ考えながら──」

　照れたように小さく笑う。いたずらを笑ってごまかす子供のように。

「ある晩、宿で、ほんの冗じよう談だんで落書きをしてみたんだ。遺産なんていらない、ってな。

　……妙みようにすっきりしてな……

　ついいきおいで、正式に書類を書いて出しちまった。

　あんたたちが来た、何日か後のことだ。

　──あとで猛もう烈れつに後こう悔かいするかとも思ったんだけど……

　不思議と、いまだにすっきりしてる。

　我ながらバカだとは思うけどな。

　つまり──」

　一同をぐるりと見回して、

「もう今は、俺には狙ねらわれる理由がなくなった、ってことさ」

「………………噓うそ？」

　呆然と声を漏もらすレティシア。

　ルードは小さく肩かたをすくめて、

「本当だ。

　さすがにこの状じよう況きようで、そんな噓をつくつもりはないって。

　……そっちの会社から護衛終しゆう了りようの連れん絡らくが来た時、あんたたちがどんな顔をするか、ちょっと見てみたかったんだが……

　ま、今その顔を見たからいいや」

　言われて──いまだ呆然とするレティシアに、ルードは嚙かんで含ふくめるように、

「……いいか。つまり、だ。

　あんたはとっとと親父おやじさんのところに行って、守ってやればいい。それを妨さまたげる理由はもうねえ。

　そういうこった」

　──本当にそうだろうか？

　いや。

　サミィはようやく気を取り直し、口を開いた。

「……悪いけど……状況は変わってないわ。まだ」

「変わってない？」

　ルードに向かい、うなずいて、

「あなたの書類が役所に届いて受理されて、それを、黒幕や、他ほかの皆みなが知って──そこではじめて状況が変わるのよ。

　実際、あたしたちのところには、いまだ依い頼らいの取り消し命令は来てない。

　先のことはともかく、少なくとも現時点では、状況は変わってない、ってわけ。

　……あたしたちがいる以上、こちらの動きはたぶんクロフトに筒つつ抜ぬけ。

　たぶん事件の黒幕にも。

　なら、へたに動けば、さっきイーザーが言ったように不利になるだけ。黒幕に、一いち網もう打だ尽じんのチャンスを与あたえることになる」

「あたしはそうは思わない」

　レティシアがなおも言い張る。

　なら、一カ所に集まって一網打尽にされるのを待つ方が得策だとでも？

　サミィにはそう思えない。

　おそらくは──親子の情、というものなのだろう。なんのかんのと言ったところで、レティシアが父親のことを気にかけているのは見ていればわかる。

　その感情が、彼女から冷静な判断力を奪うばい、父親のもとに赴おもむこうとさせている──サミィの目には、そうとしか映らなかった。

　とはいえこちらの言葉を聞きそうな雰ふん囲い気きでもなく──

「平行線ね」

　言うサミィに──

「そうね」

　とだけ答えるレティシア。

「だから。行ってこいって」

　ルードが横から口を出す。

　しばしの沈ちん黙もくが落ちた。

　店の流す、ホテルの喫きつ茶さ室にはやや不似合いな音楽だけが低く流れ──

「──行くわ。あたしは」

　やがて、レティシアは決然と席を立った。

「行かないわよ。あたしは」

　サミィはあわてて釘くぎを刺さす。が。

「──わかってる──」

　答えは短い。

「戦力の分散なんて無意味よ！」

「──わかってる──」

　重ねる抗こう議ぎに、やはり返ってくる答えは同じ。

「強ごう情じようを張っても、あたしたちはつきあわないから！」

「──わかってる──」

「……命令違い反はんよ。任務はルードの護衛なんだから」

「それも──わかってる──」

　ふと。

　サミィはうらやましくなった。

　自由に動くことのできるレティシアが。

　もし自分サミイたちが、クロフトの意向を無視して命令に逆らったら。最悪の場合、待つのは緩かん慢まんな死、だろう。

　だがレティシアは──人間は、命そこまでのものを賭かけずとも、否いなと思えば否と言うことができる。

「……いいわよね……命令違反をしても、ごめん、で済む『人間ひと』って」

　しみじみとつぶやきを漏もらす。

　何を言ってみたところで、レティシアを止めることはできないだろう。サミィはようやくそれを理解した。

　なら、あちらはレティシアに任せ、自分たちはルードを守ればいい。

　レティシアはルードの方を向き、

「ごめんなさい。無理矢理押しかけて……最後まであなたを守ることもせず立ち去ることになって。

　身勝手を謝ります」

「いいって。俺が、行け、って言い出したんだからな」

　次に彼女は、サミィたちの方を向き──それでも、わずかに視線をそらせつつ、

「……ごめんみんな。ルードのこと、お願い」

　言うときびすを返し、店を出て行った。

　メニィもイスから腰こしを浮うかし──

「行くの？」

「うん」

　問うサミィに、彼女はこっくりうなずいて、

「あたしがレティ守るから」

　当人が聞いたら三時間ばかり正座で説教されそうなことを言う。

　にこやかに。きっぱりと。

「……頼たのんだわよ」

「うん！」

　サミィの言葉に元気にうなずき、メニィも店を駆かけ出してゆく。

　あとには三人が残された。

　テーブルにある、イーザーが飲み干したオレンジジュースのグラスの中で、崩くずれた氷が小さな音を立てた。

「……あんたたちは行かないのか？」

　尋たずねるルードに、サミィは苦く笑しようし、

「あたしたちのしごとはあなたを守ることよ」

　正確に言うなら、ルードの護衛をするレティシアたちをバックアップ……なのだが、主眼はあくまでルードの護衛。

　……まあ、ルードが相続権を放ほう棄きしてしまった以上、さほど遠くないうちに、その命令が変へん更こうになる可能性は高いのだが。

「けどルード、なんであんた、レティシアに、行ってやれ、なんて言ったの？」

　今度はサミィが問いかける。

「護衛は多い方がいい、って考えるのが普ふ通つうでしょ？」

「まあ、そうなんだが──

　親、って聞くとなぁ……つい……親孝行くらいはしておいてやれ、って言いたくなっちまうんだ」

　彼は、答えるというよりひとりごとのように、

「俺なんかは、ほとんどしてやれなかったからなぁ。親孝行って奴やつ」

「………………」

　考えてみれば。

　ルードの祖父が亡くなり、その相続権を持っているのが彼だけ──ということは、ルードの親はもう──

　人間の親子の情というものは、そういうものなのだろうか。

　サミィにはわからない。

　わからない、と言えば、もう一つ。

「レティシアにも聞かれたかもしれないけど──

　あなたは、なんでそうまでして旅がしたいの？」

「そうだな。やっぱり聞かれて、適当なことを答えたけど──」

　彼はしばし考えて、

「もちろん、こういう旅が好きだ、ってこともあるけど……

　いろいろ見て、いろんな奴に出会ってると、なんか、見えて来るような気がするんだ。

　自分、って奴がさ」

「自分が……見える？」

　意味がわからず問うサミィに、

「ああ。

　自分が誰だれで、何をするべきなのか。最初から意味や目的を持って生まれてきた奴なんていねえだろ？

　いろんなものを見たり聞いたりして、それを自分がどんなふうに感じるか……それではじめて、自分、ってものが見えてくる。

　といっても──いっつも同じものを見て、同じものを聞いてると、いろんなことに慣れてきちまって、何だかわからなくなっちまう。

　で、たまにちょいと変わったことをして、自分が何をどう感じるのか、それを再確認する。

　俺の場合は、そのためにやるのが旅、ってことさ。

　陸地を、ただあっちからこっちへと横切ることだけが目的じゃない。

　だから、あの二人に、車で送る、って言われても断った。

　……ってまあ……」

　言っていて自分でテレたのか、最後は苦笑混じりに視線をそらし、

「ンなこと言っても、旅をすりゃあ必ず自分が見つかる、なんて保証もやっぱりねえんだけどな」

　──そういうものなのか──

　ルードの話を聞きながら、サミィは、ほんのちょっと複雑な気分になっていた。

　彼女は時々夢想する。

　もし自分が、ちゃんと人間として生まれていたら──と。

　それで、すべてがうまくいくような気がした。

　だがそれは、やはり夢想に過ぎないのだろうか？

　ルードの話を聞いて、ふとそう思ってしまったのだ。

　彼は言った。自分が誰で、何をするべきなのか。最初から意味や目的を持って生まれてきた奴なんていない、と。

　なら、彼らも──サミィの目にはうらやましく映る人間たちも、やはり探しているのだろうか。

　自分が何をすればいいのか、を──

　そんなことをぼんやり思いつつ、彼女は視線を窓の外に滑すべらせる。

　乾かわいた道路と建物と。

　その上にひろがる蒼そう穹きゆうを、空より蒼あおい連絡艇シヤトルが横切り、飛び去ってゆく。

「……さぁて。話が終わったなら、俺は旅を続けるぜ」

　話の終わりを告げてルードが腰こしを浮うかす。

「──そうね」

　言って、サミィとイーザーもまた。

　そして一行は向かう。

　西へ。







　二　其は同じ血より生まれし者達







　駐ちゆう車しや場に停とめた車に乗り込むと、男は携パー帯ソナ電ル・話フオンを取り出し──

　しばしじっと、それを眺ながめる。

　男は疲つかれていた。

　肉体的にも精神的にも。

　二十の半ばを過ぎてほどない、社会人としてはひよっ子扱あつかいされることもあるような歳としだったが、気苦労のせいか、黒い髪かみにははや、白いものが混ざりはじめている。

　仕立てのいい紺こんのスーツには一部の隙すきもないが、こうして一人になり、はりつめていた気が抜ぬけると、その表情かおに刻まれた疲れの色が濃こく目立つ。

　──こんなはずではなかったのだが──

　手の中のパーソナル・フォンを眺めつつ、男──ジュスティス＝ブーゲンビルは、胸のうちでつぶやいた。

　輝かがやかしい未来が待っているはずだったのだ。本来なら。

　誰だれもがその名を聞いたことがある大学カレツジを、誰もが感心する成績で出て、誰もがうらやむ一流企き業ぎように就職した。

　クロフト・カンパニー。

　学生時代の成績は良かったが、人付き合いが苦手な学者タイプ、というわけではない。

　会社でもうまく立ち回り、いくつかのプロジェクトで功こうをおさめ、やがて役員の一人に目をかけられた。

　クラウニー＝ブラムハット。クロフトの役員たちの中でも大物である。

　いくつかの仕事を与あたえられ、やがて、将来の勉強のためにと、別の役員の下もとに秘書として送られた。

　今のボス、Ｊ＝ベックマンのもとに。

　その時、ブラムハットは彼の耳にそっと囁ささやいた。

　──お前はいずれ、ベックマンを越こえる男だ。今のうちに、彼のもとでいろいろなことを学んでおけ。私からきみに時々こっそり連れん絡らくも入れる──と。

　未来は明るい。そのはずだった。

　だが。

　それから、自分が寝しん食しよくを惜おしんでやって来たことは何だ？

　決して経歴には残せないような、さまざまな汚よごれ仕事の立案や仲ちゆう介かい、後始末。

　むろん彼とて、世間知らずの子供でもなければ、潔けつ癖ぺきな理想論者でもない。何事にも表と裏とがあることは知っているし、その双そう方ほうを操あやつることができてはじめて一人前だと認識もしているつもりだった。

　ゆえに、裏の仕事を否定するつもりはない。

　しかし最近、その手の仕事しか回されない、というのはどういうことだ？

　ジュスティスが、へたに有能すぎた、というのはあるだろう。

　彼はスイッチを入れるように、感情を瞬しゆん時じに切り替かえることができた。ここで今、疲れた顔で落ち込んでいても、やらなければならないと判断した瞬しゆん間かんには、ベックマンの意志に従って、冷れい徹てつな命令を伝えることもできる。

　ボスのベックマンは、他にも何人か秘書を抱かかえてはいたが、ジュスティス以外の連中は、あるいは酒が入ると途と端たんに口が軽くなったり、あるいは肝かん心じんなところで臆おく病びようだったり……と、こういうことに使うには、いまひとつ信用が置けない連中ばかりなのだ。

　これでは確かに、ジュスティス以外の者には、安心して任せられないだろう。

　しかし、である。

　こういった裏の仕事は確かに、ベックマンとジュスティスの繫つながりを強めはするものの、会社への功績として発表できるものではない。

　こんなことをくり返せばくり返すだけ、ジュスティスは、裏側でしか生きられなくなってゆく。

　特に今回の仕事は──

　会社への功績、どころか、反逆に等しいことだった。

　露ろ見けんすれば、ベックマンも自分もただでは済まないだろう。

　だが。

　──やらねば、我々が終わるかもしれんのだよ──

　ベックマンが、彼に向かって言った言葉を思い出す。

　──成功すれば実りも大きい。お前を取り立ててやることもできる──

　確かにその通りである。

　ジュスティスは、いずれ、ベックマンやブラムハットを追おい越すつもりではあったが、それでも今は、彼らの力が必要だった。

　ここで彼らに終わられて、もろとも退場させられたのではたまらない。

　ならば、やるしかない。

　そうとわかってはいても、体の芯しんにたまった疲ひ労ろう感が消えてなくなるわけではない。

　なおもしばらくパーソナル・フォンをじっと眺め──

　ただこうしていても仕方ない。

　気分──いや、自身の性キヤラ格クターさえも切り替え、番号をプッシュする。

　電話ではなく、頭の中にのみ記憶メモリーされている番号を。

　長い沈ちん黙もく。いくつもの機構システムを中ちゆう継けいし、相手を捜さがし出し──

　やがてやっとコール音が響ひびいた。

　ほどなく相手が出て──しかし、声はない。

　回線のエラーではない。相手がちゃんと聞いているのが、息づかいでわかる。

　かまわず、ジュスティスは口を開いた。

「今から釣つりに行くんだって？　そういえば、鮭さけが帰ってくるのはいつの季節だったかな？」

　誰かが聞けば、友人への会話としか思えぬ気さくな口調。

　だが無論そのままの意味ではない。リターンマッチを指示する符ふ丁ちようである。

　今度の向こうの沈黙には、とまどいが混じっているような気がした。

　だがやがて、

『この時間からは難しい』

　返ってきたのは男の声。

　不利は百も承知だ。だがベックマンからの命令なのだ。どう時間を計算しても、彼にやってもらう以外の方法はない。

「時間の都合なんてものはこっちにもある。プロならやってみせるさ。だろ？」

　それは確認ではなく命令。答えも当然わかっている。

『……やってみる』

　そう。そう言うしかないはずだ。

「じゃあ、よろしく」

　気軽に言って、通話を切る。やり終えてしまえば、どうということもない話。

　通話を終え、車から降りたジュスティスの顔には、さきほど車内で浮うかべた疲つかれの色など、微み塵じんも見えはしなかった。




　かわいた大地を、一本の線が横切っている。

　砂さ塵じんに埋うもれ果ててはいるが、見れば、それはどこまでも続くまっすぐな道だと知れた。

　道の端はしにある小さな点は、スタンドを兼かねたドライブ・イン。

　旅人には必要だが、そこで暮らしてゆく者には辛つらい。店のカウンター奥には、ごましおひげのおやじが一人、いつもつくねんと佇たたずんで、窓の外を眺ながめている──そんな店。

　客などほとんど来ない店の中と、窓の外にある荒こう野やと空。それだけが、おやじの見ている世界のすべて。

　しかし今日、おやじは珍めずらしいものを見た。昼を少し回った頃ころのことだった。

　ドライブ・イン前のバッテリー・スタンドに、一台の、グレイの車が滑すべり込んで来た。

　その車から降りたのは──おやじが今までに見たこともないような美形だった。

　思わず外に見物に行こうかとすら思ったほどだ。

　昨日立ち寄った、長い金きん髪ぱつの少女もなかなか美人だったが、なんというか、印象が違ちがう。昨日のが元気な少女、という感じなのに比べ、今日のそれは、白い石を彫ほり抜ぬいたような美しさ、とでも言うべきか。

　最初は男か女かすらもわからなかった。むろん落ち着いて見てみれば、体型から、男だということは瞭りよう然ぜんだったのだが。

　短い銀髪のその男は、スタンドの自動バッテリー交こう換かん機で車のバッテリーを替かえ──

　一いつ瞬しゆん、店の奥、おやじの方に目をやった。

　そして──どうということもなく、車で走り去って行った。

　西へ。

　おやじはあの目をしばらく忘れないだろう。自分に向けられた、右と左で色が異なる、あの瞳ひとみを。

　男が去ったそのあとで、おやじはぼんやり考える。窓から荒野と空とを眺めつつ。

　あんな目をしているのは、天使か──さもなきゃあ悪あく魔まなんだろうな、と。




　遠い旅も、それでも少しずつ終わりに近づいているのだろう。

　ともすれば同じように映る、空とかわいた大地の色も、出発した頃とよくよく比べてみれば、微び妙みように色合いを変えていた。

　ルードは今日も埃ほこりにまみれ、親指立てて車を停とめて、乗せてくれた親父おやじと談だん笑しようしながら次の町を目指す。

　サミィとイーザー、二人の車は、そのあとをつかず離はなれずついてゆく。

　大陸の広さからすると、蝸かた牛つむりが這はうような速さ。

　それでも一行は進んでいる。

　あらためて地図で確かめてみれば、大陸のほぼ三分の二を横切ったことになる。

　レティシアたちと別れて三日。その日ルードは、うらぶれた町で、小さな安ホテルに宿を取った。

　くすんだカバーのかけられたベッド。カーテンで仕切られただけのバスルームには、配管に錆さびが浮いたバスタブとシャワー。

　天てん井じようのライトがオレンジがかっているのさえ、暖色の照明というよりは、何かの不具合があってこういう色になっているのでは、と思えてしまう。

　どこかの部屋で、誰だれかがＴＶか何かを大音量でつけているのだろう。音はここまで丸聞こえ。防音などという単語はここには存在しない。

　値段に見合う狭せまさとクオリティ。しかしルードには気にもならない。

　風ふ呂ろで体を伸のばそうかと、バスタブに湯を張りはじめた頃──

　かつんっ、と小さな音がした。

　窓ガラスに何かが当たったのだ。

　別室のサミィとイーザーからは、カーテンを開けっ放しにするな、窓際に寄るな、などといろいろ言われてはいたが──

　そっと窓辺に忍しのび寄り、カーテンのすき間から外を窺うかがう。

　部屋は三階。見下ろす先は、小こ汚ぎたない裏通り。ぽつりぽつりと街がい灯とうが並び、その下で、こちらを見上げて佇む人ひと影かげを照らしていた。

「……？」

　ルードは眉まゆをひそめ、カーテンの隙すき間まを大きくする。

　通りにいるのは──

「──イーザー？」

　つぶやいて、彼は眉をひそめた。

　昼間とは違ちがう黒のパーカーに身を包み、周囲の目をはばかるように、フードを目ま深ぶかにかぶっていたが、街灯の明かりを照り受けて、左右の瞳が異なる色を見せていた。まさか別人と見間違えるはずもない。

　彼はこちらの視線に気づくと、口の前に指を立て、沈ちん黙もくのポーズを送ったあとで、手招きをする。
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　こっそりと来い。そういうことか？

　別室にいると聞いていたが……なぜこんなことを？

　どういう事情かはわからないが──何かがあったことは確かだろう。

　そう判断し、バスタブに落とす湯はそのままに、ルードは足音を殺してドアへと向かう。

　年経たドアは、きしむかとも思ったが、案外音も立てずに開いた。

　どこかで誰かがかけている、ＴＶの音が大きく響ひびく。

　ルードが履はいているのがウォーキングシューズでなかったら、コンクリートの床ゆかに靴くつ音おとが響いたろう。

　廊ろう下かを通り、非常口へ。安ホテルだが、ちゃんと非常通路はある。それともこれは、ヤバい宿しゆく泊はく客が警察の手入れから逃にげるためのものだったりするのだろうか？

　そっとドアを開け、鉄の非常階段へ。

　踏み出す靴音が、夜風にやけに響いた。

　眉をしかめた拍ひよう子しにドアノブを摑つかむ手が動き、開けた扉とびらがかすかにきしむ。

　舌打ちをしかけて──なんとか思いとどまり、そっと扉を閉めたあと、階段を下へ。

　下りきると、そこには、黒いパーカーを着た彼が待っていた。

「こっちへ」

　イーザーの声で低くそう言うと、パーカー姿はきびすを返して歩きはじめる。

　ルードもそのあとについて行きながら、声を殺して、

「何があった？」

「説明はあとだ」

　答えはにべもない。

　胸の奥に、何か妙みような違い和わ感を覚えつつ、それでもルードは無言であとをついてゆく。




「音がした」

　イーザーのつぶやきに、サミィはカーテンの奥、浴室から顔を出した。

　ホテルの設備にさんざん文句を言い倒たおし、ちゃんと水や湯が出るのかと、試ためしに蛇じや口ぐちをひねっていた、その時である。

「音って？」

　イーザーは虚こ空くうに視線を投げて、見えない何かを見つけ出そうとしているかのように、

「ドアの音。部屋のドアではなかった。鉄を踏ふむ足音。

　──非常階段のドアに誰かがいた」

　言って視線をサミィと交かわす。

　それだけで、何をすべきかは十分通じた。

　自分の装備を瞬しゆん時じにチェック。いつものジャケットの内うち懐ぶところには、銃じゆうの確かな重さがあった。

　ドアにはりつき、気配を窺い──

　開けると同時に外に飛び出し、二人は背中合わせに立つ。

　いつの間にか二人の手には、懐から抜ぬき放たれた銃が握にぎられている。

　じめついたコンクリートの廊下を、蛍けい光こう灯とうの寒い光が照らしている。

　どこかで誰だれかがつけっ放しにしているＴＶの音が、やたら大きく響いていた。

　廊下には、誰もいない。

　非常階段のドアも閉まったまま。

　二人は足音を消したまま、ルードの部屋へと向かう。

　中から水音が聞こえた。バスタブに湯でも落としているのだろう。

　サミィはドアを軽くノックして呼びかける。

「ルード」

　反応はない。響く水音も変わらない。

　イーザーと視線を交わし、もう一度、やや強くノック。

　結果は同じ。

　サミィはドアノブをひねった。むろんそれで開くはずもない。いかに安ホテルとはいえ、オートロックくらいはついている。

　さらに何度もノブをひねってみる。これだけやれば、たとえ風ふ呂ろに入っていたとしても気づくだろう。

　──部屋の中にいれば、の話だが。

　突とつ如じよ。

　ばきんっ、と小さな音がして、サミィの手の中で、ドアノブがぐるりと回った。

　どうやら壊こわれたようである。

「……………………」

　無言で視線を上げると──

「……………………」

　やはり無言でこちらを見やる、イーザーの瞳ひとみ。

　いつもと変わらぬはずのその目が、なんだか自分を非難しているように見えて──

「……壊れかけてたみたいね……」

　言い訳がましくつぶやくと、そっとドアを開く。

　ルードの姿は、そこにはなかった。バスルームにも。

　探し回るほど広い部屋ではない。ルードはいない。確実に。

　なら、イーザーが聞いたのは──

　二人して廊下に飛び出し、非常階段へ。

　きしんだ音とともにドアを開けると、夜の冷気が流れ込んでくる。

　夜の裏通りには、それでもぽつりぽつりと街がい灯とうが立ち並び──

　遠い光に照らされて、影かげが離はなれてゆくのが見えた。

　二つ。

　それを見て取ると同時に。

　サミィとイーザー、二人は手すりを乗り越こえ、飛び降りた。三階から地上へと。

　常人なら足が折れるか、悪くすれば死ぬかもしれない高さだが、二人は危なげなく着地すると、影たちのいた方に向かって駆かけ出した。




　夜に響ひびく自分の足音が、ルードにはやけに気に障さわった。

　さして広くもない裏通り。隣となりを足早に行くパーカー姿は始終無言で、事情を説明しようというそぶりはない。

　ルードとしては、せめて簡単な説明くらいは欲しいところだが──うかつに声を上げることすらまずい状じよう況きようなのかもしれない。

　とりあえず、今はおとなしく歩みを進め──

　突如。

　視界の端はしでパーカー姿が動いた。

　同時に、光が夜を刹せつ那なだけまばゆく染める。

　隣のパーカー姿が、レーザーだかビームだかの銃を抜き、もときた方に向かって射うったのだ。

　ルードはそちらに目をやるが、そこには誰の姿もない。

　とっさに物もの陰かげに隠かくれたか。それが──自分を狙ねらう者？

　彼はあわてて、壁かべぎわに寄った。レンガ風を装よそおった壁がやや奥まって、建物の裏口になっている。彼はその壁のくぼみに身を隠し、

「──あんたが前に言ってた連中か!?」

　声をかけるのに、パーカー姿は油断なく銃を構えたまま、

「……そうだ」

「サミィは？」

「すぐ来る」

　言って銃をもう一発。

　──妙みようだ──

　ルードの抱いだく違い和わ感が強まる。

　おかしい。何かがおかしい。だが──何がだ？

　イーザーがおかしな呼び出し方をしたからか？　それともいつもと服装が違ちがうからか？

　パーカー姿の背を眺ながめつつ、ルードは自問する。

　服を変えた理由は、簡単な変装だと考えればわかる。フードをかぶっている理由もわかる。イーザーの長い銀ぎん髪ぱつは、いやが上にもやたらと目立つのだから。

　──長い──銀髪？

　ルードは悟さとった。違和感の正体を。

　あの長い髪かみが、フードの下に全部入っているようには見えない。ならパーカーの下になっているのかといえば、そうも見えない。

　瞬しゆん間かん、すべての答えが出た。

　この男は、イーザーではない。

　それですべての説明がつく。

　確かに男は、イーザーの顔と瞳と声とを持っていた。

　だが、顔は整形で変えることができる。瞳の色はカラーコンタクトで。声はボイスチェンジャーで。

　双ふた子ごか、違い法ほうクローンという可能性もあるだろう。

　そういえば、前に襲しゆう撃げきしてきた黒ずくめも、左右で瞳の色が違っていたが──まさか、あれがこの男──？

　いずれにしろ、男から離れた方がいい。

　とはいえ、こちらが気づいたことを悟られるとまずい。

「終わったら声をかけてくれ！　俺はそのあたりに隠れてる！」

　平静を装ったルードの声は、多少上ずってはいたが、この状況では自然に聞こえたかもしれない。

　無論、隠れると言いながら、とっととこの場を離れるつもりである。

　パーカー姿が彼の思おも惑わくに気づかないでいてくれるか──

　男はちらりとルードに目をやり、通りの先を向いたまま、

「──わかった。護身用に銃じゆうを渡わたす。持っていろ」

　男は空いた左手で懐ふところから銃を抜ぬくと、銃じゆう把はをさし出す。ルードはそれに手を伸のばし──

　瞬間。

　ゴッ。

　男のはね上げた銃把がルードのあごをかすめて脳を揺ゆらし、その意識を奪うばい去った。

　男──イージスＮ○二─Ａ○○二─○○七三は、左右の銃をふところにしまうと、同じ場所から煙スモーク幕・グレ弾ネードを取り出した。




　──迂う闊かつだった──

　イーザーとともに建物の陰かげに身をひそめ、サミィは自分の馬ば鹿かさ加減に腹を立てていた。

　イージスの襲撃は予想していた。だがサミィたちは、イージスの戦せん闘とう力ばかりを気にかけて、肝かん心じんな点を失念していた。

　すなわち、イージスが、イーザーと瓜うり二ふたつだ、ということである。

　考えてみれば、そのことをルードに伝えてもいない。

　結果がこれである。

　数と、純じゆん粋すいな戦闘力で圧おしてくるとばかり思っていたイージスが、たった一人でやって来て、イーザーのふりをしてルードを誘さそい出したのだ。

　すぐに気づいて追いはしたものの、この状じよう況きようは、おせじにも有利とは言えなかった。

　相手はビームガンを持っている。さすがにサミィやイーザーとて、イージスの射撃をかいくぐり、肉にく薄はくするのは難しい。

　向こうの第一射をかわせたこと自体、ほとんど奇き跡せきのようなものだった。

　──撃うってくる──

　イージスが動きはじめるよりも一いつ瞬しゆん早く、サミィには、なぜかそれがわかった。

　どうやらイーザーも同じことを感じていたらしく、二人は同時に横に跳とび、かろうじて身をかわしたのだ。

　だがいつまでも、そんな幸運が続くはずもない。うかつに飛び出せば狙い撃ちにされるのが関の山である。

　それに、イージスのそばにはルードがいる。

　彼ははたして、自分のそばにいる男がイーザーではないと気づいているのかどうか。

　──いや。何にしろ、ルードの身が危険なことに変わりはない。

　ともあれ、いつまでもここに潜ひそんでいるわけにもいかない。

　迂闊に顔を出すのはまずい。サミィはジャケットからコンパクトを取り出すと、通りの角からそっとさし出した。

　化け粧しよう用のコンパクトなのだが、サミィはこれを、今のように──つまり、角からさし出して相手の位置を確かめる、というふうにしか使ったことがない。

　小さな鏡には通りの先が映り、ちらりとイージスの姿を捕とらえ──

　迸ほとばしる光とともに、ぱきんっ！　と小さな音がして、コンパクトの端はしが吹ふっ飛んだ。

　あわてて持つ手を引っ込めるサミィ。

　コンパクトの鏡をさし出した途と端たん、それを撃たれた。もしも頭をのぞかせていたら、人生にエンドマークが刻まれていたところである。

　わかってはいたことだが、つくづくシャレにならない射撃能力である。

　憮ぶ然ぜんとするところに、肩かたを叩たたかれ振ふり向けば、イーザーが、指をあちらこちらに向けて指示をする。

　──サミィがここに留とどまり、イーザーは裏からまわり込む。

　どうやらそういうことらしい。

　彼女は指でＯＫマーク。イーザーはきびすを返して、路地の奥へと駆かけ出した。

　吸音性の材質を使った靴くつ底ぞこは、彼の足音をほとんど消す。静かな夜に響ひびく小さな小さな足音は、すぐにサミィの耳には聞こえなくなった。

　残る彼女は、角から先の気配を窺うかがった。

　聞こえるのは話し声。ルードとイージスが何やら言葉を交かわしている。

　どうやらルードは、いまだイージスのことをイーザーだと信じているようである。

　その男はイーザーじゃない、と声を上げたい衝しよう動どうに駆られたが、そんなことをすればルードの身に危険が及およぶことになる。

　かわりに、欠けた鏡を一瞬だけ角からつき出し、すぐさま引っ込める。

　刹せつ那な映った通りの先には、やはり変わらず佇たたずむイージス。

　イーザーがまわり込むのを待つ。ただそれだけの時間が異様に長く感じた。

　……ゴッ。

　通りの先で、何か小さな音がした。　聞き覚えのある──硬かたい何かが、人の肉体を打つ音。

　何かがあった。

　思ったその時。

　ボムッ。

　続いて響いたのは小さな破は裂れつ音。

　鏡をつき出し、見てみれば──街がい灯とうのあえかな光を受けて噴ふき出す白い煙けむりが、道をみるみる埋うめてゆく。

　煙幕弾か何かを使ったか。

　これに紛まぎれて逃にげるつもりか？　それとも、そう思わせておいて煙の中に身を潜め、こちらが飛び出したところを狙ねらい撃ちにするつもりか──

　──逃げる気だ──

　サミィは直感した。

　根こん拠きよはない。だが、なぜか確信がある。イージスは、あの煙の中にはいない。

　迷わず飛び出し、煙の中に突つっ込んでゆく。

　あっさりと煙を抜ぬけ──

　その先に。

　左右異なる色の瞳ひとみが待っていた。

　あやうく銃じゆうを向けかけ、なんとか抑おさえる。

　イーザーだった。

　まわり込んだ先で今の音を聞き、飛び出したのだろう。

「二人は」

　問われてサミィはあたりを見回す。煙で覆おおわれているあたりには、横に一本、路地が伸のびていた。そちらに逃げたと考えるのが自然だろう。

　が。

　違ちがう。

　サミィにはわかった。また。

　根拠なき確信。絶対の直感。

　あたりにもう一度視線を走らせる。煙が埋めた路地。左右に並ぶ建物。

　彼女はそんな建物の一つに駆け寄った。

　レンガ風の建物。裏口があり、そこだけ壁がやや奥まっている。

　サミィはドアのノブを握にぎり──

　ひねるまでもなく、感覚でわかった。カギが壊こわれている。

　おそらくイージスが、煙幕弾の音にまぎれて壊したものなのだろう。路地に逃げたと思わせるために。

「こっちよ」

　サミィはイーザーに声をかけ、ドアをくぐって中に。そのあとをついてゆくイーザー。

　個人住宅なのだろう。とはいえ、誰だれも住んではいないらしい。窓からの月明かりに、白いシーツカバーがかけられた家具たちが照らされている。

　そのまま廊ろう下かを通り抜け、玄げん関かんに。

　思った通り。

　玄関のカギは開けられていた。内側から。

　やはりイージスは、ルードを連れてここを通ったのだ。

　ならば。

　サミィは自分の直感を信じ、イーザーをふり向き、声をひそめて、

「イージスは、たぶんこの家の中にいるわ。ルードを連れて」

　玄関のカギが開いているのは、ここから外に逃げたと思わせたかったから。イージスがしかけた、幾いく重えもの誤ミス誘リー導ドの一つ。

「わかった」

　理由も聞かずにうなずくイーザー。

　信しん頼らいしてくれるのか。自分を。

　サミィの胸に、喜びと──同時に不安が沸わき上がる。

　これでもし、いなかったら──

　そもそもなぜ、イージスの動きがわかるような気がするのか、サミィ自身にも理解できないのだ。この家にイージスとルードが入ったのはほぼ間違いないだろうが、普ふ通つうに玄関から逃げた可能性もある。

　だがなぜか、確信があった。

　家は二階建て。ざっと見たところ、上下ともに三、四部屋ずつ。地下もあるかもしれない。

　土地が余っているこのあたりでは、まあ標準程度のものである。

　もしイージスがいるとしたら──

「どこだと思う」

　と、イーザー。

「二階」

　サミィは即そく答とうした。

「たぶん、いざとなったら窓から飛び出すつもりだと思う」

「わかった。行ってみる。サミィは窓の外で待機を」

「ＯＫ」

　応えて、サミィは外へと駆かけだした。




　安い樹じゆ脂し建材の階段は、一歩踏ふみ出すごとに小さな軋きしみを漏もらす。

　歩き方と靴くつの素材で、足音そのものはある程度消せるが、それでイーザーの体重がゼロになるわけでも、階段のつくりを良くできるわけでもない。

　イーザーは階段を上りきり、その先を見通した。

　外に面した廊下には、小さな窓がいくつか並び、外からの──街がい灯とうや月のかすかな光を導き入れている。

　かすかな光だが──問題はなかった。

　彼の、左右異なる瞳ひとみの色は飾かざりではない。片方が遠えん距きよ離り視認用、もう片方が暗所視認に長たけて設計されているのである。

　そのせいで、屈くつ折せつ率の差を生み、光の下では瞳の色が違ちがって見える。

　イーザーにとって、この程度の暗さは闇やみではない。

　とはいえそれは、相手──イージスにとっても同じことなのだが。

　窓の向かいには、二つのドアだけが闇ににじんで並んでいた。

　手前か。奥か。

　短い逡しゆん巡じゆんの後、イーザーは片方のドアを選んだ。

　手前のドアを。

　カギはかかっていなかった。

　跳はね開けて飛び込み、銃じゆうを構えたままぐるりと見み渡わたす。

　部屋の中にはいくつかの家具が、白いシーツの幽ゆう霊れいのように、月に照らされ佇たたずんでいる。

　そして床ゆかには倒たおれた人ひと影かげ。

　ルード。

　見て取ると同時に、イーザーは手にしたビームガンを最大出力に切り替かえ、撃うった。

　隣となりの部屋とを隔へだてる壁かべを。

　動どう揺ようの気配は、確かにその先で生まれた。

　イーザーは部屋を出、隣りん室しつのドアを──

　開けるよりも一いつ瞬しゆん早く。奥からガラスの割れる音。

　ドアを開いたその時には。

　割れた大きな窓から、夜風が室内に吹ふきつけていた。




　動揺はない。ないはずだ。

　彼ら──イージスは、そういうふうにつくられているのだから。

　だが、解けない疑問はあった。

　なぜ、自分の動きが読まれている？

　空き家の二階に身を潜ひそめ、イージスはこれまでのことを考える。

　役にも立たない組織を壊かい滅めつさせ、帰き還かんする途と中ちゆう、急な作戦変へん更こうがあった。

　たった一人でもう一度、ルード＝Ｄ＝ロズウェルの誘ゆう拐かいを実行しろ、というものだった。

　ほぼ成せい功こうは不可能な作戦だった。あちらにはシェリフスターの試作体が三体存在するのだ。

　だが命令であるなら仕方ない。

　彼は策を練った。

　しばらく前の町で追いつき、監かん視しをし、チーム・シューティング・スターと呼ばれる二人がいないことに気がついた。

　移動時にもそれらしき相手が見当たらなかったことからして、何かの理由で護衛を外れたのではないかと判断した。

　状じよう況きようは多少よくなったが、それでもいまだ、向こうには試作体が二体。

　試作体の車に爆ばく発はつ物を仕し掛かけることも考えたが、なぜかその車が見当たらない。

　結局イージスは、イーザーのふりをしてルードを誘さそい出し──計画の成功を確信した。

　追って来られることも計算済みだった。

　が。

　なぜうまくいかない？　ふりきれない？

　路地で振り向きざまに射った時、手傷くらいは負わせられてもよかったはずだ。

　自分の基もととなった試作体、『イーザー』の方はともかく、やや反応速度の劣おとる『サミィ』なら、仕留めることも可能だったはずだ。

　だが二人とも、その攻こう撃げきをかわしてのけた。まるであらかじめわかっていたかのように。

　道で煙幕弾を放ち、確実に一瞬は目をあざむいた時もそうだ。普ふ通つうは路地に逃にげたと思うだろう。

　なのに試作体たちは、迷わずこの家に入って来た。

　たまたま飛び込んだここが無人と知って、イージスは、やりすごす手を選んだ。玄げん関かんのカギをわざわざ開け、二階に隠かくれ潜む。

　しかし今、階段のきしみが上へとやって来ている。

　──もっとも、そのきしみから察するに、上がって来たのは一人。

　その前に玄関のドアが一度開閉する音が聞こえた。ならば、もう一人はおそらく外に出たのだろう。

　二手に分かれ、別の場所を探しに行ったのか、ここにイージスがいると確信し、外からバックアップするつもりなのかは不明だが。

　後者の場合、可能性として濃のう厚こうなのは、ルードに発信器が取り付けられていることだった。

　それを考こう慮りよし、すでに罠わなを仕掛けておいた。

　階段から見て手前の部屋に気を失ったルードを置き、自分は奥の部屋で、家具の影かげに身を隠した。

　もし先にこちらの部屋に来るようなら、ドアごと撃ち抜ぬいてやればいい。

　そして、ルードに発信器がついていようといまいと、試作体が手前の部屋を先に覗のぞいた場合には。

　部屋に倒れたルードを見つけ、近寄るはずである。無事を確認するために。

　その時、試作体がどの位置に佇たたずむか──家具の配置も考えて、ルードを置いたイージスには、容易に特定できる。

　そこを、壁ごと撃ち抜く。

　一いち撃げきで確実な致ち命めい傷しようを負わせることは難しいだろうが、傷つけて、いくらかでも戦せん闘とう力を奪うばうことができればそれでいい。

　そのままそちらを倒たおしてしまえば、あとは一対一。勝つ確率は格段に跳はね上がる。

　ビームガンの出力を上げ、息を潜めて待つ。

　階段のきしみが消えた。

　上にたどり着いたのだ。試作体が。

　神経を研とぎ澄すまし、集中する。音に。

　静かな夜。窓の外を吹く風の音さえ聞こえて来そうなその中で──

　聞こえた。

　イージスの聴ちよう力りよくをもってして、かろうじてそうとわかる、小さな、小さな足音と、衣きぬ擦ずれの音が。

　廊ろう下かを歩き──止まる。

　隣の部屋の前で。

　扉とびらが開き──

　足の止まる気配。

　家具の陰にイージスが隠れているのではないか、と警けい戒かいしているのだろう。

　──そのまま進め。ルードのそばに──

　念じ、る。が、試作体が動く気配はない。

　ここで、隣となりの部屋のドアあたりを目がけて撃うつ、という手段もあるにはあるのだが、試作体が佇んでいるのがドアの正面かその横かがわからぬ以上、命中の確率は決して大きくない。

　ルードに近づくのを待つ。

　イージスが決意した、その時。

　ヴュムッ！

　壁かべを突つき破り飛び来た光が、イージスの左ひだり肩かたを灼やいた！

　──それはあくまで偶ぐう然ぜんにしか過ぎなかった。

　イーザーがイージスの作戦を読んだのは事実。が、壁かべ越ごしに見当で放った一撃がイージスの肩を灼いたのは、たまたまである。

　しかし。

「──!?」

　熱い痛みが駆かけ抜ける。だがそれ以上に、イージスは──動どう揺ようしていた。

　ルードに発信器がついていたわけではなく、自分の策が完全に読まれていたのだと悟さとったがゆえに。

　相手から丸見えになっているような気さえした。

　味わったことのない感覚が、胸の裡うちに湧わき起こる。それが恐きよう怖ふと混乱であるとは自覚もせぬまま、ただ、これだけは悟った。

　──勝てない──と。

　きびすを返し、両手をクロスしてガラス窓に突っ込む。

　ガラスの割れる音とともに、浮ふ遊ゆう感。

　空中で姿勢を立て直し──

　イージスは、見た。

　地上からこちらを見上げる女の姿を。

　試作体の一人。『サミィ』。

　こいつになら勝てる。反応速度や射撃精度はこちらに分がある。

　イージスは空中で銃じゆうをかざし、女の胸に照準すると、引き金を──

　引いた。




　ガラスの割れる音を耳に、サミィは視線をはね上げた。

　飛び出し、宙に舞まう黒い影。

　イージスなのだと瞬しゆん時じにわかった。

　その瞳ひとみが、自分を捕とらえたのを知った。

　胸に、灼しやく熱ねつ感が生まれる。

　──撃たれた──!?

　愕がく然ぜんと身をひねり──それでもサミィは、銃のトリガーを引いていた。




　イーザーは窓に駆け寄り、割れた窓から下を見下ろす。

　そこには──

　路上に倒れ、死の痙けい攣れんをはじめる影かげ。

「サミィ」

　イーザーが声をかける。

「──サミィ！」

　二度呼びかけられて。

　影の横に立ちつくしていたサミィは、ようやくのろのろと顔を上げた。

「無事か？」

「……あ。うん」

　気の抜ぬけたような返事。

「ルードはこちらにいた。保護して降りる」

「……うん」

　どこか様子がおかしいサミィのことを気にかけながらも、イーザーは、ルードのいる隣の部屋に向かった。




　窓の奥に消えたイーザーを見送って──

　サミィは、いまだ呆ぼう然ぜんと佇たたずんでいた。

　撃たれた。

　あの時、確かにそう思った。

　だが、身をひねった瞬間、つい今までサミィの心臓があった場所を光が貫つらぬき、サミィの放った一撃は、イージスの体を捕らえていた。

　撃たれてはいなかったのだ。

　イージスの方はおそらくは即そく死しだろう。

　だが、勝利感は──ない。

　なぜ自分にはイージスの動きが手に取るようにわかったか。そんなことはいい。

　前に彼女は考えたことがある。

　イーザーと同じ顔をした者を、撃つことができるのか？

　心を持っているとわかっている者を、倒たおすことができるのか？

　その時に出た答えは──否いな。

　だが今、自分はイージスを撃うった。何のためらいもなく。

　自分はやはり──心を持ったふりをしているだけの、人殺し人形ではないのか──

「サミィ」

　名を呼ばれ、肩かた越ごしに振ふり向く。そこにはイーザーと、自分の足で立って歩いているルードの姿。

　ルードは多少ふらついてはいるが、とりあえず無事のようである。

「倒したのか」

「……たぶん」

　問いに力無く応える。

　イージスは、もはやぴくりとも動かない。

　イーザーはサミィの横を通り過ぎて、イージスのそばにかがみ込み、首筋に手を当てて生死を確かめ──

　服の背中を引き剝はいだ。

　そこには、横一直線に、火傷やけどの跡が走っていた。

「前に襲しゆう撃げきしてきた奴やつだ」

　イーザーは言った。
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　かつてこのイージスが、ルードとレティシアたちを襲おそった時、イーザーの一撃が、その背を浅く灼やいていた。その跡あとである。

　サミィはなんとか気分を切り替かえ、

「そいつが……一人で？」

「妙みような話だ。不利は承知のはずだろう」

　このイージスは、レティシアとメニィのバックアップに、サミィとイーザーがついているのを知り、ルードに手を出すのは無理と判断をして、自身の痕こん跡せきを消して立ち去ったのである。

　そんな相手が──レティシアとメニィが欠けたことを知っていたにせよ、サミィとイーザーの二人を相手に仕し掛かけるなどと。

　それには当然、黒幕からの命令があったのだろうが……となると、黒幕の本当の狙ねらいは──

「──陽動──」

「おそらくな」

　つぶやくサミィにうなずくイーザー。

　こちらをつついて、シェリフスターの戦力を、この惑星ほしにくぎづけにしようというつもりだろう。

　なら、黒幕の本当の狙いは──火星。

　どうやら読みは、レティシアの方が当たっていたようである。

　こんな陽動でもやらざるを得ない、ということは、火星には、かなり本気で戦力を集めているのではないだろうか。

「知らせる？　レティシアに」

　サミィは問う。こちらの通信回線は、黒幕に筒つつ抜ぬけだという可能性もあるのだが──

「知らせないのも不自然だ。事実だけ伝えれば、あとはレティシアが判断する」

　わざわざ言わずとも、彼女も気づくだろう。これが陽動だということくらい。

「……けど、どうするんだよその死体」

　今度はルードがイーザーに問いかけた。

「整形か何か知らないが、あんたと同じ顔の死体をほっぽっとくわけにもいかねえだろ？」

　イーザーはしばし考え──首を振る。横に。

「──いや。

　不ふ審しん者の死体処理を引き受けた覚えはない。処理をするべき所に処理をしてもらおう」

「……なるほど……クロフトの黒幕さんが尻けつを拭ふけ、ってことだな」

「宿に戻もどろう。明日は早くに発たつ。隣となりの町までは我々の車に乗ってもらう。拒きよ否ひはしないでもらいたい」

「……わかったよ。こういう事情じゃあな……」

「戻るぞ。──サミィ」

「──あ。うん」

　また考え事をしていたのを、呼ばれて我に返り、イーザー、ルードとともに歩き出す。

　ちらりと肩越しに振り向けば、そこにはもはや動かぬイージス。

　開いたままの目の色は──やはり何度見ても、イーザーと同じだった。




　地平の端はしに昇のぼる陽は、荒こう野やを一層赤茶けて見せる。

　サミィたちが宿を発ったのは、そんな時刻のことだった。

　ホテルから離はなれた場所に停とめた黒い車に三人は乗り込んだ。

「くどいようだけど、隣の町までだぜ」

「わかった」

　運転席の後ろから念を押すルードに、ハンドルを握にぎるイーザーはうなずいた。

　助手席でサミィは苦く笑しようし、

「こだわるわねー」

「当たり前だ」

　憮ぶ然ぜんと言うルードに再び笑えみを浮うかべて、サミィはイーザーに向かって、

「今日は赤でいきましょ」

「ああ」

　応えてイーザーはモーターを駆動ドライブし、普ふ通つうの車にはないボタンをいじくる。

　途と端たん。

　車の色が、瞬しゆん時じに黒から赤へと変化した。

「うおっ!?」

　ルードの驚おどろきの声を合図に車は走り出す。

「今……！　色、変わったぞ！　色！」

　子供のように驚くルードに、サミィは得意げに、

「うちの装備課にいる趣しゆ味み人のしかけよ」

「すっげぇな」

「まあね」

　別にサミィがいばることでもないのだが。

　電気刺し激げきによって、表面の反射パターンが変化し、表面色をさまざまに変える。技術的には古くからあるものではあるが、コストやメンテナンスの問題で、実使用される頻ひん度どは低く、確かに珍めずらしいといえば珍しいものではあった。

　もともとは、レティシアたちを陰かげからバックアップする際、尾び行こうに気づかれぬようにするためのものだった。

　最近では、時々なんとなく色を変えている。

　それが結果として、イージスが車に細工をしようとしたのを防ぐことになったのだが、サミィとイーザーもそこまでは知らない。

　車は西へと向かい──

　ほどなく後ろの座席から、ルードの寝ね息いきが聞こえてきた。

　たしかに昨日はいろいろあった。おまけに起きたのはこの時間。今までの旅の疲つかれもたまっていたはずだし──ついでに、窓の外の風景が、単調に続く荒野となれば、眠ねむくなるのも当然だろう。

　駆動音と風の音。後ろからはルードの寝息。

　どれくらい走ったか。

「──イーザー」

　サミィは口を開いた。

「ん？」

　口を開きかけ──閉じる。

　何から話せばいいものか。

　昨日はいろいろあった──ありすぎた。

　まだ頭の中がごちゃごちゃしている。

　レティシアには昨日のうちに、襲しゆう撃げきのことは連れん絡らくしておいた。

　返ってきたのは、『そう──』と、そっけないあいづち一つ。

　だが、それで伝わったはずだ。すべてが。

　あとはレティシアたちに任せるしかない。彼女たちが失敗すれば、すべてが終わる。

　レティシアも、メニィも。そして──どういう形で終わるかはともかく、たぶんサミィとイーザーも。

　だがそんなことを、ここで口にしても仕方ない。

　結局。

「──きのう──なんで、信用してくれたの？　あたしのこと？」

　サミィはそう口にした。

「信用？」

　前を向いたまま、イーザー。

「イージスを追ってる時。

　あっちだ、こっちだ。ここにいるはずだ、いないはずだ。って……

　あたしとしては、ほとんど根こん拠きよもなく直感で言ってて……でもイーザーはそれを全部信じてくれて……

　なんで、ああ無条件に信じてくれたの？」

「──気づいていないのか？」

　どこかとまどったような、イーザーの声。

「気づく……って、何が？」

「自分がある意味、イージスの天敵だということに」

「………………………………は？」

　心の底から意味がわからず、サミィはすっとんきょうな声を上げた。

　天敵？　自分が？　イージスの？

　ありえない話である。

　サミィ。イーザー。メニィ。

　クロフトは、彼ら三人を生バイ体オ兵ウエ器ポンの試作体として生み出し、シェリフスターという会社を使って試験運用をした。

　その中で、イーザーを最も優ゆう秀しゆうとみなしたからこそ、そのクローン、イージスの量産を開始したのだ。

　つまりサミィは、戦せん闘とう力において、明らかにイージスより劣おとっているはずなのである。

　その自分がイージスの天敵だなどと言われても──

「イージスの遺伝子及および戦闘パターンは誰だれを基もととしている？」

　イーザーが問う。答えのわかりきったことを。

「……イーザー……」

「では私を実際に、一番よく知っている者は誰だ？」

「そりゃあたぶん……あ。」

　彼女は思わず声を上げた。

「……あたしだ……」

「そういうことだ」

　イーザーの行動パターンを最も知り尽つくしているのは、まず間ま違ちがいなく、共に肩かたを並べて戦い続けたサミィだろう。

　そして、イーザーの遺伝子とデータから生み出されたイージスは、イーザーの癖くせも受け継ついでいた。

　──イーザーなら、このタイミングでここを狙ねらって撃うつ──

　サミィは無意識のうちにそう判断して身をかわしていた。

　イーザーなら、ここで路地と見せかけて別のルートを取るはずだ。イーザーなら。イーザーなら。

　あの時サミィは自覚もないまま、そう考えていたのだ。

　だからこそ、サミィたちを、単なる敵としてしか認識していなかったイージスに勝てたわけである。単なるヤマカンや偶ぐう然ぜんではない。

　空き家の二階で、イーザーがイージスを出し抜ぬいたのも、もし自分ならどう作戦を立てるか──それを考えたがゆえだった。

　サミィがある意味イージスの天敵、とは、そういうことなのだろう。

「けど、天敵、って……あんまりうれしくない呼び方ね」

「そうか？」

「そうよ」

　サミィは、イーザーの横顔を眺ながめながら苦く笑しようした。




　サミィにとって、ルードの旅につきあうのは、決して退たい屈くつなことではなかった。

　ヒッチハイクで車を拾い、町から町へ。一体何を話しているのか、乗せてくれたドライバーと談笑するルードは、やたらと楽しそうに見えた。

　小こ綺ぎ麗れいとは言い難がたい食堂で安い食事を頰ほおばり、安宿の、床ゆかよりは多少マシなベッドで横になる。

　時には日ひ雇やといで金をかせぎ、その日知り合ったばかりの仕事仲間たちとメシを食う。

　ルードに食事をおごってくれた、気のいい食堂のおかみさん。たまたま出会った、似たような旅を続ける青年。酒場で因いん縁ねんをつけてきた親父おやじは、ルードが安酒を一いつ杯ぱいおごると、途と端たんに女によう房ぼうの愚ぐ痴ちを並べ立て、最後には彼と肩を組んで店を出た。

　──こういう生き方もあるんだな──

　そんな旅を見守りながら、サミィは少し、うらやましかった。

　あいかわらず太陽は燦さん々さんと輝かがやき、あいかわらず荒こう野やは乾かわいていたが、それでも一行の旅は、終わりに近づきつつあった。

　イージスの襲しゆう撃げきがあった翌日、その死体を放置したと報告した時、ティモシーはずいぶんあわてていたが、結局地元のニュースなどでは、とりたてて何も報道されなかった。やはりクロフトがいろいろともみ消したのだろう。

　──そのティモシーから連れん絡らくがあったのは、レティシアたちと別れて、一週間ほどが経たったあとのことだった。

　今日も今日とて道みち端ばたでヒッチハイクを続けるルード。その彼を離はなれて眺める車の中で、サミィとイーザーの二人は、それを聞いた。

　火星で、ランドルフ＝マイスターを襲撃したイージスたちが撃退された、と。

　レティシアとメニィの二人も無事らしい。

『問題は──』

　音声のみの通信で、ティモシーの声は続けた。

『イージスたちを動かしていた黒幕の身み柄がらが、まだ確保されていない、ということなんだ。

　追いつめられた相手がどんな行動に出るか、予測できない。

　現在は姿をくらましていて──このまま完全に失しつ踪そうするなら、それはそれでかまわないんだけれど、ヤケを起こして無茶なことをしでかす危険もある。

　そこで早さつ速そくなんだけど、きみたちには捜そう索さくの手伝いと──』

「ちょっ……！　ちょっと待ってよ！」

　ティモシーの声を遮さえぎり、サミィは声を上げた。思わず無意味に、車のスピーカーに向かって身を乗り出して。

「早速、って……あたしたちは今、ルードの護衛任務中よ！」

『そっちは中止の方向で……』

「あのねえっ！　そんないい加減な……！」

『ルード＝ロズウェル氏の出した、相続権放ほう棄きの書類が受理されたんだ』

「──」

　言われて、サミィは沈ちん黙もくした。

　そういえば……そうだった。

『依い頼らい主のクロフトは、依頼を取り下げて来た。だから、終わりなんだ』

「けど……！　捜索の手伝いだの黒幕の行方ゆくえだのって……クロフトの警備部あたりがやればいい話だし、あたしたち二人が加わったところで、どうこうなるもんでもないでしょ!?」

　食い下がるサミィに、ティモシーは溜ため息いき混じりの声で、

『……その警備部門の総そう括かつ者が、黒幕だったんだ』

「…………………………」

　最悪である。

『置きみやげにコンピューターウィルスやら何やらをいろいろ残してくれてね。おかげで今、警備部門はめちゃめちゃらしいよ。

　で、猫ねこの手も借りたい状じよう況きようなんだ』

　なるほど。事情はわかる。

　とはいえ、ここでルードを放り出すのは、あまりにも無責任なのではないか？

　ルードの旅につきあってみよう。サミィは、そう思っていた。旅の終わりに、ルードが何かの結論を出すのか、出さないのか。

　それを見届けてみたい、と。

　なのに──

　もういい。ハイ終しゆう了りよう。などと。

　クロフトは、自分たちだけでなく、人間のルードさえ、ただの道具としてしか見ていないのか。

「──続けさせて」

　気がつくと。サミィはそう口走っていた。

「サミィ？」

　運転席のイーザーが彼女を見やる。

　スピーカーの向こうで、ティモシーも、驚おどろいたように沈黙していた。

「──いや……続けさせてください。社長」

　サミィは重ねて言う。

「たぶんあと数日。それで終わるんです。

　それに、ここで、会社の事情だからさようなら、って言うのは、依頼人には忠実かもしれないけど、ルードにとっては無責任だし……その……」

『──その？』

　先を促うながすティモシーの声は、なぜか、いつもと雰ふん囲い気きが違ちがって聞こえた。

「やりたいの。最後まで」

『なぜ？』

「責任、っていうものも──」

　──違うな──

　言いかけて、サミィは思った。

　自分が言いたいのは、それじゃあない。

「……ルードは──言ってた。旅で、自分ってものを再確認するんだ、って。

　もし……

　この旅に最後までつきあえば、何かが……何かが見えるような気がする。何かが変わるような気がする。だから……それを見てみたい、っていうか……その……」

　言う声のトーンがだんだん落ちてゆく。自分でも、何を言いたいのかわからない。こんなもの、説得でもなんでもない。

　スピーカーの向こうで、ティモシーは小さく笑って、

『じゃあ、終わったらすぐに連れん絡らくを入れること』

「……………………………………………………………………え？」

　一いつ瞬しゆん、意味がわからずに、サミィは空気の抜ぬけたような音を漏もらす。

『護衛を最後まで続けろ、ってことだよ』

「……え？　あの……？」

　いともあっさりと許可されて、かえってサミィの方がとまどった。とてもではないが、説得できるようなことを言ったわけではないというのに。

　イーザーも、いつもの無表情ながら──それでもどこかいぶかしげに、じっと、ティモシーの声を運ぶスピーカーを見やっている。

『護衛を続けるのは不満？』

「いや！　あの！　そうじゃなくて！

　……ありがとう……ございます……」

『そのかわり、そっちの仕事が終わったら、必ずすぐに連絡を入れること。次の仕事もきっちりやること。いいよね』

「はいっ！」

『じゃあ、そういうことでよろしく～』

　妙みように軽い調子の別れの言葉を最後に、通信は終わった。

　サミィとイーザー、二人は思わず顔を見合わせる。

「……どういうこと？」

「──わからん」

　サミィの問いかけに、イーザーはむろん、そう答えるしかなかった。




　碧あおい星の上に浮うかぶ小さな黒い染しみ。

　宇宙から、それはそんなふうに見えた。

　惑わく星せいカクタスの衛星軌き道どう上に浮かぶ、直径二キロの円えん錐すい形の人工物。

　クロフト・カンパニーの所有する衛星工場『ナトゥーラ』。惑星開発に使う環かん境きよう改善生物を研究・生産する場所──

　──と、いうことになっている。表向きは。

　だがその中には、全高三メートルの円えん筒とう形ポッドが立ち並び、同じ顔、同じ銀色の髪かみをした青年たちを眠ねむらせている。

　クロフトが所有する、イージス量産工場の一つ。

　そのコントロール・センターには、仁に王おう立ちで作業を見守る、Ｊ＝ベックマンの姿があった。

　──馬ば鹿かだ。こいつ──

　そんなベックマンを横目で見ながら、秘書の一人──ジュスティス＝ブーゲンビルは、胸中でつぶやいた。

　惑星ガレットでシェリフスターたちを襲しゆう撃げきしたイージス。それを調達したのが、この工場からだった。

　当然この施し設せつ、クロフトの中では機密中の機密。

　外に情報が漏れるのを防ぐため、実作業者たちの数も少なくおさえてある。全員が、研究者を兼かねた作業者だった。

　警備は厳重。作業者よりも警備員たちの数の方が圧あつ倒とう的に多かった。

　ただその厳重な警備をしているのは、クロフトの警備部門の者たちであり、そのトップに立つのがベックマンだった。

　そういった意味では、彼らにとって、コントロールしやすい場所ではあったのだが──

　今、ベックマンがやっていることは、正気の沙さ汰たではない。

　彼は、自らの計画が失敗したと知るなり、ジュスティスをはじめ、自分の配下たちを集めてここにやって来て──

　占せん拠きよしたのだ。いきなり。

　警備部門の長たるベックマンにとって、偽にせの通達をひけらかし、有利な状じよう況きようを造り出すことは造作もなかった。

　彼は命令を下し──

　当然、作業者や警備員の中には逆らう者もいたが、同じ数だけ、今は施設の処理場に死体が転がっている。

　実用可能なイージスたちが叩たたき起こされ、ベックマンの手て駒ごまとして動いている。こうなれば、逆らえるものは誰だれもいない。

　生き残った作業者たちは、青い顔のまま作業を続けていた。

　この『ナトゥーラ』を動かすために。

　──本気で馬鹿だ。この男は。そんな杜ず撰さんな計画がうまくいくと思っているのか──？

　表情には欠片かけらも出さず、ジュスティスは胸中で吐はき捨すてる。

　だが一番馬鹿なのは、そんな馬鹿に、のこのこここまでついて来た自分だ。

　ついて行くのを拒きよ否ひすれば、何をされるかわからない。確かに出発した時点から、そういう空気もあるにはあった。

　しかし、このままずるずる流されていては、破は滅めつの道があるだけだろう。

　ジュスティスは、手の中に隠かくした携パー帯ソナ電ル・話フオンの打ち終えたメールを、そっと送信した。




　驚おどろいて飛び上がるという表現は、決して噓うそではなかったのだな。

　クラウニー＝ブラムハットは、そんな、場ば違ちがいにのんきなことを考えていた。

　いつものように自宅でくつろいでいた時、そのメールは届いた。

　切れ切れの単語が羅ら列れつし──綴つづりの間違いもかなりあったが、理解できないものではなかった。

　そしてその内容を理解した時、彼は実際、びくんっ、と跳はねるように椅い子すから立ち上がっていたのだった。

　かつて彼は、Ｊ＝ベックマンをこう評した。

　短たん慮りよさがとりえ──と。

　だが。こうまで短慮であったとは。

　ベックマンは、イージス生産工場『ナトゥーラ』を占拠し、移動させようとしている。

　メールはそう読みとれた。

　おそらくは工場そのものと、イージスの現物、その生産ノウハウをどこかに売りつけ、そこで安あん穏のんと暮らす胆はらだろう。

　相手はクロフトをライバル視しているエルパ社か、軍事政権の惑わく星せい国家。あるいは犯罪組織かもしれない。いずれにしても、引く手はあまたあるだろう。

　──冗じよう談だんではない。

　このあとベックマンがどうなろうと──どこかで幸せに暮らそうが、そのあたりでのたれ死にしようが、それこそ知ったことではないが、彼が今やろうとしていることは、クロフトに大きなダメージを与あたえるだろう。

　ベックマンの計画が成功し、世間の知るところとなれば、まず、クロフト警備部門の信しん頼らいはガタ落ちになる。

　イージスが別の所で生産され──あるいは改良されることになれば、軍事部門の優位もいくぶん落ちるはず。

　だが、何より怖こわいのはスキャンダル。

　かつて人類最大規模を誇ほこったエルパ社が、クロフトに追い抜ぬかれ、いまだ二位に甘んじ続けている原因もスキャンダルだった。

　消費者というのは、企き業ぎようトップが考えているよりもずっと、感情に流されやすい。

　──むろんそれが、ベックマンの狙ねらうところでもあるのだろう。

　すなわち、クロフト社そのものへの復ふく讐しゆう。

　復讐の相手には、ブラムハットも含ふくまれる。

　ベックマンは、粉ふん骨こつ砕さい身しんし、会社のため、そしてブラムハットのために働いてきた──つもりでいるのだろう。

　だが、ブラムハットの誘さそいに乗って、イージスを勝手に運用し、社長の暗殺まで図はかり──

　それで結局、失敗した。

　挙げ句、しばらく前、ブラムハットのもとに臆おく面めんもなく連れん絡らくを入れてきた。

　役員会で何かあれば、自分のフォローを頼たのみたい、と。

　身の程知らずな寝ね言ごとをつぶやく彼に、ブラムハットは答えた。

　何か、の度合いによる、と。

　相手は沈ちん黙もくし──電話を切った。

　ようやく気づいたのだろう。自身が、切り捨て可能な操あやつり人形として踊おどらされていたことに。

　そして彼は、復讐を決心した──そんなところに違いあるまい。

　ブラムハットに言わせれば、逆さか恨うらみもいいところである。

　この世界で、踊り、踊らされるのは当たり前のこと。勝手に踊り方を間違えて、どうしてくれる、も何もない。

　シェリフスターの戦せん闘とう力を軽視しすぎ、イージスの能力をあてにしすぎ、ブラムハットやマイスター社長のことを甘く見すぎ──

　それで結局、自分で墓ぼ穴けつを掘ほったのだ。なら当然、舞ぶ台たいから退場するのはベックマン一人であるべきだ。

　彼にクロフトを傾かたむけるような真ま似ねはさせない。

　ブラムハットの野望は、クロフト社トップの座につくことだが──その時に、クロフトが落ちぶれていたのでは意味はない。

　傾いた玉座にしがみつくのは、無意味なプライドや地位に執しゆう着ちやくのある馬ば鹿かだけだ。彼が欲ほつしているのはそんなものではなかった。

　とはいえ、ブラムハット自身が動いてどうこうできるものではない。

　なら、後始末は別の人間にしてもらおう。

　ブラムハットは、サイドテーブルにある卓たく上じようベルのスイッチを押す。

　遠くでベルの音が響ひびき、すぐさま部屋の扉とびらが開くと、秘書の一人が顔を出す。

「至急、秘ひ匿とく回線で連絡を取ってくれ」

　一礼する秘書に向かって、彼は言う。

「相手は──

　ランドルフ＝マイスター代表取とり締しまり役やく──」




　轟ごう音おんが大気を割さいて、翼つばさが飛び立つ。

　宇宙へと。

　惑星ガレット。ハースト大陸の西せい端たんにある街、ネオバンギル。

　街のはずれにある宇スペー宙ス・港ポートに、サミィとイーザー、そしてルードの三人はいた。

「──終わったね──」

　晴れやかに、サミィ。

「ああ。終わった」

　にこやかに、ルード。

　彼を拾ってくれたトラックは、今日の昼前、この、海辺の街にたどり着き──

　そして、大陸横断の旅は終わった。

「──で」

　後ろに手を組み、サミィはルードに問いかける。何かを期待する子供のような瞳ひとみで。

「見つかったの？　自分、って奴やつは」

　問われてルードは笑え顔がおで、

「さあな」

「そっか」

　サミィもなぜか、また笑顔。

「世話になったな」

「じゃ。元気で」

　別れは、しごくあっさりとしたものだった。

　ルードはそのままきびすを返し、宇スペー宙ス・港ポートに向かって歩き出した。

「サミィ」

　去りゆくルードの背を見送りながら、イーザーは口を開いた。

「ん？」

「怒おこらないのか？」

「なんで？」

　イーザーは、上じよう機き嫌げんなサミィを、まじまじと不思議そうに見つめ、

「自分の再確認だとルードは言った。サミィは、そこに何かを見つけられるかもしれない、と言った。

　しかし今、ルードが返した答えは、充じゆう分ぶん納なつ得とくいくものとは思えない。

　サミィは怒り出すと思ったのだが」

「うん。まあ、そうなんだけど。

　何ていうか……言葉じゃあない、っていうか」

「よくわからないが」

「あたしもよくわかんない」

　ほほえむサミィの長い金きん髪ぱつが、吹ふく潮風に流れてなびく。

　結局、イーザーには何もわからない。

　わかるのはただ、サミィが何だか満足そうだ、ということだった。

　ならば、それで十分である。

「──そうか」

　イーザーは、宇宙港の方に目をやった。

　中に入ってしまったのだろう。ルードの姿は、そこにはもうない。

　見送りも済んだ。これで、ルード＝Ｄ＝ロズウェルの護衛任務は終しゆう了りようした。

　イーザーはきびすを返す。車の方に。

「なら約束通り、社長に報告だ」

　サミィもそちらに向かって歩きながら、

「ややこしいことになってなきゃいいけど」

　ややこしいことになっていた。




『何か変わった？　サミィ』

「その……正直わかりません」

　車に設置された回線を使い、護衛終了の報告をした後。

　ティモシーに聞かれ、サミィはおずおずと答えた。

　自分でも説得だか何だかわからないことを言い、結局、よくわかりませんでした、というオチである。

　相手がおどおど社長でも、さすがにちょっと気がひける。

　それに──なぜだろう。映像なしの声だけだと、ティモシーの印象が微び妙みように違ちがうのは。

　スピーカーの向こうでティモシーは笑い、

『まあ、言葉にできるものじゃあないだろうね。ああいう感覚は』

　サミィと同じことを言う。

『ともかくそれじゃあ、早さつ速そくだけど、次の仕事にかかってもらうよ』

　おとがめはなし、ということか？

　どういう風の吹き回しかはわからないが、ありがたいと言えばありがたい。

「状じよう況きようはどうなってるの？」

『うん。最悪』

　ティモシーの声は、なぜか楽しげに聞こえた。

『今回の事件の首しゆ謀ぼう者しやはＪ＝ベックマン。クロフト警備部門の総そう括かつ者。

　彼は今、惑わく星せいカクタスの衛星工場「ナトゥーラ」を占せん拠きよ中。

「ナトゥーラ」はイージス生産工場の一つで、彼はそれを手みやげに、どこかに逃にげようとしている。

　きみたちは宇宙に出て、装備課から補給を受け、「ナトゥーラ」に向かって欲しい。

　目的は「ナトゥーラ」の移動阻そ止しとベックマンの身み柄がら拘こう束そく。施し設せつの破は壊かいはできるだけ少なくしてほしいけど、逃とう亡ぼうを許すくらいなら、「ナトゥーラ」そのものの破壊も可能。

　ということでＯＫ？』

　さらりとひと息に言われ、サミィのちょっと幸せ気分はあっさり吹っ飛んだ。

「……何……？　それ……？」

『ＯＫ？』

「──なわけないでしょ!?

　つまりっ……イージスがごろごろいるところへあたしたちだけで行って……！」

『二人だけ、なんて言ってないよ。

　ことはクロフト社全体に関わる問題だからね。動けるものはみんな動いてる。

「ナトゥーラ」以外の場所で生産されていたイージスも、動員されることになるだろう。

　シューティング・スターの二人ももう向かったよ。まあ、距きよ離りがあるから、きみたちがすぐに動いてくれた場合、「ナトゥーラ」に着くのはほとんど同じくらいになるだろうけど。

　とはいえ実際のところ、どれくらいの戦力が現場に集められるかはわからない。

　前に言ったように、ベックマンの置きみやげで受けたダメージは、まだ完全に回復していないし、純じゆん粋すいに、距離の問題もあるからね。

　とにかくやれることをやろう、ってこと。

　計算したんだが、きみたちの場所からなら、「ナトゥーラ」がワープ可能域に出るまでに、十分たどり着けるはずだ』

「……ワープ可能域？」

　サミィは一いつ瞬しゆん、自分の耳を疑った。

　基本的に、ワープと俗ぞく称しようされる超ちよう光速航行は、惑星などの巨きよ大だい質量に近い場所では使用できない。そのため恒こう星せい間宇宙船は、惑星などから一定以上離はなれた場所──つまり、ワープ可能域まで航行してから超光速航行に突とつ入にゆうするわけだが──

「ワープって。衛星工場が？」

『そう。「ナトゥーラ」には航行システムとワープシステムが搭とう載さいされてるから』

「なんで衛星工場にそんな無意味なものつけてるのよっ!?」

　思わず声を上げるサミィ。

　しかしティモシーは落ち着いた口調で、

『無意味じゃないよ。

　クローン関連の法改正があった時の移動用についているんだ。このテの施設には全部』

「………………………………」

　サミィは、あきれてものが言えなかった。

　民族や宗教観などの違ちがいから、クローニングに関する法律は国によって異なる。

　人のクローニングはいかなる形であっても禁止、というところもあれば、欠落した手足や傷いたんだ臓器を治ち療りようするための部分クローニングに限って可、というのもあり──無規制、という場所もあった。

　厳密には人ではないイージスのクローニングが、法的にはどうなのか、見解はいろいろ分かれるところだろうが──一番面めん倒どうがないのは、クローニングに関して無規制の場所に製造工場を置くことである。

　とはいえ、現在無規制の場所が、いつまでも無規制でいる保証はない。

　政治家の思おも惑わくで。あるいは民意で。はたまたクーデターで。法律が変わる理由などはいくらでもある。

　そんな時に、工場ごと引っ越こしができれば問題はない。

　そういう意図のもと、衛星工場に推進機関やらワープシステムをつけている、というのだ。

　スケールが大きいというか、頭悪いというか……

『あくまで万一のことを想定しての、使うかどうかもわからないものだからね。推進装置にしても、そんなに大がかりなものじゃあない。

　本格的に動き出して、ワープ可能域にたどり着くまでは、かなり時間がかかるはずだ。

　とはいえワープされてしまえば、相手がどこへ消えたのかを追うのはまず不可能。

　それまでに止める。

　施設内には、ベックマンには荷か担たんしていない研究作業員たちもいる。できれば内部に突入して、犠ぎ牲せいはなるべく少な目に制圧するのが理想。

　けれどもし、ワープ可能域に出るまでに止められそうになければ、「ナトゥーラ」そのものを破壊する』

「研究員ごと!?」

『逃亡を許してしまえば、ベックマンはイージスたちと生産工場を、犯罪組織に売り渡わたすかもしれない。

　そうなると、一組織に一イージス、なんてことになるかもしれない。嫌いやだろ？』

「それは確かに……嫌ね」

『阻止は絶対条件なんだよ。

　というわけで、内部制圧めざしてファイト』

「……なんでもいいけど社長……」

『何？』

「やけに楽しそうね」

『それは気のせい。

　ともかく、そういうことでいいよね？』

「……ＯＫ」

　無論二人には、そう答えるしかなかった。







　漆しつ黒こくの宇宙に、並び佇たたずむ二つの巨きよ体たい。

　惑わく星せいガレットをあとにしたサミィとイーザーの乗じよう艦かん『モーニング・スター』と、補給のために合流した、シェリフスターの補給艦『ヴァルキリー』の二隻せきだった。

　補給作業の進む『モーニング・スター』の格納庫で。

「ほほほほほほ！　ずいぶん待たせたわね二人とも！　けれどこうしてこのわたしがやって来たからには、もはや勝ったも同然よ！」

　サミィとイーザー、二人に向かい、隔かく壁へきさえも震ふるわせるボリュームとテンションで言い放ったのは、装備課主任のシュミ人だった。

　二十歳と少しの金きん髪ぱつ美人。それはいい。

　しかし、朱あかのジャケットに白いスラックス。シルクの白手て袋ぶくろをはめた右手には、どこか鞭むちを想わせるポインター。

　本名不明、自じ称しよう『クイーン』。

　……まあなんというか。そういう生き物である。

　見た目やら性格やらはアレだが、彼女自身、かなり有能な科学者でもあり、時々独自に変な兵器を開発する時もある。

「今回の補給はパワード・スーツ。

　サミィ用の『イフリート』とイーザー用の『ベフィーモス』」

　彼女は心底得意げに、補給物資の解説をする。

「名めい称しよう、外見、操作方法は今までのものと同じだけど、性能は段だん違ちがいよ。

　従来の機体は、二人の最高速度に反応しきれない部分があったわけだけど、今度のは基本構造からの組み替かえと新技術の導入によって反応速度が格段に向上！　標準装備はビームガン、左手の甲こうの対ビームシールド。表面塗と装そうはアンチレーザーコーティング！

　加えて今回は、突とつ入にゆう及および対イージス戦を想定して、両りよう腕うでのオプションアームにはグレネード弾だんと分子振しん動どうブレード！

　クロフトの施し設せつとはいえ、占せん拠きよされた時点で隔壁の開閉コードは変へん更こうされているはずよ。いいからすぱっと切っちゃうのね」

「了りよう解かい」

　確かに、いちいち回線にハッキングしては隔壁の開閉コードを探し出し……などということはやっていられないだろう。

「今回は、パワード・スーツでとりついて侵しん入にゆう、となるわけだけど、『ナトゥーラ』はものがものだけに、こっそりと対空兵装が充じゆう実じつしているのよ。砲ほう座ざに見えるものだけが砲座とは限らないと覚えてて。

『ナトゥーラ』の内部外部の地図マツプは、そっちの船とパワード・スーツのメモリーにも入れておいたから。

　で、『イフリート』と『ベフィーモス』だけど。

　宇宙空間での機動性を上げるために、二機に、専用のバックパック・ブースターをとりつけておいたわ。

　背についた可変式のＸ時型ブースター！　どれほどの機動性を発揮できるのか、せいぜい楽しみにしておくのね！　ほほほほほほほほ！

　……あ。でも施し設せつ突とつ入にゆう後は余デツ剰ド・重ウエ量イトにしかならないから、突入したらすぐに切り離はなして」

「なるほど」

　サミィはイーザーに目をやり、

「屋根くらいは役に立ちそうね」

「屋根？」

　と眉まゆをひそめてクイーン。

「ああ。車の屋根だ。あれは役に立った」

「………………………………………………………………」

　イーザーに真顔で言われ、クイーンはしばし憮ぶ然ぜんと沈ちん黙もくし、

「……あー。そうそう。それと、もう一つ」

　クイーンは、うって変わって不ふ機き嫌げんに、

「突入したらすぐに、『ナトゥーラ』のプログラム回線に接続して、プログラムＮを実行して。

　どちらかがやればいいわ。

　……社長の発案で組み上げた、対イージス用のウィルスプログラムが入ってるわ」

「は？」

　意味がわからず、サミィはおうむ返しに問い返す。

「社長発案の、対イージス用プログラム？」

　あのティモシーが、イージスをどうこうできる案を出した？　社長にそんなことができることも意外と言えば意外だが、まあありえないことではないのかもしれない。

　だが、ウィルスプログラムというのは？

　イージスは、『ナトゥーラ』のプログラムと直結して動いているわけではない。『ナトゥーラ』の回線に侵入してどうこうしたところで、どうなるというのか？

　まさか対イージス用の名がついているだけで、『ナトゥーラ』そのものを自じ滅めつさせるプログラム……いや、それなら普ふ通つうに、ナトゥーラを外から砲ほう撃げきして潰つぶせば済む話である。

「インストールに必要な時間は十秒もないわ。施設のライトが点てん滅めつしはじめたらオーケーよ」

「……点滅？」

　ますますもって意味がわからない。
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「使えばわかるわよ」

「わかった。ともかくやってみる」

　と、イーザー。

　クイーンはなぜか、さらに不機嫌そうに、

「それじゃあ」

　言い捨てると、きびすを返して去ってゆく。

「……何？　あれ？」

「自分が思いついたのではないところが気に入らなかったのだろう」

「……なるほど」

　イーザーの言葉は妙みように説得力があった。

　やがて補給を終えた『モーニング・スター』は、『ナトゥーラ』の存在する空域を目指してワープに突入した。




「か……艦かん影えい一、こちらに向かって接近中です！」

　オペレーターの報告に、ジュスティスは身を固くした。

　──来たか──

　小さく口の端はしを嚙かみしめて、コントロール・センターの中央に佇たたずむベックマンに目を向けた。

　いよいよやって来たのだ。クロフトの処しよ刑けい人たちが。

　あの連中が、自分たちを見み逃のがすはずはない。動かせるだけの手て駒ごまを動かして、こちらの殲せん滅めつを図はかるはずだ。

　勝ち目があると思っているのか？　ベックマンは？

　確かに、ワープ可能域に逃のがれてワープしてしまえば、逃にげおおせるチャンスは出てくる。だがこのデカブツがワープ可能域に到とう達たつするまで、まだまだ時間は必要だし、こちらのつもりは向こうも承知のはずだった。

　突入で内部制圧を試み、それができぬなら、こちらがワープ可能域に入る以前に、艦かん砲ぽう射しや撃げきで破は壊かいする──おそらく、そんな作戦を展開してくるだろう。

　この『ナトゥーラ』にもそれなりの装備はある。対空兵装に、二ダースほどの護衛戦せん闘とう機。

　だが対空兵装はあくまで宇宙デのブゴミリやら小型機に対してのものだし、護衛機の数も、何隻せきもの戦闘艦を楽に沈しずめられるような数ではない。

　つまり、戦闘艦隊が艦砲射撃を開始すれば、こちらに対たい抗こう手段はないのだ。

　ワープで逃げおおせる可能性は、ない。

　しかしベックマンは、この事態が全く理解できてすらいないのか、オペレーターの報告にも、全く動じる様子はなく、

「船せん籍せきは？」

　わかりきったことを問いかける。

　オペレーターの指がキーの上を走り──

　答えは、ジュスティスの予想を裏切るものだった。

「……ＶＫＢ放送の中ちゆう継けい船です。交信を求めて来ていますが……」

　とまどいながら報告するオペレーターに、ベックマンは泰たい然ぜんと、

「通信封ふう鎖さはすでに命令したはずだ。無視しろ。

　それと、近づくようなら対空砲を使え。当てても当たらなくてもかまわんが、撃げき沈ちんはするな」

　指示に迷いは全くない。

　──なるほど。まるっきりただの馬ば鹿かというわけではないようだ──

　ジュスティスは胸のうちでつぶやいた。

　前に、状じよう況きようをブラムハットにメールで送信してみたが、何の反応も返ってはこなかった。

　おそらく自分を助けてくれる気はないのだろう。

　ならば、生き残るためにも──

　今はベックマンと一いち蓮れん托たく生しようを決め込むしかなさそうだった。




『……繰くり返します。クロフト社の衛星工場を占せん拠きよしたテロリストは、依い然ぜんこちらからの通信を拒きよ否ひしています。

　内部にはまだ人ひと質じちが……

　──攻こう撃げきです！　攻撃です！　撃うって来ました！──神よ！』

　突とつ如じよ画面に光が閃ひらめくとともに、レポーターの声が混乱し、小さな衝しよう撃げき音が聞こえる。

　中継船が対空砲の攻撃を受けたのだ。

　移動の途と中ちゆう。車中のＴＶでそのニュースを見ながら、ブラムハットは、ぎり、と奥歯を嚙みしめた。

　──やってくれるな、ベックマン。なぜその芸が、私の下もとにいた時にできなかった？

　胸中で腹立たしくつぶやく。

『ナトゥーラ』が占拠された、という情報は、すぐさまマスコミの間にひろがった。

　正体不明のテロリストが『ナトゥーラ』を占拠。多数が人質に取られた。ニュースはそう報じていた。

　当然──情報を流したのはベックマンだろう。

　マスコミをあおり立てて引っ張り出す。視し聴ちよう率りつの取れそうなこんな事件を、奴やつらが黙もく視しするはずもない。

　そして、映像中継されているなら、クロフト側に無茶はできない。

　これで、ワープ前に艦砲射撃で破壊する手は使えなくなった。そんなことをすれば、クロフトはたちまち、人質を見殺しにした会社として、宇宙中で話題になる。

　なんとか世間に言い訳がきくのは、せいぜい強行突とつ入にゆうまでだろう。

　しかしあの中には、イージスたちがいる。内部制圧は容易ではない。

　すべての責任を、『ナトゥーラ』があった惑わく星せいカクタスの政府に転てん嫁かし、高みの見物を決め込むという手段はあるが……あいにく、カクタスの治安機構が優ゆう秀しゆうだという噂うわさは聞かない。逃とう亡ぼうの阻そ止しは不可能だろう。

　仮にカクタス政府がことを解決できたとしても、今度はそのカクタス政府に、イージス生産工場を隅すみから隅まで、現場検証という名で調査されることになる。

　どちらにしても任せられるわけがない。

　なら結局、頼たよりになるのは──

　軍事部門のランドルフ＝マイスターが持ち合わせている戦力だけである。

　彼が失敗すれば、無論、彼の権力も弱まるだろうが、クロフトという会社そのものにとっても痛手となる。

　逆に彼が成功すれば、それは当然、彼の功績。

　どちらに転んでも、ベックマンにいい目は出ない。

　──やられたな──

　苦いものを嚙かみ締しめながら、彼は車外の流れる景色に目を移した──




『モーニング・スター』がワープを終えた時、事態は本当にややこしいことになっていた。

　すでにかなりの数の艦かん船せんが集結しており、『ナトゥーラ』を遠巻きに追っている。

　包ほう囲い網もうは完成しつつあるようだ。

　思って近づいてゆくと──通信が入った。

『ＵＮＡＴＶのキャサリン＝フランネルです！　船籍からするとクロフト傘さん下かのトラブルシューターの方々ですね！　やはりテロリストの鎮ちん圧あつ……』

　ぶつっ。

　問答無用でサミィは通信を切る。間を置かず、またまた鳴り響ひびくコール音。

　結局、コール音そのものを切ることになった。

「……まさか……これ全部マスコミの船なんじゃないでしょうね……」

　レーダーに映る無数の光点を眺ながめつつ、げっそりとサミィはこぼす。

「全部ということはないだろうが、それに近いかもしれん」

「どこからどうかぎつけて来たんだか……けどこれじゃあ、お仲間を捜さがして連れん携けいするだけでひと苦労よ」

「汎はん用よう通信は無理だな。通信周波数を、我々のものかクロフトの軍事用のもののみに絞しぼって通信してみるしかないな」

「……みたいね……」

　早さつ速そくサミィは、周波数を調整し、マイクに向かって、

「こちらトラブルシューター・シェリフスター・カンパニー所属『モーニング・スター』。

　クロフト関係者は、聞こえていたら連れん絡らくをください」

　もう一度くり返して、待機。ほどなく響くコール音。

　サミィが急いで回線を開くと──

『ＵＮＡＴＶのキャサ』

　ぶつっ。

「………………っなんでこの周波数までマスコミが知ってんのよっ！」

　サミィはたまらず絶ぜつ叫きようした。

　無論ベックマンが、クロフトの連携を封ふうじるためにマスコミに教えたのだが、サミィたちにそこまでのことはわからない。

「細かな連携は無理だな」

　イーザーの声にも、どこか、何かをあきらめたような響きがある。

　考えてみれば、乗っ取られた『ナトゥーラ』もこちらの通信を傍ぼう受じゆできるはず。いろいろ細かな作戦を立ててみたところで向こうに筒つつ抜ぬけ。

　ならば、おおざっぱにやるしかない。

　そうこうするうちにも、『モーニング・スター』は問題の空域に接近しつつあった。

「艦かん影えいを確認した。集まっている船せん舶ぱくのうち、戦せん闘とう用の艦かん艇ていが五。うちクロフト製のものは三。

　ちなみに『シューティング・スター』はまだらしい。

　残る二隻せきの戦闘艦は、カクタス政府軍のものと確認」

　こんな事態にあって、一国の軍が出したのは戦闘艦二隻ぽっち、というのは果てしなくしょぼい話だが……

　つまりカクタス軍はやる気もないし、頼りにもできない、ということだろう。

　ともあれ、ある程度足並みを揃そろえられそうなのは三隻。宇宙戦闘では申し分のない数だが、乗っている上陸要員が、イージスなのか一いつ般ぱん戦闘員なのか。それがどれほどの数なのかによって、頼りがいは格段に違ちがって来る。

『ナトゥーラ』も移動はしているのだが、もともと艦船として造られているわけではないせいか、その動きは亀かめのようにのろい。ワープ可能域に出るまでには、まだ時間がかかるだろう。

　とはいえ、いつ来るかわからない増ぞう援えんを待ち続け、時間を無む駄だにするわけにもいかないだろう。

　それに──じっとしているのは性しように合わない。

「イーザー」

「何だ？」

「あたしたちが旗を振ふっちゃってもいいよね？」

「文句を言われる義理はないだろう」

「オーケー」

『モーニング・スター』は一気に加速した。

　艦船群の中に飛び込み──前に出ながら、サミィは全周波数で呼びかける。

「これから作戦行動を開始します。クロフトの方々は協力を願います。

　マスコミの方々は……報道の自由は束そく縛ばくしませんが、生命の安全は各自責任において管理願います。当方は一いつ切さいの責任を負いません。以上」

　一方的に宣言すると、通信回線を完全に閉ざす。

　宇宙船の群れから『モーニング・スター』を先頭に、あと三隻が前に出る。カクタス軍のものと思われる二隻がそのままの場所にとどまり、残りはすべて後ろに退すさった。

　追つい随ずいする三隻のうち、一隻は二五○メートル級の重巡じゆん洋よう艦かんタイプ。二隻が一五○メートル級の護衛艦タイプ。

　……上陸要員の数は、あまり期待できそうにない。

「無茶はせず、少しでもダメージを与あたえて、増援が来るまで足を鈍にぶらせる。そんなところね」

　手っ取り早いのは推進部を潰つぶすことだが、爆ばく発はつを起こしてかえって加速したり、『ナトゥーラ』全体に誘ゆう爆ばくを引き起こす危険もある。

　今はまだ、相手の足を引っ張るだけでかまわない。

　クイーンの言っていた、対イージス用プログラムとやらをぶち込んで退たい却きやくするだけでもいいだろう。

『ナトゥーラ』と艦隊との距きよ離りは、徐じよ々じよに狭せばまりつつあった。




　口火を切ったのは、『モーニング・スター』だった。

「発射フアイア！」

　サミィの声を合図に、『モーニング・スター』に設置された二十の自動砲ほう座ざが一いつ斉せいに光を解き放つ。

　自動制せい御ぎよの砲座ゆえ、いまひとつ融ゆう通ずうのきかないところはあるのだが、相手がほとんど機動力のないでかぶつとなれば、それは正確無比な滅ほろびの矢となる。

　漆しつ黒こくを縞しまに切り裂さく光は、ことごとく『ナトゥーラ』の表面をかすめた。外れたわけでも、威い嚇かく射しや撃げきのつもりでもない。

　表面に設置されているはずの対空砲を削けずっているのだ。

　渡わたされたマップから、対空砲の設置個所はわかっている。とりつくにしても、まずできるだけ、対空砲の数を減らしておいた方がいい。

　向こうにも、多少の耐たいビーム・耐レーザー処理はしてあるだろうが、『モーニング・スター』の主しゆ砲ほう出力を考えると、そんなものは紙にも等しい。

　その意図を知り、他の三隻もそれにならい、砲撃を開始した。

　メインディスプレイに映った『ナトゥーラ』の各部が、無数の小さな閃ひらめきを生む。

「『ナトゥーラ』、対空砲発射開始！　パターンＤ─三で回かい避ひ移動開始！」

　サミィが声を上げた。

『モーニング・スター』も他の艦も、対空砲などが一発二発当たったところで沈しずみはしないが、それが十発二十発になればまた話は変わってくる。当たらぬに越こしたことはない。

「第二射準備完かん了りよう」

　淡たん々たんたるイーザーの声に──

「発射フアイア！」

　勢いのいいサミィの声が続く。

　四隻は、ナトゥーラの先にまわり込みながら、艦砲射撃を続ける。

　と。

　レーダーに映った他の三隻と『ナトゥーラ』と、双そう方ほうから、ほとんど同時に無数の光点が湧わき出した。

「双方より艦かん載さい機発信！」

　レーダーのデータを読み取りながら、サミィは声を上げる。

「『ナトゥーラ』より戦せん闘とう機二十四！　各護衛艦より戦闘機五ずつ！　重巡洋艦より……パワード・スーツ五十!?」

「パワード・スーツが五十？」

　耳にしてイーザーがつぶやく。何というかまた、この状じよう況きようのためにあつらえたような戦力が出てきたものである。

　普ふ通つう、宇宙戦闘艦に搭とう載さいされている機動兵器といえば航宙機である。まあ別に、文句を言うようなことでもないのだが──

　サミィはふと、そのパワード・スーツたちをチェックしてみた。

　手元の小さなディスプレイに、その姿を映し出す。

「──これは──」

　ダークグリーンのその機体に、サミィは見覚えがあった。

　サミィたちの乗るパワード・スーツと、どこか印象の似たデザインライン。

　それはかつて、惑わく星せいメルキアの自動兵器暴走事件が終結する直前、目にしたのと同じものだった。

　あの時、動乱終結に助力したのは惑星ダリングの艦隊。サミィはてっきり、ダリング軍のものだと思っていたのだが──

　ダリング軍が、こんなところにまで出向いて来るはずもない。

　とするとあの時のパワード・スーツ部隊は、クロフトが供出したものだったのか？

　そう考えれば、いろいろと納なつ得とくできることもある。並の兵士とは思えない反応速度。サミィたちを援えん護ごしてくれたこと。

　ひょっとすると──

　サミィの脳のう裏りをある想像がよぎる。

　あの時からすでに──そして今も、あの機体の中には、イージスたちが入っているのかもしれない、と。

　もしそうならば──あるいは、このまま押しても勝機は見えるかもしれない。

　双方の機動兵器群が交戦を開始した。

『ナトゥーラ』から出た戦闘機群は、手っ取り早くこちらの数を減らすべく、まず護衛艦の一隻に集中する。

　二隻の護衛艦から出た十機の戦闘機がフォローに入るが──パワード・スーツたちはそれを無視して、『ナトゥーラ』に向かって突つっ込んでゆく。

　双方の対空砲が盛大な火花を散らす。

　無音の宇宙に光がはじけ、無言のままに命を奪うばい合う。

『モーニング・スター』は『ナトゥーラ』の先にまわり込み、頭をおさえつつ、対空砲を削り続ける。護衛艦の援えん護ごをしてやりたいところだが、この状況ではまず間ま違ちがいなく味方を巻き込むことになる。

　レーダー上の光点が、一つ消え二つ消え三つ消え──

　やがて、集中攻こう撃げきを受けた護衛艦が、あちこちから盛大に煙けむりを噴ふきはじめた。

　撃げき沈ちんほどのダメージではないが、主砲などの兵装はぼろぼろである。

　戦闘力は奪ったと判断してか、『ナトゥーラ』の戦闘機群は反転し、今度は工場に向かったパワード・スーツ群に、背後から追いすがる！

　だが、護衛艦から距きよ離りを置いた瞬しゆん間かん──

　残る三隻からの援護射撃が、戦闘機群に突き刺ささった！

　宇宙に光の華はなが咲さく。

　その光の残ざん滓しを貫つらぬいて、出撃時の半数ほどにその数を減らしつつ、それでも『ナトゥーラ』の戦闘機群は、パワード・スーツ部隊に襲おそいかかった！

　パワード・スーツに乗っているのはたぶんイージスたち。だが、『ナトゥーラ』の戦闘機群に乗っているのもおそらく同じ。

　これだけ戦力を失っても、一機たりとて逃にげようともしないのが何よりの証しよう拠こ。

　乗っている者が同じなら、結果は、数と、操あやつる機体の性能で変わる。

　宇宙空間での機動能力は、戦闘機群の方に分があった。

　──本来、ヒトガタのものは、宇宙空間で運用するのにはあまり向いていない。手足を動かすだけで反動が生まれ、正面方向が変わる。推進している最中さなかにそんな状態になれば、別の方向に流されることになってしまう。

　──無論、宇宙空間での運用を前提としたパワード・スーツには、そんなことのないように安定器ジヤイロが内蔵され、ある程度の安定は得られるようになっている。

　とはいえやはり、大きすぎる動きをすれば、バランスを崩くずし、機体のコントロールを失うことになりかねない。

　そのあたりが、空間戦闘においてパワード・スーツが戦闘機より不利な理由だった。

『ナトゥーラ』からの対空砲ほう撃げきで。あるいは戦闘機の攻撃で。パワード・スーツはその数を減らしてゆく。

　とはいえ無論、戦闘機群も無事ではいられない。艦砲射撃に、あるいは数において有利なパワード・スーツの攻撃に。時には味方である『ナトゥーラ』からの流ながれ弾だまで。

　双方の機動兵器は、みるみるその数を減じていった。

『ナトゥーラ』の対空砲火も、見る間に薄うすくなってゆく。

　頃ころ合あいを見計らい──

「──そろそろ出るぞ。サミィ」

「りょーかい」

『モーニング・スター』の操艦を自動に切り替かえ。サミィとイーザー、二人は艦橋ブリツジをあとにした。




　どこまでも続く黒に、巨きよ大だいな灰色グレイが浮うかんでいる。

　それが、宇宙で見た『ナトゥーラ』の姿だった。

　サミィとイーザー、二人はそれぞれ自分用のパワード・スーツに乗って、『モーニング・スター』から無限の虚きよ無むへと身を躍おどらせた。

　サミィが操る深しん紅くの『イフリート』と、イーザが使うダークブラウンの『ベフィーモス』。

　ともにおよそ全高は二メートル半ほどだが、『ベフィーモス』の方が、各部のボリュームはひと回り半ほど大きい。

　二機は並んで、『ナトゥーラ』に向けて推進を開始した。

　ゴッ。

　背中に取り付けられた、クイーンご自じ慢まんのバックパック・ブースターを作動させた瞬間、サミィは心の底から思った。

　──クイーン。あんた、無茶──

　背中のＸ字型をした四本の筒つつ状じよう推スラ進スタ器ーが動いて後ろを向き、一気に加速する方式である。

　加速性能はおそらく、並の空間用戦せん闘とう機よりも上。四し肢しを包むパワード・スーツを装備した状態でこのスピードを出すと、かなりの体感速度になる。自転車で、自動車の速度を出すようなものだ。
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　常人より反応速度の高いサミィですら無茶だと感じてしまうのだから、普ふ通つうの人間にはとてつもない速度に感じるだろう。

　通常の機体より広く取ってある『イフリート』の視界が、狭せまく感じた。

　その視界いっぱいに、灰色をした『ナトゥーラ』の姿がひろがり、放たれる対空砲火の閃ひらめきが見える。

　左手に警告ランプ。接近してくる機体あり。サミィはそちらに視線を送り──瞳ひとみと顔の動きを感知した『イフリート』のカメラが左を向く。

　こちらに向かい来る光点一つ。レーダーの情報表示を見れば──『ナトゥーラ』の戦闘機。

　まだ生き残っていた機体に発見されたようである。

　あわてて機体に制動をかけるサミィ。姿勢バ制ー御ニ器アを兼かねた背中のＸ字推スラ進スタ器ーが動き、両りよう肩かたの上と両りよう脇わきの下から前に突き出し、逆制動をかける。

　身体からだをきしませる激しい加速加重Ｇ。目の前を、戦闘機が放った光の礫つぶて、ビームバルカンが通り過ぎた。

　一いつ瞬しゆんの間を置き、戦闘機が前を横切る。それに向かってビームを放ったのは、そばにいたイーザーの『ベフィーモス』。

　だが、すれ違ちがうと同時に回かい避ひ行動をとった戦闘機には当たらない。

　相対速度が大きすぎる。この場合、バルカンのようなばら撒まきタイプの武器を持っている向こうの方が有利だろう。

　一いつ旦たん通り過ぎた戦闘機が反転して来る。どうやら自分たちを狙ねらうつもりのようだ。

　まあ考えてみれば──対空砲ほう座ざや機動兵器が減るのを待ち、満を持して出てきた、色もタイプも異なる二機のパワード・スーツ。何かある、と思われるのも当然だった。

　どうやら、見み逃のがしてくれそうにはなかった。

　こちらの左ひだり手て甲こうにはビームバリアもついているが、そんなささやかな盾たて一つで、死を運ぶ無数の礫すべてを防げるはずもない。

　ならば──

　戦闘機が再びやって来る。サミィはタイミングを見計らい、今度は前向きに加速。同時に、方向を見定めて、後ろ向きに、機体固定用のワイヤーアンカーを射出した。

　ほんのすぐ後ろをビームバルカンの雨がかすめ、続いて戦闘機がかすめるように横切り──

　がぐんっ！

『イフリート』の機体に衝しよう撃げきが走る。射出したワイヤーアンカーに戦闘機の方が突つっ込んでくれたのだ。

　ワイヤーに引っかかり、わずかにバランスを崩くずす戦闘機。釣つり上げられた魚のように、横ざまに吹ふっ飛ぶ『イフリート』。

　強きよう烈れつなＧに消えかかる意識を、それでもなんとかつなぎとめ、サミィはビームの狙いを戦闘機につけた。

　──ワイヤーで繫つながった戦闘機と『イフリート』との相対速度は、この時、ゼロになっている。

　一発。二発。三発目のビームが戦闘機のエンジンを捉とらえ──

　爆ばく散さんした。

　なんとか姿勢を制御し、やって来たイーザーと合流する。

『……無茶をしない、と言っていたのはサミィだったはずだが』

「いやそれはその……話はあと。とにかく今はレッツゴー！」

　スピーカーから聞こえるイーザーの非難をごまかして、二人は再び『ナトゥーラ』を目指した。

　使っている通信周波数は、出撃前にイーザーと打ち合わせをしたものである。さすがにここにまで、ＴＶリポーターが割って入って来ることはないだろう。

　パワード・スーツ部隊がとりつきはじめたのを見て取って、クロフト艦かん隊たいは、『ナトゥーラ』への砲ほう撃げきを中止していた。

　対空砲座潰つぶしが功を奏して、『ナトゥーラ』から放たれる対空砲の数は、もはや半分以下に減っている。

　散発的な射撃は来たが、適当な回避移動で近づけば当たる気配すらもなく──

　ほどなく『イフリート』と『ベフィーモス』は『ナトゥーラ』の表面にとりついた。

　こちらを狙える位置にある対空砲をいくつか潰し──

　ここからが本番だった。

　施し設せつ内では、イージスたちが待っている。




「Ａ二─第一ブロックに新たなパワード・スーツがとりつきました！　機数二！」

「隔かく壁へき閉へい鎖さ！　イージス十にバズーカを持たせてさし向けろ！　防護服アーマーではなく簡易宇宙服を着せておけ！」

『ナトゥーラ』のコントロール・センターに、オペレーターたちの悲鳴にも似た報告と、ベックマンの怒ど号ごうにも似た指示が飛び交う。

　──どうにも話が違ってきたな──

　混乱の中、ジュスティスはどこかひとごとのように、冷静に状じよう況きようを眺ながめていた。

　クロフトの追撃があるのは計算のうちだった。ベックマンもそれを想定し、『ナトゥーラ』そのものを破は壊かいされないために、マスコミに情報を流したのだ。

　宇宙は広い。いかに人類が、光の速度を超こえる移動手段を手に入れたとはいえ、その速さは無限ではない。

　クロフトの戦力が集中する前に、こちらはワープできるはずだった。

　実際、現時点でこの空域に集まったのは、戦艦一に重巡じゆん洋よう艦かん一。護衛艦二。『ナトゥーラ』そのものの破壊という手段を封ふうじ、イージスを使って立てこもれば、なんとでもなる戦力──の、はずだった。

　しかしその計算は、重巡洋艦からパワード・スーツの群れが出てきた瞬しゆん間かん、瓦が解かいした。

　──パワード・スーツというのは本来、拠きよ点てん制圧用の兵器である。強力無比な歩兵として開発されたそれは、まともに戦えば戦せん闘とう車両や戦闘機には劣おとるが、要よう塞さい制圧やその防戦には大きな威い力りよくを発揮する。

　つまり普ふ通つうなら、空母や揚よう陸りく艇ていに配備されているものなのである。

　それが、重巡洋艦からわらわらと出てきた。

　重巡洋艦にも機動兵器の搭とう載さいスペースはあるが、通常は宇宙戦闘機が配備されている。

　ならば──

　ジュスティスは、わめくベックマンをちらりと眺め、

　──やはり、相手の方が数枚上だったようだな……

　胸の裡うちでつぶやいた。

　相手──つまり、ランドルフ＝マイスターは、ベックマンが工場を占せん拠きよする可能性すら考こう慮りよに入れて、パワード・スーツを積せき載さいした重巡洋艦、という特異な編成をした艦を、あちらこちらにあらかじめ配備しておいたのだろう。

　全宇宙をカバーする必要はない。イージス生産工場のあるところにのみ置いておけばこと足りる。

　ジュスティスはブラムハットにメールで状況を知らせたが、たとえもしそれがなかったとしても、クロフトの足並みはたいして変わらなかっただろう。

　ベックマンも、ただの馬ば鹿かというわけではないようだが──役者が違ちがいすぎる。

　ジュスティスはふと、ランドルフの下もとで働いてみたくなった。むろんこうなっては、かなわぬ話でしかないが。

「動かせるイージスは全部叩たたき起こせ！」

　唾つばを飛ばしてベックマンががなる。

　重巡洋艦から出たパワード・スーツは、その数を減じながらも、この『ナトゥーラ』に入り込んでいる。隔壁を閉じ、イージスを動員して当たらせてはいるが、こちらにはパワード・スーツがない。

　それに、ここで製造中のイージスがすべて、戦闘教育が完全に済んでいるというわけでもなかった。

　イージスの数にものを言わせているから、敵の第一いち陣じんはなんとか撃退できるだろうが、もしこの調子で第二陣が来ればどうなるか──

「……くそっ……！　なんだってあんなパワード・スーツが……！

　──総員、ワープ準備！」

　ベックマンの宣言に──一いつ瞬しゆん、コントロール・センターの空気が凍こおりついた。

　──正気か──？

　腹をくくったはずのジュスティスさえも、一瞬自分の耳を疑った。

「聞こえなかったのか!?　ワープ準備だ！　目標座標は直前に教える！」

「……し……しかしまだワープ可能域には……」

「わかっている！」

　おずおずと言ったオペレーターに、ベックマンは吠ほえる。

　正気を疑いたくなるところだが、その目は──冷静、とは言えなかったが、狂きよう気きに冒おかされてもいなかった。

　慣性系置ち換かん航法。俗ぞく称しようワープ。惑わく星せいなど巨きよ大だい質量の近くで使用した場合、目標座標には絶対に出現できない。

　どうなるかというと──不明、である。

　どこかとてつもなく遠い宇宙に飛ばされる。素そ粒りゆう子しレベルに分解・霧む散さんする。別の世界だか次元だかに入り込む。諸説はあるが、確認はされていなかった。

　確実に言えるのは、ただ、その無む謀ぼうな旅から帰ってきた者が、いまだただ一人として存在しない、ということだけ。

　そういったことを防ぐため、設定されているのが、ワープ可能域、という安全地帯。

　誰だれでも知っていることのはずだった。信号は青で渡わたれ、というのと同じレベルの常識である。

　が。

「ワープ可能域は、安全のために、設定距きよ離りに余よ裕ゆうが設けられている！」

　ベックマンは声を上げた。

「本来ならもっと惑星の近くでのワープも可能なのだがな！　ワープシステム・プログラムには、そのためのリミッターがついているが、これは取り外せるはずだ！

　まずはその解除作業を進めろ！」

「け……けれど余裕といっても……一体どれくらいの距離がその余裕として設定されているかも不明なわけですし……！」

　不安顔で抗こう議ぎするオペレーター。

　ベックマンがそれをどなりつけるより先に、ジュスティスは横から無造作に歩み寄り──

「ひとこと分だけ時間をやる」

　言うとともに、懐ふところから取り出した銃じゆうをオペレーターの頭に押しつけた。

　硬こう直ちよくし、沈ちん黙もくするオペレーターに向かい、

「選べ。

　協力するか。それとも、こちらの本気を皆みなに思い知らせる見せしめとして殺されるか。

　質問やためらいは後者と判断する。

　ひとことだけで答えろ。

　──手を貸してくれるな？」

「……は……はい……」

「──よし」

　銃をしまい、振り返る。視線の合ったベックマンが、満足そうにうなずいた。

　──これでいい。

　逃にげなければおそらくクロフトに処しよ刑けいされる。それに、ジュスティスがブラムハットに情報を渡していたと知れたら、ベックマンは彼を始末するだろう。

　今は、忠犬の振りをするしかない。




　サミィとイーザーが『ナトゥーラ』内に侵しん入にゆうするのは、さほど難しいことでもなかった。

　外部エアロックは中からロックされていたが、装備された分子振しん動どうブレードは、それをバターのようにたやすく切り裂さいた。

　中扉とびらは普ふ通つうに開閉し──内部に入ると、背中のバックパックを切り離はなす。

　近くにイージスがいないことを確かめてから、エアロックそばの壁かべを切り開き、制せい御ぎよ端たん末まつに『イフリート』の端末ケーブルを接続。プログラムＮを実行。

　クイーンの言った通り、十秒と経たたぬうちに天てん井じようのライトが点てん滅めつをはじめた。

「……これで本当にいいの？」

『ああ。行こう』

　半信半疑でつぶやくサミィに、答えるイーザーの声は、なぜか確信に満ちていた。

「……イーザー、このプログラムって何？」

『なぜ私に聞く？』

「いや、なんか……知ってそうな口くち振ぶりだったから」

『プログラムのことを気にしても仕方はない。ならばやるべきことに集中する。それだけのことだと思うのだが』

「そうだけど……ま、いいか」

　内部通路は、二機が並んで進めるほどに広くはない。先に『ベフィーモス』が、そのあとに『イフリート』が並び、二機は奥へと進みはじめた。

　通路の隔かく壁へきはことごとく閉まっている。

　中ちゆう枢すうに辿たどり着くには、一体何枚の隔壁を切り裂かなければならないのか──考えただけで、サミィは少しうんざりした。




　明かりが点滅しはじめる。

　突とつ入にゆうしたパワード・スーツたちの、迎げい撃げきするイージスたちの頭上で。この『ナトゥーラ』全体で。

　そして当然、コントロール・センターでも。

「何だこれは!?　電気系統のトラブルか!?」

　声を上げるベックマンに、ジュスティスは、冷たい視線を送っていた。

　各ディスプレイは正常に作動しているのだ。少し考えれば、電力の問題でないことくらいわかりそうなものである。

「調べろ！」

　その命令というか恫どう喝かつに、オペレーターたちがあわててキーを叩たたく。

　ほどなく──

「照明制せい御ぎよのプログラムにウィルス侵入！」

　オペレーターの一人がその結果を伝えた。

「何？」

　意味不明の報告に、一いつ瞬しゆん、ベックマンの声から気が抜ぬける。

「どういうことだ？　他の……電源供給などへの影えい響きようは？」

「意図は不明ですが……他への影響はありません！　ウィルスは通常照明の制御にのみ干かん渉しようしています！」

　これには、ジュスティスも眉まゆをひそめた。

　見れば確かに、あちこちにある誘ゆう導どう灯とうなどの非常灯は普通に灯ともっている。

　セキュリティがガチガチに固めてある他の制御システムに比べれば、通常照明制御への干渉はそう難しくなかっただろう。

　だが一体、それに何の意味がある？　怪かい談だん大会の演出でもあるまいに。ちかちかして鬱うつ陶とうしいが、ただそれだけ。

「ウィルスを除去します」

「時間はどれくらいかかる？」

　オペレーターが言うのに、ベックマンが問いかける。

「ウィルスの出来にもよりますが、十分か……」

「ならほうっておけ！

　どうせ敵が、何かしようとして失敗し、妙みようなことになっただけだろう！

　時間が惜おしい！　ワープ準備作業を急げ！」

「わ……わかりました！」

　答えてオペレーターは、もとの作業を続行する。

　だがジュスティスは、ベックマンほど気楽に流すことはできなかった。

　これには何かの意味があるはずだ。しかし、その何かが全くわからない。

　忠犬のふりをし続けるには、根こん拠きよもない忠告は控ひかえるべきだ。特に、ベックマンのようなタイプの男に対しては。

　結局ジュスティスは、口を開かぬままに佇たたずむ。




　イージスＮ○二─Ｃ○二一─○○○七は待っていた。

　やがて来るはずのその時を。

　点滅する光の下で。

　何もない、通路。

　後ろは閉ざされた隔壁。少し先にはやはり隔壁。

　だが、この行く手からやって来るはずだ。倒たおせ、と命じられた相手が。

　パワード・スーツが二機。

　分子振しん動どうブレードで、隔壁を切り破りながら中央に向かって進行中。さきほど無線でそう連れん絡らくがあった。

　こちらの武器はバズーカが二丁。身につけているのは簡易宇宙服。

　相手がパワード・スーツなら、軽ライト装・アー甲マー服スーツなどつけていようといまいと同じ。なら余計な重量物など身につけない方がまだましである。

　とはいえ簡易宇宙服は必要不可欠。

　つけていなかった場合、相手がそこに着目し、壁かべに穴を開けただけで、何もできぬまま死ぬことになる。

　向かい来る敵が隔かく壁へきを突とつ破ぱし、姿を見せた瞬しゆん間かんに、バズーカ弾だんのありったけを叩き込む。

　直撃すれば、パワード・スーツといえど、さすがにひとたまりもないはずだ。

　──無論イージス自身も生命の安全は保障されないが──

　恐きよう怖ふはない。

　もともと彼らイージスタイプは、さまざまな感情を抑おさえて設計してあるし、殊ことに彼は、生まれて間もなく、恐怖ということの意味すら知らない。

　そちらは問題ないのだが──さきほどから、頭の奥に鈍にぶいうずきが生まれていた。これがどうにも集中をそぐのだが、その原因がわからない。

　ともあれ今は、敵を迎撃することだけを考える。

　──音がした。重い音が。

　来た。倒せと命令された相手が。

　向かいの隔壁が大きく鳴り──しばし沈ちん黙もく。

　そして。

　ぞぎゅっ。

　重金属が分子レベルで破は壊かいされる音が響ひびき、向かいの隔壁の一いち隅ぐうから、刃やいばの切っ先がつき出した。

　イージスは、バズーカのセーフティを外す。

　分子振動ブレードの刃は隔壁の縁ふちをなぞって動き──短いような長いような時間の後、黒い溝みぞを壁沿いに一周させ、切っ先は奥へと消えた。

　両りよう肩かたにバズーカを構え──

　その瞬間。

　切り抜ぬかれた隔壁が、イージスに向かって吹ふっ飛んできた。




「……うっ……！」

　サミィは小さく声を上げた。

　イーザーの『ベフィーモス』が隔壁を切り取り、奥に向かって蹴けり入れる。

　そんな作業を幾いく度どかくり返すうち──

『ベフィーモス』が切り抜いた壁を蹴り飛ばした直後、外部マイクは、今までと違ちがう嫌いやな音を拾った。

『ベフィーモス』の肩かた越ごしにサミィが奥を見やると──そこには、隔壁に潰つぶされ、あたりを赤黒い飛沫ひまつで染めた簡易宇宙服姿が倒れていた。そのそばには、バズーカ砲ほうが転がっている。

　生きているわけがないのは、一目でわかった。

　頭を覆おおうスモークヘルメットのせいで顔は見えないが、おそらくイージスだろう。

　思い出す。かつて惑わく星せいガレットで見た、息絶えたイージスの顔。　あのヘルメットの中には、たぶん、あれと同じ顔がある。

　──イーザーと同じ顔が。

　胸がむかつく。

　自分はこんな所で、一体何をやっているのだ？

『サミィ』

　イーザーと同じ顔をしたもの──者たちと殺し合って──

『サミィ』

「──あ。」

　呼びかけられて我に返る。

『どうした？　集中しろ』

　──そうだ。ここでためらい迷って──それでどうなる？　無む駄だにイーザーの足を引っぱることになるだけだ──

　サミィは自分に言い聞かせる。

　イーザーの『ベフィーモス』は切り飛ばした隔壁を脇わきによけると、次の隔壁に、右手に持った分子振動ブレードを──

　突つき立てるよりも一いつ瞬しゆん早く。

　……ゴ……

　開きはじめた。

　目の前の隔壁が。下から上へ。

　一気に勝負をつける気か？　それとも──

「──！　イーザーは前を警けい戒かいして！　隙すき間まがある程度開いたら奥にグレネードを！」

　言うなりサミィは振ふり向いて、グレネード弾だんを発射した！

　分子振動ブレードを手に、背後から襲おそいかかろうとしていた簡易宇宙服姿の二人に。

　ぐばんっ！

　弾頭の中に封ふう入にゆうされた、無数の小さな金属片は、爆ばく発はつによって飛散し、あるいは相手の肉体を引き裂さき、あるいは『イフリート』や『ベフィーモス』の装甲ではじかれる。

　同時にイーザーが、隔壁の隙間からその奥へ、グレネード弾を叩たたき込む。

　隔壁が開ききったあと。その先には、簡易宇宙服姿が二人倒たおれていた。そばにはやはりバズーカ砲。

　──さきほど通った通路には、自動清せい掃そう機の出入り口があった。サイズは縦横八十センチ程度。さして大きなものではないが、人が通れなくはない。

　まず二人が分子振しん動どうブレードを持ってそこに隠かくれ、隔かく壁へきを一つ通った先に、バズーカを持った一人が待機。

　この一人は実質、捨て駒ごまだろう。

　捨て駒が倒された時点で、さらに前方の隔壁が開く。注意がそちらに向いた隙すきを狙ねらい、後ろから分子振動ブレードの二人が襲いかかる。

　それに気づいて注意が後ろに向くならば、隔壁がある程度開いた時点で、その先に控ひかえた二人がバズーカ砲ほう撃げきを行う。おそらくそんな作戦だったのだろう。

　サミィがそれに気づいたのは、イーザーならこう考えると思ったから──ではない。

　隔壁の開く音が響く中、後ろの方でした小さな音を、『イフリート』のマイクと彼女の耳が捉とらえたのだ。

『で』

　スピーカーを通したイーザーの声。

『どちらに行く？』

　簡易宇宙服二人が倒れているあたりの通路は、行く手を次の隔壁が塞ふさぎ、通路の右手には割と大きなドアがある。

　サミィはメモリーに入っている『ナトゥーラ』のマップを呼び出した。

　右のドアの先は広い部屋。名目上は倉庫、実質的にはイージスのトレーニングルームとして使われていたようである。

　最短距きよ離りで中央を目指すならまっすぐ。だがむろん、右の扉とびら奥にイージスが潜ひそんでいることは十分考えられた。そちらを無視して進んだ場合、挟はさみ撃うちになる可能性がある。

「……ま、右を潰つぶしていきましょ」

『わかった』

　言うとイーザーは落ちているバズーカを拾い上げ、『ベフィーモス』の大きな指を器用に操あやつり、ドアに向かって発射した。

　爆発とともにドアが吹ふっ飛び──同時に『イフリート』がドアの前を高速で駆かけ抜けた。

　通り過ぎる瞬しゆん間かんに、カメラが捉とらえた室内の様子をチェック。そこにイージスの姿は──

「……やっぱりいた。最低でも二」

『面めん倒どうだが──』

「やるしかない、か」

　破れたドアの両側にとりつき──

　全く同時に、まずは腕うでだけ突き出してグレネード弾を叩き込む。

　着弾・爆発と同時──ドアの上から影かげが降ふり来る！

　とっさに引いた『イフリート』の腕を、影が手にした分子振動ブレードがかすめる。

　──イージス！

　二度三度四度。続くイージスの斬ざん撃げきを、サミィは、『イフリート』の分子振動ブレードを伸のばして受け、はじく。

『ベフィーモス』が手を出せば、それは『イフリート』にも当たることになる。が。

　イーザーはかまわず、廊ろう下かの壁かべに向かってグレネードを発射した。

　轟ごう音おんが機体を揺ゆらす。一撃は『イフリート』と『ベフィーモス』の外装を引っかき、そのイージスを襤ぼ褸ろ雑ぞう巾きんと化した。

　同時に、部屋の奥から何発も飛び来るバズーカやら高出力ビームガンの射撃。グレネードで、あるいはビームで応戦する『イフリート』と『ベフィーモス』。

　そんな中。サミィはそのことに気づいていた。

　イージスたちの動きが、鈍にぶい。

　さきほど、イージスの剣けん撃げきをなんとかさばききれたのは、ひとえにそれがゆえだった。

　そうでなければ、やられていた。

　室内のイージスたちからの射撃も、精密さを欠いている。

　動員されているイージスは、戦せん闘とう訓練が不十分なのか。あるいは──

　あれが功を奏しているとでもいうのか？

　サミィは、点てん滅めつするライトにちらりと目をやった。




「どういうことだ!?」

　ベックマンの声に、答えられる者などいようはずもない。

　さきほどから徐じよ々じよにだが──イージスたちが圧おされはじめていた。

　重巡じゆん洋よう艦かんから来たパワード・スーツ部隊は、うちいくつかは仕留めたが、それでもいまだ二十以上が残っており、途と中ちゆうから、撃破数スコアはぱたりと止まっている。

　あとから取りついたパワード・スーツ二には、イージス十を送ったが、こちらに至っては相手を仕留めるどころか、一方的に半数以上を倒されている。

　無論イージスといえど、パワード・スーツ相手に生身、という不利はある。戦闘教育も不完全なところはあった。しかしそれは、作戦や基本能力、数でカバーできるはずだった。

　なのに──

「イージスの様子はどうなっている!?　モニターはしているのだろうが！」

「それがその……原因は不明なのですが……」

　イージスたちをモニタリングしているオペレーターが、とまどうように言う。

「さきほどから、イージスたちすべての反応速度が低下しています」

「なぜ!?」

「ですから、原因はわかりません。こんなことはこれまでに……」

「なんとかならんのか!?」

　無茶を言う。

　そんなやりとりを聞きながら、ジュスティスは胸のうちで漏もらした。

　原因のわからないことを、なんとかできるはずもない。とはいえそう口に出せば、ベックマンの怒いかりの的となる。他の皆みなもそう思っていることだろう。

「ぞ、増ぞう援えんを出すしかないかと……」

「増援!?」

　オペレーターの答えに、ベックマンの声が荒あらぐ。ここでイージスを使い切れば、もし次にクロフトの増援が来た時、対処しきれなくなる。が──

「……わかった。待機中のイージスを投入しろ！」

　結局、そう命令を下した。

　戦力の出し惜おしみをして、このまま押されるよりはマシだと考えたのだろう。

　いくつもの命令が行き交かう中──

「宇宙船一隻せき、高速接近中！」

　オペレーターの一人が声を上げた。

「船せん籍せき判明。シェリフスター社『シューティング・スター』と確認！」

　小さく舌打ちするベックマン。

「イージス十を、迎げい撃げきのために待機させろ！

　ワープの準備はどうなっている!?」

「プログラムのリミッター解除まで、あと少し……」

　キーを叩たたく手を休めず、オペレーターが応える。

「あと少し!?　時間で言え！」

「ざっと……五分……」

「三分だ！　終しゆう了りようと同時に機関を作動しろ！

　機関駆く動どうからワープ突とつ入にゆうに要する時間は!?」

「十分です」

　と、別のオペレーター。

「遅おそい！」

「機械ハードの問題ですから、こればかりは……それに──」

「──とにかく、急がせろ！」

　ベックマンが吠ほえる。

　勝機がだんだん薄うすくなってゆく。

　いや──あるいは最初から、この程度の勝機ものしかなかったのか。

　ジュスティスは、ベックマンのそばに佇たたずんで、じっと状じよう況きようを眺ながめていた。




　火線の量が一気に増えた。

　身を隠かくす壁かべもかなり削けずられ、『イフリート』と『ベフィーモス』のあちこちにも、ビームがかすめ、表面色が灼やかれて変色した部分がちらほら見受けられる。

　向こうに増援が来たのは、室内の相手をほぼ片づけ終わった頃ころのことだった。

　イージスたちの射撃精度は落ちていたが、数の差もあり、戦闘は膠こう着ちやく状態に陥おちいっていた。

「……まずいわね」

『ああ』

　壁に身を隠し、サミィとイーザーは言葉を交かわす。

　時間が経たてば、味方の増援が駆かけつける可能性はあったが──その一方で、『ナトゥーラ』は確実に、ワープ可能域に近づきつつある。

　いや、それ以前に、『イフリート』も『ベフィーモス』も、無限に弾丸たまが射うてるわけではない。グレネード弾だんには限りがあるし、ビームをむやみに撃うてば、その分機体そのものの活動限界時間が短くなる。

　一いつ旦たん退ひいて態勢を立て直すことも考えたが、それでどうにかなるというあてもない。

　さきほどサミィはイーザーにある案を持ちかけたが、それはあっさり却きやつ下かされた。

　と。その時。

『コントロール・センターよりナトゥーラの全イージスに緊きん急きゆう連れん絡らく』

　野太い男の声が聞こえた。

　センサーで音の発信もとを探さぐれば──それは、『ナトゥーラ』の内部放送用スピーカーから聞こえていた。




「私の声、だと？」

　意味もなく虚こ空くうを見上げ、ベックマンは吐はき捨すてた。

『指令回線が乗っ取られた。以降、無線からの指示は無視しろ。

　改めて作戦を指示する。防戦しつつコントロール・センターに集結せよ』

　敵のいずれかが、施し設せつ内放送のシステムを乗っ取り、指揮系統を混乱させるために、ボイスチェンジャーでベックマンの声を借りて放送しているのだろう。

　だが。

「そんな下手な噓うそに誰だれが乗る？」

　ベックマンは冷れい笑しようした。

　普ふ通つう、少し考えればわかるだろう。今のが本当かどうかなど。

　しかし──

「イージスの一部が、こちらに向かって撤てつ退たいを開始しました！」

「何!?」

　オペレーターの報告に、ベックマンの顔が引きつった。

「あんな噓に……!?　戦せん闘とうに戻もどれと命令しろ！」

「しましたが……その……混乱しているようで……」

　イージスの指揮系統は、もはやぼろぼろになりつつあった。




　ベックマンの誤算は──数え上げればきりがない。

　だがこの戦いにおける最大の失敗を一つだけ挙げるなら、自分が所有するイージスへの過信、ということになるだろう。

　ヒトをはるかに上回るパワーとスピード。その謳うたい文句を鵜う吞のみにしているのだ。

　確かに動員されたイージスたちは、パワーもスピードもあった。

　だが──生産工場にいるということは、『軍事製品』としては未完成なのだということに、ベックマンは気づいていない。

　それでも相手が普通の人間なら、イージスの基本能力のみでなんとかなったかもしれない。

　しかし、重巡じゆん洋よう艦かんから出しゆつ撃げきしたパワード・スーツの中身もまたイージス。そのことをベックマンや、『ナトゥーラ』のイージスたちは知らない。考えてもいない。

　相手がイージスだと知って戦うパワード・スーツのイージスたち。相手が普通の敵と思って戦う生身のイージスたち。

　いくら数が違ちがうとはいえ、どちらが有利か、言うまでもなかった。

　それに、叩たたき起こされたイージスたちのうち、まだ基本的な戦闘プログラムしか施ほどこされていないものたちは、身しん体たい能力は高くとも、判断能力は未熟。

　迅じん速そく正確な射撃は可能でも、異なる情報を複数与あたえられると、正確な判断ができなくなる。

　多少場数を踏ふんだ人間なら、すぐに噓だと気づくような話にも惑まどわされ、実際に、コントロール・センターに退たい却きやくを開始したイージスもいる。

　戦列は崩くずれ──当然、相手はそこにつけ込んで来る。

　そして、サミィとイーザーの二人もまた。




　イージスの数が減ったのを見て取って、『イフリート』の赤い機体が部屋の中へと躍おどり込んだ！

　部屋を横切りながらグレネードを乱射。

　当然イージスたちも応戦する。

　バズーカが、ビームが。火線が集中する。

　うち一発が足を直撃し、『イフリート』がバランスを崩して倒たおれ込み──

　そこに、砲ほう弾だんが雨と突つき刺ささる。

　同時に『ベフィーモス』が突とつ入にゆうした。

『イフリート』に注意を向けたイージスたちを、『ベフィーモス』の攻こう撃げきが襲おそう。爆ばく発はつが、光が閃ひらめき、簡易宇宙服に身を包んだイージスたちが倒れ吹ふっ飛ぶ。その様はまさに、蹂じゆう躙りん。

　それでも残ったイージスたちは、狙ねらいを『ベフィーモス』に絞しぼり──

　あらぬ方向からの狙そ撃げきに二人ほどが手もなく倒された。

　戸口に残ったサミィによるものである。

　──『イフリート』から降り、機体は自動オートモードで部屋に突入させる。注意をそちらに集めておいて『ベフィーモス』が突入。あとは『ベフィーモス』と、戸口のサミィとで挟きよう撃げき──

　それはサミィの発案だった。

『イフリート』を失うことになり、サミィの動きが制限されることから、一旦はイーザーに却下されたのだが、さきほどの偽にせ放送で状じよう況きようは変化した。

　手口からして、おそらくシューティング・スターチーム──というよりレティシアの仕業だろう。ならば少々強ごう引いんな手でも、試ためしてみる価値はある。そういうことになったのだ。

『ベフィーモス』の方を囮おとりにしてもかまわなかったのだが、イーザーが外に出ると、イージスと誤認されて味方に撃うたれる危険があった。

　やがてほどなく。

　命令系統を、戦力を、目標を分散されたその部屋のイージスたちは、完全に沈ちん黙もくした。

『無事か？　サミィ』

『ベフィーモス』の外部スピーカーから、イーザーが呼びかける。

　扉とびらの影かげから、返事は、ない。

『サミィ』

　再び呼びかけられて、サミィは陰から手を出して振ふる。

「無事。そっちは？」

『損害はない。部屋は制圧した』

「『イフリート』は？」

『運用は不可能な状態だ』

「──そう──また社長にヤな顔されるかもね」

　いつもの声を装よそおい、サミィは言った。

　戦っていれば──目の前に、やるべきことがぶら下がっていれば忘れられる。だがこうしてひと息つくと、思い出してしまうのだ。

　自分が、戦うためにつくられたものなのだということを。

　今の作戦のために、『イフリート』から外に出て──彼女ははじめて気がついた。

　空気の中に染しみ渡わたる血けつ臭しゆうに。

　考えてみれば当たり前である。あたりには空気があり、無数の死がある。

『イフリート』の中にいた時には気づかなかったが、こうなると、まざまざとその現実を認識させられる。

　自分たちが殺したのだ。

　嫌いやなのは──それに慣れつつある自分、だった。

　イージスたちは簡易宇宙服を身につけ、外からその顔は見えない。『イフリート』の中では血のにおいにも気づかない。

　見えず、気づかぬ、ただそれだけで、相手を殺してしまえる自分。

　──いや。

　もしも見えて、気づいていたとしても、自分はやはり、同じように殺さつ戮りくを行ったのではないか。

　前にも感じた──いまだ答えの出ない、そんな疑問が沸わき上がる。

『──サミィ？』

「──うん」

　答えてサミィは目もとをぬぐう。流れたと思った涙なみだは流れていなかった。

　ドアの陰から室内へと踏ふみ入り、

「さて、追撃開始よ！」

　それが単なるカラ元気なのか、それとも本当に感情を切り替かえることができてしまったのか──サミィ自身にもわからなかった。




「さきほどの放送の方が噓うそだ！　無線の指示に従え！　持ち場に戻もどれ！　早く！」

　のこのこと戻ってきたイージスをそう叱しつ咤たするのは、最初、ベックマンだったが、さすがに途と中ちゆうでやっていられなくなったらしく、ジュスティスたち秘書にその役目が回ってきた。

　だが。

「イージス隊、もちません！」

「敵、このままではあと数分でここに到とう着ちやくします！」

　届くのは絶望的な報告ばかり。

「ワープの目標座標を入力しろ！」

　ベックマンは、言って座標を口頭で言う。そこがどういった場所なのか、ジュスティスにはわからなかったが。オペレーターが入力し──

「入力は!?」

「か、完かん了りようしました！」

「よし、ワープしろ！」

「──え──」

　オペレーターが──いや。その言葉を耳にした全員が身をこわばらせた。

　ワープ可能域には距きよ離り的な余よ裕ゆうが設定されている。さきほどそういう話は出た。実際は、より惑わく星せいなどに近くてもワープはできる、と。

　しかし──いくらなんでも──

「早すぎます！」

「もう一度だけ言う。やれ」

「………………」

　ベックマンの視線を受けたまま、オペレーターはしばし小さく震ふるえ続け──

　視線をそらすと、震える手でキーボードを叩たたく。

「──ワ……ワープに突とつ入にゆうします……！　実行までのカウントダウン開始……！

　一二○、一一九、一一八……」

　さまざまな修しゆ羅ら場ばを潜くぐったベックマンの眼力に、そのあたりに転がっているオペレーターが逆らえるはずもない。当然と言えば当然の結果だった。

　だが。

「ワープまで敵の突入を許すな！」

　ジュスティスは声を上げ、懐ふところから銃じゆうを抜ぬき放つ。

「動けるものは武器を取れ！　敵を倒たおす必要はない！　足を止めるだけでいい！」

　全員に檄げきを飛ばすと、ベックマンに目をやって、声を低めて呼びかける。

「ミスター・ベックマン。策があります」

「──聞かせろ」

　うなずいて、ジュスティスは、ベックマンへと歩み寄った。




　何体のイージスを倒したのか、もはやサミィにはわからない。

　ただ確実に言えるのは、もはや散発的な行動しかできなくなったイージスたちは、『ベフィーモス』を纏まとったイーザーの敵ではなかったということだけ。

　先を行く『ベフィーモス』の前で、時々光が閃ひらめいて、そのあとについてしばらく走れば、血まみれの簡易宇宙服姿が倒れている。そんなことのくり返し。

　自分のどこかが。何かが壊こわれてゆくような気がする。

　しかしそれでも体は、足は動き──

『着いた』

『ベフィーモス』は背中で言って立ち止まる。

　通路の先には一枚のドア。その先が、目するコントロール・センターである。

　この先に──何が待つ？

『行くぞ』

「うん」

『ベフィーモス』が床ゆかを蹴ける。扉とびらを開き、突入する！

　そのすぐあとにサミィが続き──

　二人はその場所で硬こう直ちよくした。




　小さな音が一つ。

　それだけで片がついた。

　こんな簡単なことだったのだ。

　ジュスティス＝ブーゲンビルは、どこかしらけた気分でそう考えていた。

　頭を撃うたれ、くずおれるベックマンの返り血を浴びながら。

　策があると近づいて、引き金を引く。それだけのごく簡単なことで、Ｊ＝ベックマンという男は、ただの肉につ塊かいになり果てた。

　生命を失った体が傾かたむいてゆくのを視界の端はしに捉とらえつつ、ジュスティスは銃を手放した。

　重いものが倒れる音。硬かたい鉄が床を打つ音。それに続いたのは──沈ちん黙もく。

　ジュスティスは、両手をひろげてゆっくりと上に挙げた。

　各種機器の駆く動どう音と、空調が奏かなでる風の音とが時間を埋うめ──

　秘書たちが一いつ斉せいに、銃をジュスティスへと向けた。

　まだ、彼らは混乱している。何が起こったのか、よく理解できずに。

「十秒」

　落ち着いた声で、ジュスティスは宣言した。

「それだけ時間をくれ」

　ゆっくりと。

　立てた指を、一本ずつ折りながら、

「選べ。死体に殉じゆんじて私を殺し、外の連中に殺されるか。造反者を倒した勇気あるものとして生きるか」

　すべての指が折り曲げられる。

　だれもまだ、引き金を引かない。

　ジュスティスはもう一度口を開いた。

「ここがワープしたとして、外にいるパワード・スーツどもが、造反者を見み逃のがしてくれると思うか？」

　つまりは、そういうことである。

　ごく単純な計算。

　たとえ降こう伏ふくしたとしても、クロフトが、自分たちを許してくれる可能性はかなり低い。

　だからこそジュスティスは、ベックマンと一いち蓮れん托たく生しようを決め込んだ。あの時はまだ、逃にげおおせる可能性もそれなりにあったから。

　だが、ベックマンの計算が完全に崩ほう壊かいし、手持ちのイージスたちが破れた今は。

　たとえワープしたところでどうなる？　侵しん入にゆうして来たパワード・スーツ部隊がそれであきらめて戦せん闘とうをやめるか？　そんなわけはない。

　自分たちを殺し尽つくしてから、クロフトに勝利の報告を届けるだろう。

　これ以上ベックマンについて行ったところで、こちらの生き残れる確率はゼロである。

　ベックマンの首をさし出したところで、生かしておいてもらえる確率は低いだろうが──それでも、ゼロに賭かけるよりはマシだった。

　だから、その道を選んだ。それだけの話である。

　ベックマンの秘書やボディーガードたちは、いまだ額に汗あせを浮うかべたままジュスティスをにらみつけている。

　そんなことが無意味だと、まだ気づきもしないのだろうか？　この馬ば鹿か犬どもは。

　──沈黙が続き──

「……ワープ中止。カウントダウン終しゆう了りようします……」

　それを破ったのは、オペレーターの声だった。

　全員が、息をついて銃じゆうを下ろす。秘書の一人は、そのまま床に腰こしを落とした。

　別のオペレーターが、わずかに残っていたイージスたちに、作戦終了を通告する。

　ジュスティスも内心息をつく。何も考えていないボディーガードが、問答無用で引き金を引く危険もあったのだ。

　──とりあえず、この賭けには勝った。次は──

「相手に降伏の意志を示せ。でないと突とつ入にゆうと同時に撃たれる。武器を捨ててひざまずき、両手を頭の後ろで組め」

　彼の指示に全員がのろのろと従い──

　ドアが開き、ダークブラウンのパワード・スーツと女が飛び込んで来たのはその時だった。




　何が起きているのか、一いつ瞬しゆん、サミィには理解できなかった。

　部屋の中央に男が一人、頭を吹ふっ飛ばされて死んでいる。

　かろうじて顔が見える。渡わたされたデータの中にあった顔。

　Ｊ＝ベックマン。計画の首しゆ謀ぼう者しや。

　そのまわりには、両手を頭の後ろで組み、ひざまずいている男たち。

　──降伏──ということか──？　それともまさか、何かの罠わなか？

　ためらうサミィの視線の先で──

　別のドアが開く。

　──イージス!?

　思い、反射的に手にした銃をはね上げて──

　さすがに、引き金は引かずに済んだ。

　姿を見せたのは、見覚えのあるパワード・スーツが二機。レティシアとメニィの操あやつる『セイレーン』と『ウィンディーネ』だった。

『……早かったわね』

　エメラルド・グリーンの機体──『セイレーン』から、レティシアの声が聞こえる。

「こっちも今来たところ」

　とサミィ。

　男たちの方を向き──

「それで──？　一体、何がどうなって──」

　問いを遮さえぎり。

　どんっ！

　第三の扉とびらが吹っ飛んだ。

　姿を見せた、ダークグリーンのパワード・スーツ群は、降伏の姿勢を取った男たちに、かまわず武器を向け──

『状じよう況きよう終しゆう了りよう！』

　とっさにレティシアの声が響ひびいた。

『現状にて待機！』

　ダークグリーンのパワード・スーツたちが動きを止めた。

　──どうやら──

　とりあえず、戦いは終わったようである。




『ＵＮＡＴＶのキャサリン＝フランネルです。今晩はよろしく』

　派手な赤いスーツを着た黒ブル髪ネツトの女性キャスターは、ＴＶ画面の向こうで、にこやかな営業スマイルを浮かべてみせた。

　あるＴＶ局の、独どく占せんインタビュー番組である。

　向かいのソファに座る紳しん士しも、優やさしい笑えみを浮かべて名乗る。

『クロフトのランドルフ＝マイスターです。こちらこそよろしく』

　画面の下には、『クロフト社代表取とり締しまり役やく・ランドルフ＝マイスター』とのテロップ。

　父親の見慣れぬ笑みに、宇宙そらを行く『シューティング・スター』のリビングで番組を見ていたレティシア＝マイスターは、思わず紅茶を吹き出していた。

「レティ、行ぎよう儀ぎ悪い～」

　メニィの注意も耳に入らない。

　レティシアが何より驚おどろいたのは──

　画面の中で父親が見せた、つくりもののはずの穏おん和わな笑みが、何の違い和わ感もなくしっくりとなじんでいたことだった。




『本日は、先週起きた、テロリストによる御おん社しや衛星工場の占せん拠きよ事件に関していろいろとお伺うかがいさせていただきたいのですが──』

『はは。お手て柔やわらかにお願いしますよ』

　安いメシ屋の小さなＴＶは、スピーカーが壊こわれかけてでもいるのか、ひどく雑音が混じっていた。

　──それは、ここしばらく話題になっている事件に関する番組だった。

　大だい企き業ぎようの衛星工場がテロリストに乗っ取られ、その大企業自身が解決に乗り出した。

　民間の企業が、である。

　テロリストは全員死亡。企業側も、衛星工場の保安責任者、Ｊ＝ベックマン氏をはじめとする何人もが、テロリストに殺されている。

　発表ではそうなっていた。

「しっかし、なんだか物ぶつ騒そうな事件が起きるねぇ。でもって軍や警察も頼たよりにならねえ、と来た。

　世も末って奴やつだな？　だろ？」

「全く……同感ですよ」

　みごとにアルコール焼けした隣りん席せきの老人にそう問われ、ルード＝Ｄ＝ロズウェルは苦く笑しようで返した。

　もと住んでいた惑星ほしに帰り、今は友人の紹しよう介かいで、短期契けい約やくのトラックドライバーをやっている。生活は楽とはいえないが、それなりに楽しい。ある程度金が貯たまれば、またふらりと旅に出てみるのもいいだろう。

「ま、金持ち連中が宇宙でテロリストに狙ねらわれようと、おれら一いつ般ぱん庶しよ民みんには関係のねえ話だけどな！　ことば通り雲の上、って奴さ！　だひひひひひ！」

　歯の抜ぬけた口から唾つばを飛ばし、自分でウケる老人。ともに笑うルード。

『──結局、御社ご自身が動いて事件を解決することになったわけですが──事件を惑星カクタスの軍に任せようという判断はなかったのですか？』

『当然検討はしました。が、カクタスの宇宙法において、一定以上離はなれた衛星工場は管かん轄かつ外だと判断される可能性も考こう慮りよする必要がありました。

　ならば社員たちの安全のためにも、我々が自衛するしかないと決断したわけです』

『つまりは、カクタスの軍は頼りにならなかった、と？』

『というよりむしろ、各惑星国家が外宇宙に関する共通法を持たない現状の方に、私は不安を覚えています。

　正当防衛の権利は、認められて然しかるべきでしょう』

　ＴＶはいまだ続いているが、それはもはや、ルードにとっては興味のない話でしかなかった。




『世間では、あの突とつ入にゆうは強ごう引いんだったのではないかという声もありますが？　人ひと質じちの安全に関して、どのようにお考えだったのでしょう？』

『あれは熟じゆく慮りよの上の行動です』

　好人物の仮面をかぶったランドルフは、いけしゃあしゃあと言い放つ。

『テロリストが、ワープ可能域に出る前に強引にワープを行うことも考えられました。実際に彼らはそういった作業をしていたらしく、攻こう撃げきがあと少しでも遅おくれていれば、ワープを許してしまったでしょう。

　そうなると、人質もろとも永遠に消え去るか、テロリストの逃とう亡ぼうを許してしまうかのどちらかです。

　もし逃亡を許せば、テロリストたちは用のなくなった人質を殺害し、調子づいて次のテロを行ったでしょう。

　その時に犠ぎ牲せいになるのは、あなたの家族や友人、いや──』

　クラウニー＝ブラムハットは、画面の中のランドルフが、一いつ瞬しゆん、自分を見たような気がした。

　実際のところ、彼が見たのはＴＶカメラだったのだろうが。

『あなた自身だったかもしれない。

　それは、何としてでも防がねばならないことだったのです。

　あの時に突入しなければ、結果的に、犠ぎ牲せい者しやの数ははるかに多かったと確信しています』

　口調には、真しん摯しな響ひびき。

　ブラボー。たいした説得力だ。

　こういう真ま似ねは自分にはできないだろうな。ブラムハットは内心そう思う。

　今回は、こちらの負けだ。それは認めよう。

　だが、次の機会は必ずやって来る。

　執しつ務む室で画面を眺ながめたまま、ブラムハットは、そばに控ひかえる秘書に声をかけた。

「どう見る？　この男を？」

「ランドルフ＝マイスターですか。相手取るには面おも白しろい男かと」

　不動で答えたジュスティス＝ブーゲンビルの答えに、ブラムハットは苦笑した。

　──面白い──か──

　それはお前もだよ。

　言いたいのをなんとかこらえる。

　──ベックマンのことを疑っていたあなたが、私を彼のもとに送り込んでおいた……そういうことにしておけば、失点は抑おさえられるはずです──

　ジュスティスは、ブラムハットにそう持ちかけて来たのだ。

　社外的には公式発表で通すとしても、社内的にはそうはいかない。普ふ通つうなら、ベックマンを派は閥ばつの一人として抱かかえ込んでいたブラムハットにとって、今回のことは痛手にしかならないはずだった。

　だが、ジュスティスの示した案ならば──

　──私の人を見る目は、一応、確かだったということか。もっとも──こいつに寝ね首くびを搔かかれぬよう、注意せねばならなくなったが──

　それはそれで面白い。

　ブラムハットは苦く笑しようを浮うかべたままで、ＴＶ画面を眺めた。




『ところで──突入の前、女性の声で、マスコミの艦かんの安全は保障しない、という宣言がありましたが？』

　ばぶっ。

『モーニング・スター』のリビングで。

　オレンジジュースをすすりつつ、放送を見ていたサミィは思わず吹ふき出した。

　瞬しゆん時じに汗あせがだらだら流れ出す。

　何を言われるかと見ていると──

『無論作戦です』

　表情一つ変えずにランドルフは断言した。

『テロリストはこちらの通信を傍ぼう受じゆしていたはずです。

　こちらを脅きよう威いと見れば、人質を盾たてに取ったでしょうが、逆に甘く見てくれれば、人質に危害を加える可能性は低くなる。

　そう判断して、場当たり的な突入に見せかけるために、あのようなアナウンスを行ったわけです。

　実際お聞きになられて、声の主が、緻ち密みつな計画を持ったプロだと感じましたか？』

　キャスターは、苦笑を浮かべて、

『いえ。全然』

『狙ねらい通り。そういうことですよ』

「──ということらしいぞ」

　と、イーザー。

「ふーん。知らなかったー」

　棒読みで感心しながら、サミィは心底あきれ果てた。

　よくもまあここまでぺらぺらぺらぺらと、噓うそを並べ立てられるものである。

　謎なぞのテロリスト？　Ｊ＝ベックマンが尊い犠牲？　ほほう。

　実際のところは──あのあと、さらに『ナトゥーラ』を慣性移動させ、惑わく星せいカクタスの法定管理空域を出たところで制動をかけたのだ。

　つまり、カクタスが『ナトゥーラ』を捜そう査さする権利を奪うばったのである。

　あとはもう話のでっち上げ放題。クロフトの発表を検証できる機関は、この宇宙のどこにも存在しない。

　……とはいえなんともまあ、それなりにうまくまとめたものではある。

　こまめにメディアに顔を出し、テロへの怒いかりや法整備を問題視する発言をしたランドルフの演技もあいまって、世間的には、公式発表の通りに信じられている。

　なるほど、役者という表現はまさにぴったりだったのだな、と、サミィは変に感心したものだった。

「……ところでイーザー。

　そういえば結局、あの、イージス用ウィルスって何だったんだろ？　見当つく？

　なんか途と中ちゆうから、イージスたちの動きがボロボロになってたから、効くのは効いてたんだろうけど……」

　実際、そうでなければ、ことははるかに手間取っていた──どころか、返り討ちになっていた可能性すらある。

「そうだな──」

　彼はしばし考える。

　──ＴＶではいまだ、女性キャスターが、スキャンダラスな話をなんとか引き出そうと、にこやかな笑え顔がおでねちりねちりと微び妙みような質問を続けていたが、やはり笑顔のランドルフに、のらりくらりとかわされ続けていた。

　イーザーは小さくうなずくと、

「もう話してもいいだろう。

　正体は概おおむね察しがついている。

　あれは──照明制せい御ぎよプログラムだ」

「……は？」

　サミィは間の抜ぬけた声を漏もらす。

　たしかに、あれをやった途と端たんに施し設せつの主照明が点てん滅めつをしはじめた。照明制御のプログラムに干かん渉しようしてそう制御したのだ、と言われれば納なつ得とくできる。

　だが──

　それが、イージスの不調と一体何の関係がある？

　イーザーは姿勢を正し、正面からサミィを見つめ、

「サミィ。私の目は左右瞳ひとみの色が違ちがう。理由は知っているな」

「……もちろん。片方が遠視のためで、もう片方が暗視のため……でしょ？」

　前にそう聞いたことがあった。

　イーザーは小さくうなずき、

「右と左で見え方がわずかに違う。光の下と暗所とでも違う。

　慣れるまでは、明るい場所と暗い場所を頻ひん繁ぱんに行き来すると、頭痛に襲おそわれた」

「噓」

「本当だ。

　今はどうということはないが」

　人間は、外部情報のおよそ八割を視覚に頼たよっている。光の明めい滅めつは、そんな人間にさえ悪あく影えい響きようを及およぼす。

　ましてや、左右の瞳で別の機能を持たされているイーザーやイージスにとって、それは視覚中ちゆう枢すうへの激しい過負ふ荷かとなり、結果、頭痛を引き起こす。

「行動可能な状態になったばかりで、その種の刺し激げきに慣れていないイージスたちは、激しい頭痛を覚えただろう。

　そんな状じよう況きよう下では、能力が激減するのも当然だ」

「なるほ……」

　素す直なおに感心しかけたサミィの眉まゆが、すこしずつ、すこしずつ不ふ機き嫌げんに吊つり上がり、

「……ちょっと待って。

　ということは、社長もクイーンもそれを承知で……イーザーもいっしょに頭痛を起こす可能性があったっていうのに、あんなプログラムを組んで渡わたした、ってわけ!?」

　声に怒りをにじませるサミィに、しかしイーザーは、

「落ち着け。サミィがそう言って怒おこり出すと思ったから、私も今まで話せなかった」

「……あう」

　話せなかった、と来たか。

　自分が怒るとそんなにコワいのだろうか。サミィはふとそんなことを思う。

「最初は、と言ったはずだ。

　それに、『ベフィーモス』は、ある程度光量を自動調整してくれる。頭痛は起きなかった」

「……そっか……」

　つぶやいて、サミィは肩かたの力を抜いた。

　──しかし──

　プログラムの発案をしたのは、あの社長だという。当然、イーザーやイージスの、視覚に対する性質を知っての上でのことだろう。

　だがそれはおそらく、クロフトから聞かされたものではない。

　クロフトがもしその弱点に気づいていたならば、イージスは改良されていたはずである。

　なら、ティモシーはそれをどこで知った？

　気弱のんびりにしか見えないあの社長が、自分で気づいたのか──あるいは、クロフト以外の情じよう報ほう網もうを持っているのか。

　クロフトに関しても疑問は多々ある。

　首しゆ謀ぼう者しやのベックマンが死んで──本当に、それですべてが終わったのか？

　根こん拠きよはないが、とてもそうは思えない。

　サミィたちには見えない場所で、今も何かが動いている。

　それは、気のせいではないはずだった。

　自分たちをとり巻く闇やみは、深い。

　いつか光が見えるという保証もない。

　だがそれでも──

　サミィは、イーザーとともに歩いてゆくつもりだった。

　前へと。







　あとがき







先日ザクⅡの型式番号がＭＳ０６だと気づき、いまだ巻数的に旧ザクにすら届いていないことを認識し、愕がく然ぜんとする今日この頃ごろ。皆みなさんいかがお過ごしでしょうか。

　こんにちは。神坂一です。

　ということで、タイトルの長い話四巻をお届けいたします。

　今回の話はＳＳとの連動展開。片方だけでも話はわかるが、両方を読めば全ぜん貌ぼうが見える、というふうにやってみたつもりです。

　こういったエセ未来ものを書いていると、やはり気になるのは未来の技術。

　科学技術とゆー奴やつは、変なところで進歩しないかと思えば、別のところで進歩しまくったり。なかなか油断がなりません。

　過日もニュースを眺ながめていると、やっていたのは電気駆く動どう式自動車のこと。

　燃料電池車、とかいう名前で、能力的には普ふ通つうのガソリン車とほぼ互ご角かく！

　音も静かで無公害！

　さあきみも早さつ速そく購入！

　二億円くらいするらしいけど！

　……………………ええっと。無理です。

　しかしこぉ、環かん境きよう面エトセトラで（値段以外は）いいことの多い電気式ですが、ことアクションには不向きなのではないかと思ったりするのです。

　いや、性能的にではなくて演出的に。

　特に、音が演出の大きな部分を担う映像分野になると、もぉ大変ですよ。

　なにしろ電気自動車、音、静かですから。




　めっちゃ静かなカーチェイス。




　推理ドラマにおいて、車で狙ねらわれたシロウト探たん偵てい、気づかずに轢ひき殺される。




　なんかいろいろ台無しですよ！

　つーか、我々が普通に道を歩いていても、エンジン音で、『あ。車が近づいてる』ってわかることもあるのですが、これが音の少ないモーター車ばかりになると、ふと気がつくといつの間にか、後ろから車が忍しのび寄って来ている、などということに。

　なんか心臓に悪そうな……プロの暗殺者かお前は。

　とはいえ、このシステムが車だけでなく、バイクとかにもひろまれば、暴走族とかは減るでしょうねー。

　ブォォォォォン！　パラリラパラリラ！　ヴォッヴォォォォオ！

　と、こうだから彼らもノれるんでしょうが、エンジン音が消えた日には。




　……………………　パラリラパラリラ！　…………………………




　うっわ。スッゲー淋さびしい。

　これはもぉ、家帰ってミカンでも食うか、って感じです。

　しかしまあ、技術の進歩とその有効運用は人類の歩み。

　こんな調子でちゃっちゃと宇宙開発とかもやっていただきたいものです。

　火星縁えん側がわで火星猫ねこを撫なでながら火星緑茶をすする。人類なら誰だれしも一度は思い描えがいたことがあるはずの、そんな夢ゆめが実現する時はいつ来るのか？

　などと思い願いつつ。では今回はこのへんで。
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